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学校歯科保健に関する図画・ポスターコンクール

歯の衛生週間行事の一・環として，次の世代を背負う小学校児童に対し，口腔

保健に関する理解と認識を高める目的をもって譜歯科保健に関する図画・ボ

スターコンクール’”の募集か日本学校歯科医会によって行なわれることとな

って2年目である。

募集は，本会の加盟団体を主に都道府県単位でそ1㌦ない，地方で審査をして，

小学生による図画・ポスター各1点を日本学校歯科［ケ三会へ送付してもらい，

優秀作品を選出する、

昭和53年度「歯科・保、健に関する児竜の図画・ポスター」は昭和53年9月30日

に締め切られ，81点の作品が応募された，

日本学校歯料医会において，昭不［153年11月7日午後1時から会長，副会長，

惇務理事，常務理‘罫，監事，学術委員，および一一水会委員，近岡善次郎画伯に

よって厳正な審査力ご行なわれ，図画6点，ポスター－6点を最優秀作品と決定

し，他を優秀とした、

最優秀作品には賞状と楯，優秀作品には賞状を送1）　，全応募者に副賞として

ライオンから記念品が送られた．／応募された各学校児竜および審査にあたら

れた都道府県学校1「菜1科医会に心からの謝意を表したい、

最優秀の賞楯についているアポロニア
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歯科保健図画・ポスターコンクール
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コンクール応募児童名（カ・コ内は都道M：1県名、小学校名、学年）

最優秀
6｛季堅f言卜享　（」ヒ～毎づ重二・f犬う己・　5）

篠田時広（茨城・村田・6）

佐瀬秀明（T一葉・曹成・5）

まえだとしお（東京・第jL・2）

中山正美（石川・山代・6）

福岡ひでき（福片・大虫・1）

宇田はるみ〔大阪・東泉丘・2）

西村良治（岡山・菅生・3）
藤1岡義Jttt－（山【1・ブ・こ1寂：・3）

川人隆二（徳島・西庄・1）
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辻村江美（〃　・東根・6）

佐原広光（福島・高田・1）
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大根田麻紀（〃　・小川・5）
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星野誠一一郎（〃　・沼田東・5）

鈴木下・春（千葉・一宮・2）

水野　浩（埼五・大宮南・4）

ほん田たかひろ（東京都・山谷・2）

森絵美f（〃　・沓掛・5）
吉岡千季支　（　〃　　・日召和・6）

岩田恭代（神奈川・坂本・1）

塗師佐栄子（〃　・瀬谷・3）

行友孝枝（　〃　・東菅・6）

うち川よういち（静岡・有度第二・1）

園田まり子（〃　・大洲・6）

佐藤正哲（岐阜・笠原・2）

浅野久生（〃　・牛牧・5）

小川　剛（三重・城田・1）

阪井みのり（〃　・し保第三・6）

佐藤　学（新潟・竹俣・1）

小林下・春（〃　・中之口西・6）

端　将利（石川・片1⊥」津・1）

山岸優弓∫、（福井・鮎江東・6）

高橋ひろし（滋賀・浅井西・2）
1占オ（イ、ζそi’（　〃　・i｝～Ji：「ll剖～・5）

永坂教人（和歌山・西部・1）

大前栄j’一（奈良・高見・1）

牛毎4sc　克（　〃　。ク＼til・6）

岩圭ilK　til｛∫L（JSi（者［3　i　ti・杉、1忌・3）

S；」ノトこ糸申」ft・　（〃　　　　tlliイ！　　5）

人見真澄（京都府・1㍉畠野・3）

大槻砂哉」な（　〃　・細見・5）

岩城淳y－（大阪・西浦・5）

平屋成Jl（堺市・赤土反台・2）

柿本尚一・（兵庫・ノし会・2）

大原邦元（〃　・御影北・6）
近藤永J’・（岡山・大宮・5）

西原孝治（広島・山波・3）

中尾希恵（〃　・山本・5）
肖’・イくとしみ（島杢艮・今1廿。1）
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池間佐百合（〃　・佐良浜・6）



巻　頭　言

日本学校歯科医会会長湯浅泰仁

　新春を迎え謹んで御挨拶申し上げます。昨年中は皆様から種々御厚情を賜わり厚く感謝

申し上げます。

　皆さまには平素多忙の中を学校歯科保健につき，活発な実践活動に取り組まれ，着々と

業績を積まれておられることは感激の至りです。

　学校歯科保健に対する国民の関心が高まってきて，国においてもようやく本腰を入れて

来たことは誠によろこぼしい傾向であります。申すまでもなく，う歯予防と早期発見，早

期治療はきわめて重要な問題で私どもが全力を挙げて努力しておりますにもかかわらず，

学童のう歯罹患率はいぜんとして高く，まことに憂慮に堪えません。学童期以前の幼年の

歯科疾患は0歳より6歳にいたるまでに，その対策を積極的に推進する必要があります。

　今や国民病といわれる歯科疾患に対しては，治療と併せ予防対策こそ急務であろうと存

じます。

　文部省は日本学校歯科医会とともに「歯の保健指導の手引」の作成や，全国各都道府県

における指定校の選定とかいろいろ方策を考えて，歯科保健の実践を活発に行って学校側

や，地域社会における保健教育ならびに指導管理の充実を計っております。

　しかし国の補助は少なく，一方には地方都道府県の財政や行政面のヒズミもありまして

考慮すべき諸点があります。私ども学校歯科医会は歯科医師会とともに歯科界をあげて，

これらの対策に意欲を燃やしております。

　本年度の新しい企画は，学校歯科医による負担があまりに過重にならないように考えて

「歯科保健指導車」と称する機動性を利用しての施設を考えております。

　もちろん学校歯科医が先頭にあって歯科衛生士を導入し，常時運転技術者を配備し，そ

れぞれ公費をもって運営することであります。なおまた関係者の待遇，身分の保証をしっ

かりと裏付けることが大切であります。

　この度国庫予算の補助も決まりましたので，該当の府県歯科医師会は格別の理解をもっ

て・学校歯科医会とともに慎重協議の上，府県市行政当局と契約をして委托事業とする試

案であります。

　したがって54年度はモデル的に歯科保健指導車を整備して機関指定を受け，検診をはじ

め刷掃指導・う歯予防措置を施すことはもちろん，通院治療をすることを前提とした暫定

的処置も考慮されるものであります。ただし集団歯科保健指導と予防措置を中心とするも

ので・地方自治体や学校と充分連携協調をはかって行われるもので，学校保健教育の円滑

な実施に資することになります。

　かくて僻地のみならず，一般地域でも思うように手の届かない学校等に及ぶ利点も考え

られます。歯科医師会，学校歯科医会の組織の力によって運営する公共性を帯びたもので

あります。

　その年間計画，実施要項，連絡調整等に関しては改めて詳細報告をいたすことになりま

すが・これは地域歯科保健の新しい体系として注目すべきものであります。会員各位の御

協力をお願いいたします。

1



座談会／学術委員会・53年7月11日
c

文部省発行「小学校　歯の保健指導の手引」について

　湯浅今日はお暑いところ，ご苦労さまです。

今回の催しは，学術委員会としてまことに当を得

たことと思います。

　このたび「歯の保健指導の手引」という小冊子

を，文部省と私どものほうで，小学校の先生向き

に作ったわけです。この編集にあたっては，文部

省では，とくに吉田さんがたいへん苦心されて・

先生方の熱心な原稿に対して，ページ数に限りが

　　　　　　　　あるので，このへんにまとめあ

げたのは，たいへんなご苦労で

あったと思います。半面，委員

の先生方としては，熱心に書い

た原稿を相当カットされたとい

う形になったわけです。しかし

ながら，でき上がってみますと

なるほどと思わせられました。

　これはどこまでも当初から学校の先生向けの手

引で，学校歯科医として私ども実際の衝に当たっ

た者としては，もう少し学校歯科医向けのものを

出席者（発言順）
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これから作ろうではないかということを，始めか

ら申し合わせております。

　それでは委員長を中心として始めていただきた

いと思います。

文部省が一般教師向けの手引を作ったのははじめて

　榊原（司会）ご承知のようにごんど文部省で3

月に，「歯の保健指導の手引」をつくりましたが，

国として，つまり文部省として，1つの疾患に対

して，一般の教師向けにこのような手引を作った

というケースは，いままでないわけで，これは非

常に特異なことだと思います。

　実は，38年だったと思いますが，文部省は「学

校病予防の手引」という本を出しました。保健管

理のほうを中心にして，保健管理的に，たとえぽ

学校医とか，保健主事とか，養護教諭を対象にし

て書かれ，例の“学校病”の予防についてふれて

います。こういうふうなものはありますけれど

も，今回のものは歯の保健についてのみで，一般

6
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の教師を対象にして書いてあるわけです。

　それから，昭和48年に「保健指導の手引」が出

ていますが，これはいわゆる学習指導要領の中の

特別活動の中に取り上げるべき保健指導はどんな

ふうにするかという一般的な総論が出ているので

す。それを土台にして，いろt、・うな部分を進める

のが建前であったんですが，こんどとくに歯科保

健指導だけを取り上げて，教師に向けて作るとい

うことになったことは，それを取りまく環境条件

もあったでしょうけれども，これはたいへん重要

なことだと思います。そういった意味で，少々自

画自賛のきらいもないことはないでしょうけれど

も，とにかくエポック・メー一一・キングな，学校保健

の歴史に残るようなことだと言っていいと思いま

す。

　この手引は，小学校の一般の先生に向かって書

かれていて，養護教諭とか保健主事とかでない，

保健を担当していない先生方に向けて書かれてい

るわけです。普通の授業の中でこれをやっていこ

うというねらいなわけですが，そうした場合に，

歯科医師の側，とくに学校歯科医会という立場で

みますと，考えてみなけれぽならないことがいっ

ぱいあります。

　この手引そのものを見れば，歯科の問題につい

てはわかるわけですが，やはりこれを作るに当た

って，いま会長がいわれたように，ここにいる方

がたはそれぞれなんらかの形で関係した方が多い

わけです。

　実はこの手引の中には，いろいろな考え方が入

っていますが，その考え方は，やはり学校歯科医

という立場では，もう一度よくそれを理解してい

ないと，ぐあいのわるい部分がいくつかあると思

います。こういうものを今日はこの座談会を通じ

て解説的に話し合いたいと思います。

　この手引の理解には2つの大きな土台を知る必要が

　ある

　それには2点あると思います。1つは保健指導

を学校の教育の中で取り上げていくということに

ついて，理解することだと思います。これは全く

純粋に教育の問題ですから，教育の問題について

　
．
メ
｝軍．羅壌

　　われわれが理解をするというこ

　　とが必要です。

幽　　第2点は，歯の保健指導です

　　から，この中に当然歯科に関連

　　する専門的な部分があります。

　　これについても，この「手引」

　　の中にはごくふつうにいわれて

いるようなこととはちょっと違った，とくに小学

校の子どもの歯を対象にした考え方が展開されて

います。そういうことについて専門的な部分に，

もし学校の先生が学校歯科医の方がたに，「こう

いうことはどうでしょうか」などと聞いてきたと

きに，おたおたすることはないとしても，はっき

りしないようなことがあってはたいへんぐあいが

わるいので，それについて多少解説をしておく必

要があるだろうと思います。

　この2つのことが今日の座談会のポイントだと

思います。

　今日はここに見えてないんですが，吉田先生が

非常に苦労なさったわけです。その教育の専門家

にあえて今日の座談会に入っていただかなかった

のは，学校歯科医の先生方に，日本学校歯科医会

の立場でこの「手引」を理解してもらおうという

つもりで，こういうメンバーになっているわけで

す。

　目次などは，第38号の会誌を見ていただいて，

それを見ながら，この座談会の記事をいっしょに

読んでいただけれぽ幸いだと思います。

　そこで第1点の教育ということ，学校歯科医に

とっては，最近はいろいろなところでいわれてい

ますが，教育ということについて，保健指導の取

扱いを一般にどういうふうに考えたらよいか。と

くに保健指導は，こんなふうなことで作られてい

るんですよ，ということについて，山田先生から

最初に口を切ってくださいQ

　学習指導要領と深い関係がある

　山田　学校歯科医の方がたが，この「保健指導

の手引」を読むときに，考えておいていただきた

いと思うことがあります。この「歯の保健指導の

手引」と学習指導要領の改訂との関連を考えてい

3



ただくと，保健指導の重要性が一一層よくわかるの

ではないかと思います。

　今回の学習指導要領改正の要点

　こんどの学習指導要領の主な改訂点の1つは，

ゆとりある学校生活です。そのために教科学習は

内容を全部精選するといいますか，非常に短くな

っています。たとえば歯科保健について，いまま

で小学校の体育の中にあった咀噛とむし歯との関

係とか，むし歯の原因というのは，一切なくなっ

た。これは歯科ぼかりでなく，小学校ではいまま

で15～16のいろいろな病名が出ていたが，病名が

全部なくなり，むし歯という言葉もなくなってい

ます。それは学習指導要領の改訂のねらいの1つ

として，実践を通して学ぶということが1つの主

題となっていて，教育相談的な指導を重くみると

いうことによるものです。体育を除いた他の教科

は，年間40時間とか70時間減っています。

　あまった時間をどういうふうに使うかというこ

とについて，次官通達が出ていて，健康増進，体

力増強や教育相談的な活動を重くみて，実践を通

して学ぶ精神で教育しようというふうな考え方が

述べられています。教育相談的というのは，広い

意味で保健指導も含まれていると解していいだろ

うと思います。

　保健では知識よりも実践を

　そういう意味で，教科学習のほうでは，歯科領

域に関する学習の内容が非常に縮まった。歯科ぼ

かりでなく全部の病気についても同じです。それ

は保健のうち，う歯のことについて限局して言う

と，むし歯を予防できるような，むし歯になった

らすぐに治すような態度，習慣を身につけさせる

ために，最少限度必要なものがあればいいという

考え方です。

　たとえば歯の萌出の順序とかは知らなくても歯

の健康生活はできるし，もし健康生活の実践に必

要ならば，それも取り上げていくという形でいい

のではないかと思います。

　そのために，保健指導の時間は，いままできめ

られていなかったのを，こんどの新しい学習指導

4

要領では，1年が年間34時間，2，3年が35時間，

4～6年が70時間と決まっています。年間だいた

い35週ですから，毎週1，2時間特別活動の時間

がとってあります。こんど初めてできたもので

す。そのために，特別活動は全部そうですけれど

も，保健指導も非常にやりやすくなったと思いま

す。健康教育は健康生活の実践指導を目的とする

保健指導に重点がかけられていると考えて，この

「歯の保健指導の手引」を見ていただくと，一層

いいのではないかと思います。

　個別指導に重点をおいているのが大きな特徴です

　それから，榊原先生が話された「小学校保健指

導の手引」にないもので，こんどの「歯の保健指

導の手引」にあるものは，個別指導です。個別指

導は，学校の先生方が日常直接ふれる個々の児童

によって違った問題が出てくるので，集団指導だ

けでは取り扱えないものができるわけです。「歯

の保健指導の手引」には，個別指導にかなりペー

ジをさいて，教師が何をしたらいいか説明してあ

ります。

　担任の教師が取り扱いにくいものも，もちろん

あります。しかし，いままでのようにこれは学校

歯科医や養護教諭に任せておけばいいというので

はなく，まず担任教師としてなすべきことが一応

書かれてあると思います。

　専門家の援助が要るものは，当然援助を受ける

わけですけれども，まず自分でできることは何か

を知り，それを実践をしようということが1つの

ポイントだと思います。

　榊原　学校歯科医としては，教育のやり方がい

まお話のあったように変わったんだということを

まず理解することが必要だと思います。というの

は，ただここでちょっと心配するのは，教科とい

うものは，時間がきちんと決まり，やるべきこと

は決まっているわけですから，いうならぽノルマ

ですが，ノルマがなくなるということで，やはり

実際はちょっと不安があると思います・たとえ

ば，いまお話にも出ましたけれども，歯の萌出順

序などはいいんだとか，歯のいろいろなことが全

部とられています。こういうのは理科か何かでは
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もちろんまだ残っていますが，非常に制約をして

います。こういうことについて，実際に学校歯科

医の立場から言いますと，不安みたいなものが多

少あるかなという感じもするんです。この点，現

場にいらっしゃる貴志先生は，これを使っていく

上に，これを一般の先生がやってくださるとき

に，手引以外にこんなことを補足しておかなけれ

ぽいけないなといったようなことで，お気付きの

点があれぽ，ひとつお願いします。

　ほんとうにこの「手引」が教師のところにとどく

　でしょうか

　貴志　話がちょっとそれるかもしれないのです

が，実際に神奈川県の場合は，いま文部省から学

校現場に下りつつあるところで，ほんとうは，ま

だ全部にいきわたっていないということがありま

す。

　もう1つは，それが学校側に送られてから一番

初めに手にされるのは校長先生だと思います。そ

の校長先生が保健に熱心であれば，当然それが保

健主事に下りてくるだろうけれども，ひょっとす

ると，校長先生の机の上に置かれたままになるの

ではないかという懸念が若干あります。会長の湯

浅先生はじめ執行部のご努力で，かなり予算がと

れて，推進校が決められたけれども，推進校にな

った学校は，当然手引は十分活用するだろうと思

います。ところが，推進校にならなかった場合

の，とくに校長先生が机の上に積んでしまった場

合の対応の仕方にちょっと問題があるのではない

かなと思います。

　そこで，方法として私が現在考えていること

は，推進校以外の学校について，この手引書が出

たよ，という周知活動が必要になってくるのでは

ないか。せっかくこれだけの労力をかけて先生方

のお骨折りでできたものが，むだになってしまう

のではないかなと思います。

　山田先生のほうから，たとえば，学習指導要領

の中から疾患名などがほとんど消えてしまったと

いうお話があったけれども，この手引書を有効に

使うのには，基本的に学級担任の先生がそういう

ことを根本で知ってないと，むりなんじゃないか

なというような考えがあるんですQ

　榊原　今回の学習指導要領の改正は一応結構ず

くめのようなことと思われるけれども，やはりこ

れに伴ういろいろな問題がある。こういったこと

を・とくにごんどは口腔衛生という立場でごらん

になると，いろいろな問題があると思います。こ

のあたりで，この手引の作成に参加して下さって

他人ではない立場で，この手引はこういうふうに

した場合に，ここのところが弱いのではないかな

ということを，岡目八目の点で見ていただいて，

森本先生，何かございませんか。

　まず学校歯科医が「手引」をよく理解することが

　大切だと思う

　森本　1つは，歴史的に意味があるということ

で評価をするわけです。先ほどの山田先生のお話

のように・学習指導要領が変わって，教科に入っ

てないのを保健指導とか保健活動の中に組み入れ

ていかせるにはどうしたらいいかというのが重大

問題だと思います。手引書を読んで，「結構でし

た」でしまわれては困るわけです。

　それを現場で活用していくためには，学校とい

うルートで普及するのでしょうけれども，いま校

長さんが机の上に載せてしまいやしないかという

ご心配がありましたように，このことはないとは

いえないと思います。それがためには，学校歯科

医1人1人が，手引の意味合いは，内容は何かと

いうことを知った上で，これにぜひ対応をしてい

っていただきたい。そうでないと，初めて文部省

版の手引書が出てきたという歴史的意義をつぶし

てしまうような気がします。

　昨年・アウトラインができましたときに，全国

の研修会に出して批判を仰いだという経験があり

ます。そのときに現場の先生方から出てきた言葉

の中に，歯科保健の具体的なところなどはかなり

むずかしいという声があったと思います。という

ことは，われわれが見ていけぽ，この程度のこと

か，と思いますが，実は歯科保健の具体的問題に

ついては，養護教諭ではない，学校の一般の先生

には，かなりむずかしい所がありそうだというこ

とです。学校歯科医が積極的に相談に応じてやる
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といいますか，直接保健指導には当たらないかも

しれませんけれども，そのためのアドバイス，そ

れからもう少し中身を薄めて，かみ砕いて一相

当これはかみ砕いて書いてあるとは思いますけれ

ども一教えてあげなければいけないのではない

かという気がします。

　たとえばブラシンゲ指導を例にとっても一

　たとえば，ブラシングという問題のところで

も，ローリング法と描円法の2種類が入ってきて

いるわけです。われわれはそのどちらかをとっ

て，その学校にマッチした方法で進めていけばよ

いとは思っていますけれども，意外に現場の先生

にしてみれば，その両方をどうやって使うのかと

いうことも起こってくるかもしれない。

　なかには児童の発達段階別に，どこを重点的に

しなさいとか，どこを見なさいということが書い

てあるわけです。書いてはあるんですけれども，

学校の先生の，しかも保健養護教諭ではない一般

教科の先生に，関心がないのに関心を持たせるの

にはどうしたらいいか。やはりまわりからムード

を作ってあげなければいけないだろうなと思って

います。

　現場のことはあまりよくわからないのですけれ

ども，せっかくの手引書を生かすためには，学校

歯科医におおいにご協力を願わなけれぽいけない

と思っています。

　榊原　結局，いままでの皆さんのお話をまとめ

てみますと，教育の立場で歯科保健をみると，と

にかく教科でやるという方法ではなくなったとい

うことが第1に非常に大切だということですね。

　したがって，ゆとりの時間というものの問題点

は，自由にさせる場合，知らないこと，得意では

ないほうはだんだん抜かしていくということがあ

るから，歯科保健のようなものは先生方によく理

解してもらわないと，なにもなくなってしまう恐

れがないことはないんです。そういった点で，や

はり学校歯科医の先生方がよく注意してやってあ

げないと，歯科保健についての教育自体がなくな

ってしまう恐れがあるということが1つです。

　もう1つは，先ほど山田先生がおふれになった

6

個別指導が入ってきたことです。個別指導をする

には，やはり学級担任教師として，かなり高度の

専門的なものを持たないと，できないわけです。

この子が個別指導を必要とするかしないかという

判断は，それに応ずる知識をふだんから持ってい

てもらわなけれぽできない。そういった点は，教

育的に学校歯科医として気をつけなければならな

い仕事だと思います。

　もう1つは，いま森本先生がおふれになったけ

れども，全く専門的な，たとえば歯ブラシを使う

問題とか，口のきれい，きたないをどうやって見

分けていくかという問題とか，むし歯というもの

をどんなふうに考えていったらよろしいかという

問題があります。

　3番目に，第3章にある，たとえばどういう子

どもが健康相談つまり個別指導の中に入ってくる

かという問題。いままで学校歯科医として比較的

のんびりしていてもよかった問題ですけれども，

こういうことがポイントみたいに思います。

　考え方としてはかなり専門的には高度のことが入

　っています

　こういう意味で，いま森本先生が，やさしいと

いいながらもむずかしいといわれましたけれど，

この中にはかなりむずかしい考え方が入っていま

す。たとえば歯垢の染出しの問題などは・ここに

書いてあることはかなり高度のことで，とくに割

り切って，上顎前歯と下顎大臼歯の咬合面だけ見

ればいいというふうなことを言ってあるんです。

これも実際問題としてはすこし異論のあるところ

だと思います。

　それから，むし歯の特徴を8つ書きあげてあり

ますが，この8つも専門的にはいろいろ問題があ

り得ると思います。

　先ほどの個別指導のために，こんな子どもはと

くに健康相談を要するんだということで，いくつ

か子どもの例をあげてあります。これも専門的に

問題があると思います。

　こういった点で，学校歯科医としてちゃんとし

た覚悟を持っていなけれぽいけないのは，この3

点か4点だと思います。このあたりのことを，外
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側から，出た段階でご覧になれぽ非常に客観的な

批評をしていただけると思います。

　いまのような問題について，とくに歯科専門の

側から見て，この手引は割り切って整理している

ことがあるわけです。こういう整理ではいけな

い，もう少しこういうことを加えなければいけな

いとか，あるいはこの整理については，こういう

ことを考えないと誤解を招くよ，といったような

ことについて，お気付きの点を中尾先生から言っ

ていただけませんか。

　まず歯科保健についての考え方（フィロソ7イ）

　をしっかりさせたい

　中尾　小学校において学校歯科医がいつも学校

にはりついているわけにはいかないので，学級担

任の先生がわれわれの代りになって，四六時中指

導していただくことになります。個々については

2章，3章のところで解説されていますが，全身

の健康の中での歯科のあり方とか，歯の健康につ

いての考え方を，きちんと学校歯科医に持ってい

ただいて，そして担任の先生方に自分の代りにな

って歯科保健についての知識と実践力をつけてい

ただくようにしてもらいたい。自分の分身のよう

になっていただく。まずフィロソフィをカチッと

担任の先生方に教えるということが大事になって

くると私は思います。そうすれぽ割り切って整理

している問題も，現場ではこうなんだなあとわか

ってもらえるでしょう。

　各論的なことは歯科医であれぽわかることです

から，いかに全身の健康の中で歯の健康というも

のが同調して必要であるか，徹底して子どもに教

えていくということが大切ですね。

　ですから，この手引は学校に1冊いって，校長

先生のところで止まるのではなしに，全部の担任

の先生方にわたり，学校歯科医は夏休みの研修な

どでもいっしょになって，この手引のことについ

て具体的に解説して，それから先生方に共鳴を得

なければいけないと私は思います。

　榊原　いまのことは非常に大事なことだと思い

ます。

　もう少し専門的になるんですが，むし歯の原因

といいますか，この中にいま非常に流布している

あのカイスの3つの輪の図を当然入れるべきであ

ったかもしれないし，前の学校病の手引のところ

では，そういう図が載っているんです。それがこ

こでは割愛されているわけです。それは今回はう

歯の成立をもっとダイナミックにいいあらわした

り，定性的なものとしてでなく，もっと定量的な

形でこれを表現しようということでそう書いてい

るんですが，このへんについてはいかがでしょう

か。

むし歯についてもかなりはっきりした割切り方を

している

　　　　　　　森本　いま榊原先生がおっし

どの手引の場合はだいぶ違った書き方で，

非常にスカッと割り切ってといいますか，斬新的

な意見を出してきたと思います。これは実際にこ

れが書かれていく段階で，相当に私ども議論をし

ましたので，たいへんこれはすっきりしたという

気がするんです。

　ただむし歯の発生の考え方ですが，ストレプト

コッカス・ミュ・一タンスだけでいくんだという考

えと，そうでないと考えている学者がいるわけで

すが，・学者の中にはいろいろ意見が出てくるかも

しれませんね。この割切り方をしたというのは，

私はよかったと思っております。ただし，その考

え方を学者ももちろんですけれども，全国の学校

歯科医に徹底させておく必要はあると思います。

そうしておかないと，十人十色の考え方が出てき

ては，現場の先生方が逆にお困りになるのではな

いでしょうか。

やったように，むし歯の原因に

ついて，こういう本の中ではカ

イスの図が出てまいりまして，

歯の質とお砂糖が出て，むし歯

の説明をするのがきわめて一般

的だと思います。しかし，こん

　　　　　　　　　　　しかも

　つよい歯よわい歯という考え方

　榊原　従来，強い歯，弱い歯という考え方はふ

つうはないんです。歯の強さ，弱さという考え方
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を載せないわけです。これは一般の歯科医学常識

としてはかなりむずかしい話です。ふつうむし歯

のときには，歯の強さ，弱さということを考えな

いで，いまの砂糖とミュ・一タンスでだいたい説明

してしまうんですが，ここでは歯の強さ弱さ，歯

の側の，しゃれていえばホストの側の話を載せて

いるんですね。これは非常に特異だと思います

が，このあたりのことについて，先生のお考えを

ちょっといただければと思います。

　森本　強い歯，弱い歯について，現在の歯科医

学の持っている情報から言うことは，若干問題が

あると思います。しかし，むし歯というのは目で

見える疾病ですので，強い，弱いという印象は十

分に持っていると思います。そういう私自身も，

歯には強い，弱いがあると思っています。ただ現

在の科学的な方法では，これが強くてこれが弱い

んだと言いぎれないことが問題なんです。やはり

歯が強い子というのはたしかにいて，歯をみがい

たことがなく，よく甘いものを食べるけれどもむ

し歯にならない子がある。そのへんが，実は最近

になって，ポストエラプティブ・マチュレーショ

ン（萌出後の成熟）だとか，ハイドロオキシアパ

タイトの結晶構造のできぐあい，フッ素の関与な

ど，いままでわからなかったことがずいぶんはっ

きりしてきています。ですから，このへんを一応

強い歯，弱い歯という表現にして，しかもフッ素

との関連を，低濃度フッ素がどうのこうのという

あまりむずかしいことを言っておりませんけれど

も，かかわりあいを示しています。これは非常に

はっきりさせたと思います。

　非常にやさしく書いてあるつもりですけれど

も，内容としてはかなりむずかしいことが実は入

っているわけです。われわれのレベルで議論して

も，相当のことが入っているので，そこを，現場

で指導なさる学校歯科医には，眼光紙背に徹して

読んでいただきたい，という気持を私は持ってい

ます。

個別指導の対象は2つの面からわけられている

　榊原　先ほど特徴としてあげた，歯の健康に問

題を持つ子どもの問題として，個別指導の例がい
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ろいろあがっているんですね。とくに専門的な立

場で，不正咬合の問題とか，上のほうにあがって

いるのは精神的なことですが，下のほうの専門的

な立場で，これを特別な個別指導の方向に入れな

ければいけないという子ども，そういう問題につ

いて，実はここで割り切ってはいけない点もない

こともないんですね。たとえぽ，不正咬合なんか

非常にむずかしいことがいくつかあると思いま

す。

　森本　ここのところは，たいへんむずかしい問

題だなと私自身思うんですけれども，やはり，学

校というのは，集団の場で，組織活動でやってい

くわけですから，ウエイトはもっとジェネラルの

ところにかけていかなければいけない。しかも，

個別指導が入ってきたというのは特徴なんですけ

れども，個別指導の扱いを誤ることによって，い

ろいろな問題が起こってくると思います。

　たとえぽ，歯列不正などが具体的に出てまいり

まして，これは山田先生の専門領域ですから，う

かがわなけれぽいけないと思うのですが，たとえ

ば，このへんの個別指導については，日学歯がい

ろいろな例示を出したり，このレベルにすべきだ

ということを指導してあげないといけないのでは

ないか。一般の学校の検診のあとでも，判断の違

いから問題が起こってまいりますし，しかも，こ

このところは，学級担任がやることになっている

んです。ほんとうにこれはできるんだろうか。こ

れは学校歯科医とのコンビネーションを相当うま

くしていかないとだめじゃないかな，はたしてこ

の中でやれるのかどうかと，私も実は心配です。

　むし歯予防の前にロの中をきれいにすることを求

　めている

　榊原学校歯科医として，専門的に取り扱うこ

との中で，従来は歯をみがくということを，むし

歯予防とつなげた形で直接取り上げていたんです

けれども，こんどの手引の中では，むし歯があろ

うがなかろうが，口の中をきれいにするというこ

とが，まず1つのものなんだとある。つまり，も

しむし歯予防のためだけに歯をきれいにしなけれ

ばいけないのだとすると，もうむし歯になった子

’
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はきれいにしなくてもいいんじゃないかという理

屈になるわけです。そうではなくて，歯をきれい

にしておくこと自体が非常に大事なんですよ。つ

まり，汚れというものそのこと自体をきれいにし

ておかなければいけない。こういうような考え方

が述べられているわけです。

　このへんはほんとうは何気なく書かれているん

ですけれども，わりと重要なことと思うんで，汚

れをまずあげて，汚れ自体でも問題である。それ

が2つの病気にかかわってくるんだという書き方

になっているわけですが，飯田先生，このあたり

のことについては，どうなんですか。

孟
舷
双

夢

　飯田　物を食べると汚れると

いう観念をわれわれがもっと教

えておかなければいけないので

はなかったかと思うんです。で

すから，歯をみがかない子がま

だいるということです。もう1

つは，汚れを落とすための方法

としては，口をゆすいだり，歯ブラシを使って汚

れを落とす。これは大事なことだと思います。こ

れがただむし歯を予防するということだけでなく

て，人間として，エチケットとして最も大事だと

いうことを，習慣として教えていかなけれぽいけ

ないと思い’ます。

　そういうことから考えますと，子どもじゃなく

て，日常の診療においても，歯をみがかない大人

がたくさん来る。ですから，家庭でもその親はお

そらく歯をみがけとは教えていないのではないか

と思われる節があります。私は清掃ということが

人間のエチケットとしてこれから育つ子どもは当

然身につけていくべきだと思います。

　榊原　いまのようだとしますと，自浄作用のこ

とが書いてある部分と，いまのきれいにしろとい

う話が，わりとむずかしいのではないかと思うん

ですが，このあたり，山田先生どうですか。

　むし歯予防オンリーでないことも大切です

　山田　こんどの本は，歯の汚れということが主

題になって，むし歯予防オンリーでなくなってい

ます。これでなければ実際的でないと思います。

e羅za 　　いままで学校歯科医がむし歯を

　　減らそうという目的でブラシン

　　グを指導しても，実際にはふえ
量

　　てくる。そこで「なんだ，そん
轄　なことか」と思う歯科医もかな

　　りいると思います。しかし，汚

　　れをとにかくとる必要があるん

だといっているのは，画期的だと思います。その

点では，この書き方は非常にいいと思います。む

し歯予防オンリーで指導してきたことが，いまま

で学校歯科医の活動があまり進展しない1つの原

因だろうと思います。

　自浄作用とブラシンゲばかりではどうですか

　榊原　自浄作用を入れたことで，何かちょっと

弱々しくなったような感じも，しないこともない

んじゃないですか。貴志先生，汚れのところに自

然にもきれいになるんだみたいな話を入れている

ことについて，どう思いますか。この説明はすご

くむずかしいですよね。

　貴志　ええ，むずかしいですね。山田先生がい

われたように，結局，学校歯科医のほうが現場の

先生とうまく話をして，よく納得させるというこ

とが必要になってくるわけです。それにつけて

も，ポッと文部省から流れて，それが推進校へい

って，推進校はいいけれども，その他はそのまま

没になる恐れがあるというのは，そのへんのとこ

ろにあると思うんです。ですから，日本学校歯科

医会は学校歯科医への働きかけをうまくやってほ

しいし，そうしてもらうことによって，うまく流

れるのではないかなと思うんです。

　榊原先生のご指摘の通り，自浄作用が入ってい

て，歯の汚れが入っているということになってく

ると，たしかに歯の汚れのほうが弱々しくなる可

能性はありますね。

　榊原　従来は自浄作用ということはなかったん

です。ところがこんど，自浄作用ということを書

いて，それだけれども，やはりだんだんきたなく

なるからきれいにして下さい，という書き方にな

って，ついでにスケーリングのところまで書いて

あるわけです。こういう記述は，ほんとうは専門
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的にいったら，かなり高級なことだと思うんで

す。中尾先生，どこかの小学校の先生がこれを持

ってきて質問をしたときに，どういう説明をする

かという観点で意見を述べていただければよくわ

かると思いますが，その点どうですか。

　中尾　私が説明する場合ですと，次のようにな

ると思います。全身の清潔維持が健康の第一関門

であることが基本で，歯は身体の中の一部分であ

って，物を食べれば汚れる，特にお砂糖分を含ん

だ粘着性の物は自浄作用だけではとれないところ

がある。同じ1つの歯を見ても，そういうところ

にはむし歯ができてくるのであって，汚れにくい

ところは，全身の身体の中を見ても，同じ清潔維

持度の場合に，わきの下であるとか首の下にあせ

もがたくさん出るが，自然に洗える場所はどうも

なっていないなどの具体的な例で説明いたしま

す。あくまでも全身の身体の中の歯だ，というこ

とを健康生活の実践指導として教える。そうすれ

ば子どもたちは，なるほど歯もそういうふうな自

浄の場所があるんだな，ということと関連して，

全身の身体を考え，歯のことを考え，ブラシもあ

てると思います。

　うがいのとりあげ方はどうでしょう

　榊原　ここのところはうまく説明していただか

なければならない1つの問題ですね。

　そこで，汚れのとり方の中で，うがいをこんど

取り上げたわけです。これには問題がいろいろあ

るわけです。下手すると，うがいだけでいいんじ

ゃないかみたいになってしまう。これではうがい

については限界を示しています。うがいの効果は

ここまでである。うがいには5つの条件をやって

くださいというので，ただうがいということだけ

ではなくて，方法をちゃんと示したわけです。食

べた直後のうがいだけが注意すべきことであると

いう言い方でやった。ここのところは，書くとき

もたいへん議論があったところで，うがいを入れ

ることがいいか，わるいか，これには専門的には

議論があるわけです。うがいでは口の中がきれい

にならないという意見が一方にあるわけです。こ

こらあたりのことを現場的にごらんになって，貴
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志先生どうですか。

　貴志　これが的確にできるよ

うにするには，結局，洗口場の

問題が出てくるわけです。そこ

で，学校給食のあとに歯ブラシ

を使わせる学校もあるし，洗口

だけの学校もあるし，何もして

ない学校もあります。その3つ

のいき方からいけば，洗口させる方法をはっきり

例示したのはよいことだと思ます。

　学校保健というのは，最終的にはどこかで評価

しなければいけないわけです。この中に書いてあ

るんですが，実際に子どもたちが自分でうがいを

して，コップの中に自分のうがいをした水をとっ

て，濁りぐあいを見て，次にもう1回やらせてみ

て，何回やったらきれいになるかという方法まで

例示してあるので，たいへんありがたいと思いま

す。ほんとうだったら歯ブラシが一番いいんでし

ょうけれども，実際にはこのあたりのところまで

が学校では限界ではないかと思っています。

　榊原　洗口のところも具体的には学校歯科医が

よく言わないとだめなことではないかと思いま

す。ここのところも1つのポイントだと思いま
す。

　もう1つは，汚れの染出しですが，これはうっ

かりすると，染出しをやっていさえすればいいん

だという話になってしまう。現場で非常にむずか

しいと思いますけれども，このへん，山田先生，

どうですか。

　歯のよごれの評価は3段階でいいのではないか

　山田　染出しの評価を3段階と5段階に分けて

かなり詳しく書いてありますね。私が知っている

ところはどこでも3段階です。だから，担任教師

が知っているのはいいことだと思いますけれど

も，実際の評価は3段階でいいんではないでしょ

うか。

　榊原　実際にできないとしようがないしね。

　それから，歯ブラシの使い方のところでは，い

ろいろ意見があったんで，いまはやっている何と

か法というのは，全く取り上げなかったというこ
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とです。むしろ，部位的にここのところはこうや

って，ああやってという取り上げ方にしていま

す。

　従来の歯みがき体操とのかかわりはどう考えたら

　よいか

　これは実は書かなかったのですが，困ることが

1つある。前回の「学校病予防の手引」の中で

は，小学校の子どもたちにドリルとして歯ブラシ

の使い方を指導するということが，痕跡として残

っています。だから，従来もそうだったんです

が，みがく順序とかを一定の方式でやるように作

られているんです。まず順序が書いてあって，そ

れからそれにはこういう方法でやるんだと書いて

ある。ところが，こんどは，ここのところはこう

いうふうにやりなさい，あそこのところはああい

うふうにやりなさい，ここのところをきれいにす

るにはこういう方法で，と書いてあるんです。だ

から，形のととのったドリルを中心にやっていた

学校は，ちょっと戸惑うと思うんです。いままで

一・生懸命にレコードに合わせてやっていた学校

は，ちょっと困ると思うんです。その混乱は現場

的には，貴志先生，どうですか。

　貴志　現実の巡回歯科衛生士の活動現場では，

十分周知させておかないと，混乱するところがあ

ると考えられます。そこで，これに対応する歯科

医師会の課題とうけとめて方策を検討中です。

　榊原　いまのことについて，何かコメントはあ

りませんか。

　高橋　東京都では，ローリング法とかいろいろ

何法，何法というのは，衛生士のやる勉強の方法

であって，それを学校に持ち込むこと自体が間違

いではないか。問題は，歯と歯の間と，歯茎とか

むところ，その3つの面をどういうふうにみがく

かということで，各個人によって差があるわけで

す。一応根本的にはその3ヵ所をみがくことを教

えます。その方法を自分で体得させるということ

で，染出しの方法をそこに導入しようということ

で，考えているわけです。何法，何法というの

は，ともかくなしにしよう。それで歯の検査，あ

るいは染出しという汚れの検査のときに，自分で

ここは落ちにくいとか，健康診断のときに，でこ

ぼこのところは，ここは注意しなさいよ，という

指導の要点を教えるということでやっているわけ

です。そういう方向に変えたわけです。

　榊原　小学校が全国に2万ぐらいあるとして，

その2万の学校の中で，歯ブラシ体操をちゃんと

やっているところがかなりあると思います。した

がって，それとこれとのつなぎは日本学校歯科医

会でやらないと，それを否定してしまうことにな

らないか。それはこういう意味があるんだという

ことをいわなけれぽいけないと思うんですが，そ

の点は山田先生，どうですか。

　山田　私は歯ブラシ体操には賛成できません。

それはこの本にも発達段階に応じたものがいいと

書いてあるんです。私の調査範囲内では，低学年

にはPt　一リング法は不適当のようです。それを裏

付けるいろいろなデータも出ています。高学年に

いいからといって，低学年からそれをやることは

ないと思います。これは他の教科の学習でも，全

部そうでしょう。体育でも，6年生の短距離の走

り方と，1～2年生の走り方と，教え方が違いま

すし，飛び箱でも，低学年のときには低学年向

き，高学年には高学年向きのをやっています。m

一 リング法が高学年に適しているとしても，低学

年には適していないと思います。この本には書い

てないんですけれども，低学年はこのような方法

が適していると，ほんとうは書いてもらいたかっ

たですね。

　歯ブラシ体操にはモチベーションとしての位置づ

　けがありますね

　榊原　方法はそうですけれども，私がいま問題

にしているのは，Pt　一リングとかなんとかは抜き

にして，いっせいにドリルを現実にやっています

ね，あれは一種のモチベーションだと思います。

つまり，子どもたちの関心をブラシングに向けさ

せる1つのものだと思います。あれによって歯ブ

ラシの使い方が現実にうまくなるとか，そういう

ことはこの方法だけではないことはいままでわか

っているわけです。全く何もないところにこちら

に向けるものとして，ああいう位置づけをするこ
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との問題だと思います。

　たとえぽ，学校で運動会をやりますが，運動会

をやったって，あれは教育にならないんではない

かということがあっても，ああいう行事をやるこ

とによって，みんながそちらに向く。あれも一種

のモチベーションだと思います。そういった意味

で，あのブラシングのドリルを全部否定して，禁

止するという方向にするのかどうかという教育的

な問題が1つあると思います。あれが実際に広が

っていなければ，私の考えでは歯ブラシに何も関

心をもっていない人には，歯ブラシを使うにはこ

うやるんだよ，というモチベーションとしての位

置づけを何かしてやるとかしてやらないと，教育

的には，あれを否定してしまうと学校の先生は戸

惑うし，あれはわるいものだからやめなさいとは，

ちょっとしぼらくは言わないほうがいいのじゃな

いかと感じるんです。そのへんの教育的なつかみ

方という意味です。

　山田　モチベーションという目的で割り切っ

て，学校の先生方もそのように考えてやるならそ

れはいいでしょう。ところが，いまはそうじゃな

いんではないですか。

　榊原　だから，これが出た以上は，やっばりあ

あいうドリルは全くむだで，よせという方向では

なくて，あれはモチベーションとしてやりなさい

という積極的な指導にして，実際やるのは，いま

までの言葉でいえぽ，口内法をやるときは，こん

どの「手引」によっておやりなさい。しかし，学

校中がブラシを使うことにするなら，体操といっ

しょにみがいて，あとで口の中はこうやりなさい

というやり方とか，そんなことでもしないと，ち

ょっと混乱すると思うんです。このへんでどうで

すか。

　貴志　その通りですね。

　榊原　何かそういうふうに思うんですよ。

　山田　この本は，歯みがき体操というのは1つ

も出てないでしょう。

　貴志　出てないけれども，現実には学校ではい

まの流れの中であるわけですよ。

　榊原　しかも，熱心な学校は，おれのところは

歯みがき体操を朝晩やっていると自慢しているわ
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けですよ。それを全部「ノー」という形だと，よ

りどころがないから，まあ，それはモチベーショ

ンとしてお使いくださいというふうな整理にした

ほうがいいんじゃないかと思うんです。このへ

ん，東京都はどうですか。

　高橋　これはやっているんです。各地に講演に

行くと，こんど都学歯で新しい刷掃指導の手引を

出したんですが，その反響が質問に返ってくるん

です。結局，いままでのローリング法はいいんで

しょうか，わるいんでしょうかという質問がずい

ぶん出るんです。そのときの答弁に，結局手の運

動で一番やりにくい手技はP一リングだと言うん

です。そういう意味で，体操もローリングを中心

に練習していれば，それがやがて崩れてくれば，

われわれの考えている何々法に相当してくるか

ら，体操とか，P　一一リング法で指導することは一一

向さしつかえないということを言っているんで

す。あえてローリング法でなければむし歯予防は

できないと考えてはいけません。先ほど申し上げ

た，こことこことここの個所をきれいにするよう

注意すれぽよろしいということです。

　榊原　そうすると，ここのところで，全国の学

校歯科医の先生方にこれを中心として，いまの現

状とどうやって合わせるかという問題を整理すれ

ぽ，いまやっている歯ブラシ体操は，完全にモチ

ベーションとして位置づけてください，そういう

ふうにして，あれは教育の導入部として，なるた

け多くの人が歯をみがくということになんらかの

興味を持ってくれることをねらいとするものであ

ることをしっかり位置づける。そこからいわゆる

口内法，つまりほんとうにブラシを使うときに

は，学級指導でないとできませんよ，という形に

整理してもらうというふうにすればいいんじゃな

いか。

　何かそのへんを整理しておかないと，実際に否

定してしまうと，困ることが起こると思います。

熱心な学校ほどやっているでしょう。それはそれ

で，あなたのはいいですよ，しかし，ほんとうに

やるときにはもういっぺんこっちを見てくださ

い。こういうやり方で現場はやったほうがいいん

じゃないですかね。



一一

　中尾　それは大事なことじゃ

ないですか。私のところにも，

いままでのロ・一リング法はぜん

ぜんだめなのですかという電話

がかかってきたりするのですか

ら，混乱を起こすきらいはあり

ますね。

　高橋われわれからみれば，そういうこと自体

はくだらないと思うんですけれど，教育の具体的

方法としては大事なことなんです。

　飯田　学校側からすると，重大な問題なんです

よね。

　高橋　たいへんなんです。やっているんですか

らねっ

　ローリンゲ法即ドリルではないが，今回は……法

　という表現は全く除いてある

榊原　だから，いま話題に供したんですけれど

も，ローリング法とかなんとかでなくてもいいん

ですが，ああいうドリルは，あくまでも本質的に

モチベーション以外のものではないんだ，あれに

よって，ほんとうにすべてなんとかなるというこ

とはできないわけだから，導入部として考えてほ

しい。やはり学校全体なりでいっせいにそういう

ことをやるということで何かやっていて，口の中

をほんとうにきれいにするというときには，こっ

ちでやってください。ですから，ロー一リング法と

か，バス法とか，そういう方法は全く書かない

で，部位的にここの場所をきれいにするときはこ

ういう方法，ここの場所はこう，となって，ほん

とうはここで描円法とか，回転法とかいう言葉を

とりたかったんですけれども，それはとらないで

書いてあるわけです。だから，裏側のほうは全く

勝手に書いてあるわけです。これはやはり，指導

上わりと重要なポイントではないかと思います

ね。

　高橋　全国学校保健大会歯科領域の高等学校の

部会にいきますと，先生方の理論的な論争がある

んです。その中では，ロ　一一リング法とか，何法と

いうそういうことは一切抜きです。いわゆる歯と

歯の間とか，汚れの場所を中心に話し合っていま

す。

　だから，私は高学年のほうにいくと理屈だなと

いうことを感じたわけです。小学校のほうは，と

もかく外国の言葉を使えば目新しいということ

で，むし歯が予防できるのではないかという考え

に変わっているような，何かそのへんがちょっと

イメージとしてはおかしい気がするんですけれど

もね。

　歯ブラシを使う順序も全国統一の必要はない

　榊原　だから，この「手引」の中の使用の順序

の図もあまり載せたくなかったんですけれども，

あまり削ると困るだろうと思って，ちょっとだけ

載せてあるんです。わざわざ1つの例という形で

載せているんです。このあたりが，この手引が出

て混乱する1つの問題点だと思うんです。いま，

現場の場合にドリルとそれとのつながりを日本学

校歯科医会としてどう整理するか，現実にやって

いるのを「ノP－一一」とやるかどうか。　「イエス」な

んだけれども，その「イエス」はあくまでもモチ

ベーションである。歯ブラシを使うということに

ついて関心を持ってもらう1つのやり方である。

したがって，あまりデテールを細かくやることは

ないんで，体操として，きれいにうまくできれば

いいというくらいに整理しておけばいいんじゃな

いかと思います。

　山田　そういうふうに割り切ってやらないと困

るでしょうね。

　高橋　ある学校で，ネジ回し

で手の練習をさせているところ

がありましたね。あれはやりに

くいという一番むずかしい方法

を訓練させるということでしょ

う。そういう意味でP一リング

法には手首の運動が大事なんで

すね。

　榊原　この中で，歯科医が聞かれて一番困ると

ころは，いまのポイントが1つだと思います。そ

こはやはり整理しておかないとね。これがいいと

いう話ではなくて，いまやっているのとこれとの

つながりをどんなふうにするかということが1つ
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のポイントだと思います。

　　　　むし歯の特異性ということについて

　それからもう1つ，すこし大胆な書き方ですが，

むし歯の特異性を8つあげてある。ここにひそん

でいる考え方は，こういう考え方なんです。個体

差というものが，むし歯予防というものを考える

ときに，根底に流れていることなんです。むし歯

の問題を考えるときに，なんでも甘いものを食べ

てきたなくしておけば，みんなむし歯になるかと

いうと，必ずしもそうでないという事実が実際あ

ります。そういうことを土台にすることと，あと

で個別指導につながるんですが，やっぱりどうし

ても指導しなけれぽならない子どもがおおぜいの

中にはあるわけです。

　たとえば，フッ素は使わなくてもいいと言って

も，フッ素か何か積極的な手を使わないとだめな

子どもがいるだろうと思います。そういうものの

考え方の前段階としては，個体差が非常に重要だ

と思います。

　いままでの学校歯科における子どもの指導の中

には，一般的に健康にするみたいな話だけがある

わけですけれども，ほんとうは100人いたら100人

の子どもがいっせいに何かやることが必要なので

はなく，やはりそのうちでねらいうちをして何人

かに気をつけるということが非常に大事だという

思想が，むし歯の特異性というところで盛られて

いるわけです。そのあたりは，学校歯科医の先生

方に強調してもらいたいんです。そういうことが

汲み取れていればいいし，汲み取れていないと困

ってしまうんですけれども，このあたり，飯田先

生がごらんになって，どうですか。

　飯田　一番むずかしい問題だと思います。

　榊原　保健管理や指導でこの個体差を出すとい

うのは，他の疾患では全部あるわけです。歯科だ

けが非常に遅れています。学校歯科医になると，

全体の子どもをいつもカ7〈　・一するために，個体差

を中心にすえるには，ほんとうは教育ではなく

て，完全に歯科医学の領域のものというのを根底

に持たないとできないと思います。

　こういう点が歯科では，むし歯の問題はいつで
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も歯をみがけばいいということになってしまうん

ですけれども，もちろんそれだとしても，この子

はていねいにしなくてはいけないし，こっちはざ

っとしてもいい一ざっとでもというのはちょっ

と言いすぎですが一そういうことが大事だと思

います。このあたりは非常にむずかしいことだと

思いますけれども，高橋先生，どうですか。

　個体差の強調は大切だが，しっかりしないと危険

　もある

　高橋　その個体差という問題は，とても大事な

ことなんです。というのは，それを出しておかな

いと，いくら歯をみがいてもむし歯になるし，み

がかなくても，おれはむし歯にならないよ，とい

う子どもに対する先生方の教える方法が，そこで

ぽたっと行き詰まってしまうんです。そういう点

で，どうしても個体差というものをこちらではっ

きり出しておかないと，解答としては出てこない

わけです。これは指導の上では大事なことだと思

います。

　だけれども，個体差をあまりに強調しすぎて，

むし歯そのものの本体を見失ってはいけないと思

います。むし歯は自然治癒しないということと，

表面から起こるんだということは総論ですけれど

も，これはやはりどうしても知っておかなければ

ならないし，そして個体差があるんだというふう

に，だんだん小さい項目になっていく。あと，形

態の問題，前と奥の歯の違いとか，そういうもの

がだんだんふれられてくるわけです。

　まず第1番に自然治癒しないという問題を出し

ておいて，個体差ということにしておけば，保健

指導の教育面で，非常に楽になると思います。

　そういう点で，健康診断のあとの事後処置に，

この人はフッ素塗布も必要だとか，いろいろなこ

とがいえると思います。私は個体差の問題はとく

に強調しなければいけないと思いますが，あまり

それを表面に出しすぎてもまずいと思います。

　榊原　その頃合がうまくできているかどうかと

いうことはむずかしいですね。それで，この本で

はわざわざ「強い歯，弱い歯」という項目がある

んです。これはそういうことなんですけれども，

（
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ここらあたりは，ほんとうは歯科医学的にもわり

と違う転換点だと思います。貴志先生，どうです

か。

　つよい歯，よわい歯という考え方は新しい考えで

　すね

　貴志新しい考え方というか，流れの中で出て

きたということなんでしょう。取扱いはむずかし

いが，推進のしかたによっては，すごくうまくの

っかるんじゃないですか。

　榊原　のっけたいですね。

　いままであった歯科の保健指導については，い

ろいろなことがあるけれども，個体差という問題

は，あまり出さないんです。ところが，こんどは

それを強調したんで，話はかなりむずかしくなる

んです。これを質問されたときに，ちゃんとやっ

てもらわないとだめでしょう。

　高橋　「強い歯，弱い歯」という問題を，強く

出しているわけですよね。個体差はここに出てい

るときはずっと下になっているわけですけれど

も，強い歯，弱い歯の基準をいったいどのへんに

おいて考えたらいいのか，それをどういうふうに

教えたらいいのか，困ってしまうんです。個体差

があるということはわかっているし，言える。こ

ういう人たちはむし歯にならないとか，ならない

のは……。

　榊原　わからないから書いてないんです。

　高橋　あまり強調しすぎて，私たちが判定をす

るときにどういうふうにしたらいいかなと思って

ね。「どういうのが強い歯というんでしょうか」

ときかれたときに，「そうですね一」と，ちょ

っと歯科医側が戸惑ってしまうんではないかと思

いますね。

　榊原　そこらへんがやはり問題だと思います

ねQ

　この「手引」はいろいろのことを割り切って書い

　ているので，使うには勉強が大切ですね

　山田　私は執筆者の1人ですが，読後感といい

ますか，これは担任の先生によほど歯科学を勉強

してもらわなけれぽいけないと思いました。

　もう1つは，いろいろな問題があるのをかなり

割り切って書いてあるでしょう。これでなければ

現場では役に立たないと思います。

　榊原　中尾先生，この強い歯，弱い歯というこ

とについて，どうですか。

　中尾　われわれ歯科医師も，一般の国民の人た

ちも，歯というものは特別なものであって，全身

の臓器であるという認識が，意外とないと思うん

です。先ほど榊原先生もいわれたように，宿主と

いうことで，人間というものを見つめたときに，

歯というものは臓器の一部分である。そして，む

し歯になりやすい部位とか，なりにくい部位，感

受性の強い場所があるとか，個体差があるという

ことの認識をみんなに持ってもらうという点が強

調されたということは非常に意義があると思いま

す。

　生物である人間を見つめなければいけない。歯

は特別なものであって，生体の一部であるという

認識を，どうしても忘れてしまうのではないでし

ょうか。そういう点で，個体差もあり，感受性も

違うし，予防にしても，最も効果のあがる時期が

あるということをわかってもらいたいと思いま

す。やみくもに，とにかく歯だけみがくという時

代はもうすんだのではないかと思います。

　個体差という考え方はかなり高度のものですね

　榊原　ここのところで，実際に執筆している立

場でいうと，個体差を書き込むことは問題だった

ので，ほんとうはいま高橋先生が言われたよう

に，歯科医学的な知識というんですか，情報がた

くさんないとこれはだめなんです。

　いまの話で，「どれが強い歯ですか。どれが弱

い歯ですか」とぎかれたときに，これを説明する

ことは，先ほど森本先生が言われたように，歯の

成熟の問題とか，実際にいまのところかなり説明

できるところまで情報がきていますでしょう。そ

の情報は実は歯科医学的にはかなり高度のものな

んです。

　ですから，そういう点でひょっとすると，手引

には「強い歯，弱い歯」ということでわずか7～

8行書いてある部分だけでも，これを説明しなさ
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いといわれたら，たいへんなことだと思います。

そういった意味では，学校歯科医の先生方には，

ちょっときついと思ったんですけれども，やはり

これは書くべきだと思って書きました。

　高橋　結局，前の例の個体差の問題と関連して

くるところに意義があるんだと思います。これだ

け出されてしまうと，ちょっと迷ってしまうんで

すよね。たしかに学生の実習の中で，燐酸で溶け

るCaの分量を測定したりして，強い歯，弱い歯

というのを出していますけれども，それだからと

いって，実際に目で見てもぜんぜんわからないで

すものね。だからそれを小学校の健康診断の場に

もっていって，自分がもしそういう質問を受けた

ら，やっぽり逃げることをまず考えるようになっ

てしまうのではないか，それでは意味がないんじ

ゃないかなと考えるわけです。う蝕の活性試験と

か，そういう問題をそこに取り入れながら，その

人の個体差をそれと結びつけようかなと考えたん

です。

　榊原　これが，学校歯科医の先生方がこの手引

を使うときに，学校の教員に対して教えていただ

く第何番目かの問題の1つだと思いますね。

　貴志　ええ，問題点の1つだと考えられます。

　榊原　この質問に答えるのはかなりたいへんな

ことになりますね。これは1つの問題点だと思い

ますね。

　貴志　実は，神奈川県の推進校に決まった学校

の校長先生が私にこういった。　「うちの学校歯科

医さんももちろんそうだけれども，歯科医師会全

体の問題として，私たちに協力してくれなけれ

ば，推進校は受けられない」これは，むりないと

思いますので，はっきり「その通りですね」と言

ったんですけれどもね。

　3つの予防の手だてについて

　榊原　第2章のおしまいのほうに，予防の手だ

てというのがあります。従来こういうものの整理

は，普通こういうふうにしてないんですけれど，

これを3つに分けて，おのおのについて述べてあ

るんです。これも実は多分他の疾病でもこういう

分け方はしてないし，この分け方にもいくらか問
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題はあるわけですが，ホーム・ヶアとプロフェッ

ショナル・ケアとパブリック・ヘルスの3つに分

けて述べてあります。

　従来，予防というと，フッ素のことも歯ブラシ

も何もかもいっしょに突っ込んでむし歯の予防と

やってしまうんですけれども，これは整理をし

て，やるべきことの責任をちゃんと分けるという

姿勢をとっているわけです。だから，専門的な手

だてについては，歯科医師なり歯科衛生士が現実

に，つまり学校の予防処置としてやっていくと分

けているわけです。ブラシングをしたりするのは

自分でやる。それに対しては保健指導が対応する

んだという向きで書いてあります。それから，公

衆衛生的な手段は管理的にやるものだというの

で，たとえば，同じフッ素でも歯みがきで使う場

合は自分でやるホーム・ヶアであるし，フッ素を

塗るとすれば専門的な処置である，フッ素のうが

いをやらせるということは公衆衛生だという分け

方に整理をしたわけです。

　7ッ素応用のときの安全性の考え方にもかかわり

　がある

　これが実はフッ素を使うときに，これは日本歯

科医師会に出した「予防のためのフッ素の手だ

て」の中にもi整理されているんですが，専門的に

使うならば歯科医師がちゃんと判断をして使うか

ら，安全性の限界は低いところに持っていっても

大丈夫である。しかし，歯みがきで勝手に使うと

きは，うんと高くしなければいけない。管理的な

ものはその中間だというものの考え方で，いま起

っているフッ素の洗口のときにも，フッ素そのも

のの安全性がどうとかこうとかではなくて，この

3つに分けることによって，初めてそういうこと

が整理できるんだという姿勢を日本歯科医師会の

考え方の中で取り入れているんです。この考え方

をここに定着させようと意図されているんです。

　このあたりもほんとうはかなりむずかしいとこ

ろだと思いますが，こういうものの考え方を現場

的に徹底するには，かなり時間がかかるだろうと

思います。これもやはり徹底していかなければな

らない1つのポイントだと思います。そういうこ

と
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とについて，何か現場的にありませんか。

　貴志　具体的にはないんです。ただ，教育委員

会あたりで聞いてみますと，実際に消費者団体あ

たりから問合せがあるようです。そういうものを

兼ねて，日本学校歯科医会としていろいろ考えて

ほしいと思います。

　ということは，学校の先生はなるべく余計なこ

とはやるまいというところがあるからです。

　榊原　この，分けてあることについてはどうで

すか。

　高橋　東京都でやっている方針では，予防の手

だてというのはそれぞれの守備範囲を考えようと

いうことがある。むし歯予防の3原則を旗印にし

たのはその意味です。結局，1，2，3とつけて，

口腔環境の改善が第1です。その中の食生活の改

善は家庭でやれるわけです。学校でも指導ができ

ます。食後の歯垢清掃も，家庭でも学校でもでき

ます。両方とも教育を主体とした守備範囲でやっ

てもらえるということです。

　2は，歯質の強化です。形成期を取り上げての

栄養の問題，これは家庭の主婦の教育に入るわけ

です。形成期の中で萌出後の問題をとらえると，

フッ素がでてくる。これはどうしても公衆衛生的

にものを考えていかなければいけない。

　けれども，ここでフッ素洗口となってくると，

われわれの指導なり，文部省のよろしいというよ

うな指示が出れぽ，第1の口腔環境の改善と結び

つけてやることができるといって，十数年前に出

したことがあるんです。結びつきはできるわけで

す。現在フッ素洗口については，管理の面で事前

・ 事後の問題が未解決なので，現在ではまだやる

べきではないと指導しています。

　要するに，歯質の強化の中で，守備範囲が形成

期のほうの栄養の問題では，家庭のほうの問題，

学校での教育の問題になってくるんですけれど

も，歯質の形成期の萌出後の強化では行政です。

公衆衛生的に取り扱ってもらう。

　第3のむし歯になりやすい歯の早期発見，早期

処置ということは予防的な処置です。

　これについては，学校歯科医が，それを発見す

るということですが，地域医療でそれを治しても

ー
塵

らうということを考えなければならない。治して

もらうというところに管理的に治すという面と，

もう1つスムーズに治してもらったという教育的

な効果を考えなければならない。そういう意味

で，一応，協力体系は学校歯科医だけで組むので

はなくて，地域の先生方ともいろいろ協力体制を

とらなければ，教育的な効果は出てこないのでは

ないかと思います。

　そういう意味で，この3原則によってそれぞれ

の守備範囲は作っていても，総体的に，最後には

教育目標として子どもの「健康の自己管理」につ

ながっていかなけれぽいけないというわけです。

それぞれの守備範囲を作って指導しているのです

が，学校での保健活動にも理解され，話がスムー

ズにいっています。

　第2章を要約すると

　榊原　今度の第2章の中のことについて，いま

までずっと話が出てきたんですけれども，整理す

ると，まず第1に，口のきたなさは病気の予防，

むし歯にならないための問題とかではなくて，口

のきたなさそのものが1つの問題だということを

強調していることが，こんどの手引の中で比較的

大きな問題であると思います。

　もう1つは，そのきたなさは，では，どういう

ところをきれいにしたらいいのか。あるいはどこ

をきれいにしなけれぽいけないのかということを

明らかにしていることが第2点。

　第3点は，それをきれいにする方法として，う

がいについての限界を明らかにしたこと。それか

ら，その方法を細かく整理したこと。

　第4点として，ブラシングの使い方について，

かなり細かくやったこと。これに関連して先ほど

ちょっと話題に出ましたが，いまやっているドリ

ルとそれとの関係を1ここには書いてないけれど

も，位置づけしなければいけない。これは学校歯

科医が腹の中にすえてかからなければいけない問

題だろうということ。

　それから，むし歯についての知識は，先ほどか

らいろいろ出ていますが，いろいろな問題がある

けれども，この中で，いままでなかったこととし
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て，導入された考え方として，個体差を考えてい

く。個体差というのは，おおぜいの子どもがいた

場合，この子だけは借金を質においても，という

ことが個体差ということだと思います。これは第

3章の個別指導のところにつながっていくわけで

すけれども，この子だけはこという個体差につい

て取り上げたこと。

　最後に，実際にむし歯なり，他の病気を予防し

ようとする場合には，実は3つの手があるという

こと。そして，それにおのおの，高橋先生は別の

言い方でおっしゃったんですけれども，責任分担

というのが，このところはどうしても歯科医以外

の人ではできない部分，ここは自分以外の人がい

くらやってもできない部分，ここは学校という立

場でやる部分だという，3つのゲピートというか

領域を明示したこと。

　こういうところが第2章のポイントだと思いま

す。これは歯科医師がどうしたって知っていない

といけないので，これを中心にして指導しなけれ

ばいけないということが1つあります。

　第3章のよみ方は

　次に，第3章ですけれども，第3章に限らず，

この手引全体でいえることは，学級指導が中心に

すわるんだということが，この中で非常に大事な

ことなんです。特別活動のうち，学校行事は，健

康診断の問題が多少あるけれども，児童活動の中

でこれをやるということはほとんどないですか

ら，結局，学級指導が中心だということははっき

りしているわけです。

　学級指導でどういうふうにしたらいいかという

と，先ほど冒頭に話があったけれども，こんどは

教科で抜けているから，知識的なものを学級指導

の中にかなり入れないといけないという問題が，

実は出てくると思います。これを学校歯科医とし

て，よく知っていないとだめだと思います。そう

かといって，この学級指導の中にあんまり知識を

入れたら，これまた知識だけになってしまうでし

ょう。ここらあたりの頃合は，ほんとうはこの手

引を使うのにすごくむずかしいところだと思いま

す。このあたり，まだやってないからわからない
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んですけれども，本当はむずかしいと思います。

これはどうですか。

　教育は原則として学級担任教師が当たるべきでし

　ょう

　高橋　私は教育というのは，原則的に担任の先

生を中心とした人たちがやることであって，われ

われのやることではないと思っているわけです。

だけれども，われわれの教育したいことを直接子

どもにやるのではなくて，担任を通してやるとい

うワンクッション・システムを常に原則として考

えていかなけれぽいけないということです。

　榊原　そのときに，教科でその分が欠落したか

ら，これはわりと重要だと思います。自分がやる

なら，欠けているから自分でやれぽいいけれど

も，先生のほうで欠けているのをワンクッション

おいてやるための問題が残ると思うんです。

　高橋　そこで，結局，健康診断が非常に重要に

なってくるんです。健康診断の問題と，口腔衛生

週間ですが，ああいうような年間行事の中で取り

上げる大きな問題……。

　榊原　学校行事としてのところに，知識の普及

という形をすこし取り入れて整理したらいいので

はないかという意見ですね。貴志先生，どうです

か。

　貴志　同じですね。

　榊原　児童活動というのは，向こうが勝手にや

るんだから，これはないと思います。

　最後に一番重要なのは，個別指導だと思います。

第5節の歯に問題を持つ児童の指導というのは，

こういうものを取り入れたということが手引の大

きな特徴の1つだと思います。項目としてこれが

妥当であるかどうかは，多少いままでの各問題と

同じように問題はあると思いますけれども，これ

を書き上げたということは，重要なポイントだと

思います。このあたりについて，貴志先生，何か

項目として書き上げた問題の中に，これはちょっ

と実際の取扱いがむずかしいなとか，これはわり

とこの通りできるな，とかいうことはありません

か。
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　個別指導のところがむずかしいですね

　貴志　個別指導へのふるい分けのところです

が，一番厄介なのは，総体的に中で見ていると，

　「歯みがきの習慣のわるい子」とか，「歯の治療

を極端にきらう子」というあたりは簡単だと思い

ますけれども，「不正咬合のめだつ子」あたりは，

先ほど森本先生からご指摘があったように，たし

かにむずかしくて，実際に学校側に見せて，学級

担任に下ろしても，たぶんできないだろうという

ことで，私たちのほうに「強く協力してくれない

のだったらだめだ」みたいな話があったんですけ

れども，たしかにそうだと思います。そのへんが

むずかしいだけで，あとは結構いけるんじゃない

ですか。

　ただたとえば，「甘味食品の嗜好が特に強い子」

と簡単に1行ですましているんですけれども，こ

のあたりも，具体的に，・では，どの子とどの子を

選ぶかということになると，かなりむずかしいで

すね。

　榊原　これはアンケートをやるなり，何かしな

いとできないですね。

　貴志　そんなような方法をとらないといけない

と思います。

　榊原　これでさっきの健康診断とこれとのかか

わり合いが出てくると思いますね。

　高橋　出てくると思います。それで，私は今度

の日学保の健診委員会でまとめた健診票につい

て，口腔という項目でA，B，　Cをつけて，　Aは

正常ですからいいんですが，B，　Cの問題を集団

指導，あるいは個別指導の対象にするように組ん

でいるわけです。

　とくに，小学校でも高学年になってきたり，中

学校にいきますと，むろんそうですが，思春期の

歯周疾患があるわけです。このときのブラシの使

い方はだいぶ違うわけです。硬いブラシか，やわ

らかいブラシか，そういう問題がそこで自然に出

てきている。歯周疾患がCとか，そういう形にな

っても，口腔の清掃状態はAだったりしているわ

けです。そういう問題は当然，見ただけでもすぐ

に思春期の歯齪炎ではないか一一。

　そういう問題を中心として，こんどは歯石がつ

いてくる。完全な歯齪炎という形で現行法の「歯

周疾患あり」で表現するような問題が出てくるわ

けです。予防としての思春期の保健指導の問題

は，ここには出てこないが，小学校の高学年でも

かなりあるのではないかなと思います。

　というのは，中学校の1年生の検査のときに，

歯石がいっぱいついているわけです。どうしてだ

というと，痛くてみがけないからそのままにして

いたら，こんなになっちゃったというのが案外い

るんです。思春期という問題も，小学校高学年の

問題として，ブラシの使い方の指導が個別指導の

対象になってきてもいいんじゃないかと思いま

す。ここでは，歯肉から血が出るとか，こういう

問題でちょっとそれに該当して解釈すればいいな

と，私はみたんですけれども。

　榊原　要するに，個別指導をするときに，問題

は2つあって，つまり生活上に問題のある子ども，

そのために歯科疾患にかかわってくるような子ど

も，これは教育でつかめるだろう。しかし，実際

にはそんなにていねいに見てないから，やはり特

別なアンケート調査をするとかいう必要があるか

もしれないですね。

　たとえぽ，甘味嗜好が強い子とか，そういうこ

とも問題としてこれから残っていく。その場合

に，学校歯科医としては，どういうことを調べた

らいいのかという問題が1つ存在しますね。

　もう1つは，いま高橋先生がふれたような，専

門的な，つまり歯科の立場でこれが問題児である

ということを指摘するもう1つの立場があるわけ

ですね。こういった意味で，個別指導というふう

にひと言に片づけるけれども，ここのところは実

はたいへんなんで，これについてはほんとうは学

校の先生が持たなければならない分量よりも，学

校歯科医が知識的に持っていなければならない部

分，あるいは見識として持っていなけれぽならな

い部分が，すごくあると思います。

　高橋　これはたいへんなんです。これだけの指

導書を作る予定で，いまちょっと抜き書きをして

いるんです。というのは，歯周疾患，不正咬合と

か，A，　B，　Cをつけても，それをどういうふう

に結びつけて，どんな指導をしたらいいかという
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ことについては，言っていないわけです。それを

言わないと生きてこないんです。そういう意味

で，個別指導の問題は，その場でやれるものと，

あとでまとめてやるものと，いろいろなところで

分類ができるはずなんです。このへんがたいへん

だし，専門家として大事じゃないかと思います。

　榊原　今日の話合いは，学校歯科医にあてて，

日本学校歯科医会がこれを作ったときに，学校歯

科医は，こういうことをしてくれということを実

際はやりたいわけです。

　そういった意味では，この「歯の保健指導の手

引」は，小学校の教員のために書かれたものだと

はいいながら，実は学校歯科医がちゃんと武装し

なければならないものがたくさんあるという感じ

の話がいままで出てきたんですが，ここで最後

に，中尾先生，全体のお話を聞いていただいた上

でのご感想をお願いいたします。

　てびきの活用をおねがいしたい

　中尾　今後，どういうふうにこの手引を活用す

るかということについて，より効果的なことを考

えていかなければならないと思います。その手始

めとして，今日このような座談会が企画され，あ

らゆる機会に「日本学校歯科医会誌」にも，　「日

本歯科医師会雑誌」にも解説が出ましょうし，プ

ロパガンダというものをやらなければいけないで

しょう。しかしプロパガンダだけでなく，実際1

つ1つの問題を取り上げてみても，よほど学校歯

科医の先生方がしっかりした考え方を持って，学

級担任の先生方にお話をしていかなければならな

いということです。

　全国学校歯科保健大会のときの研修であると

か，あらゆる機会に，ただ学校歯科医会だけでな

しに，日本歯科医師会の4万会員に，その全員が

学校歯科医会のメンバーでありませんが，その主

旨を理解していただき，そのための啓蒙と研修を

やっていただきたいと思います。

　この座談会を契機として今後，解説的なもの，

講演会，勉強会などを各地区において開いていた

だきたい。各地方の学校歯科医会で問題がでた場

合に，学術委員会があるわけですから，会長を通

20

してどんどん聞いていただきたい。

　それから現場の学級指導をする先生方に，共鳴

を得るようなものをもってもらうためには歯科医

師自身がしっかりした考え方を持たなけれぽいけ

ない。こちらがふらふらしていれば，学校の先生

方はどうしようもないでしょう。学級指導は毎日

毎日ですので，教育ということをわれわれはまず

理解していかなげれぽならないのではないかと思

います。

　榊原　こういうことからすると，日本学校歯科

医会の役割は重要だということになるんですが，

それでは飯田先生，専務としてひと言最後にお願

いいたします。

　飯田　私，専務として考えることは，日学歯が

これから会員を指導していくというとおこがまし

いかもしれませんけれども，先ほどの皆さんのお

話の中で，これからの学校歯科医というものの考

え方を統一していかなけれぽいけないというお話

が出ましたし，考え方が専門的であると同時に教

育的でなければいけないということを，つくづく

感ずるわけです。

　そういうことから考えますと，洗口場もむずか

しい問題を控えていますけれども，学校教育の中

での学校歯科管理の立場からは，器具なり，設備

が大事な要素になっています。これは日学歯が取

り上げなければならない問題だと思います。

　口腔の環境をよくするという問題も，当然日学

歯のこれからの課題だと思います。日学歯は機構

を整備し，組織を強化していく。そうすることが

日学歯が考えている考え方を1人でも多くの学校

歯科医に了解していただける唯一の方法ではなか

ろうかと思います。

　そういう意味で，まだまだ3分の1ぐらいしか

日学歯に入っていないということで，「小学校歯

の保健指導の手引」という歴史的にみて画期的な

手引を文部省がつくってくれている中で，こちら

側から見ますと，われわれの協力体制が足りない

のではないかという反省を持つわけです。

　榊原　それでは，いまの専務の言葉を結びにさ

せていただきます。

　どうもありがとうございましたQ
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　はじめに

　歯みがきについての指導書は多いが，学校での

保健教育，保健管理に効果をあげるためには，児

童，生徒が容易に理解し，実践できなくてはなら

ない。

　各歯面にみがき落しのないように効果的に歯み

がきを行ない，歯苔の抑制（plaque　contro1）を

徹底させることが極めて重要である。

　京都府・市学校歯科医会は，図を主体とし，歯

みがきの部位と順序を明示した「歯みがきと歯苔

について」の指導資料を作成し，各学校に配布し

て成果をあげている。なお，学校において，歯苔

染め出し錠を用いた検査を行ない，歯の衛生週間

だけでなく，年間を通じて各学校を巡回して歯み

がき指導を行なっている。

　1．歯みがきの目的

　（1）歯みがきとは，歯のよごれをとり除き，ま

た歯のよごれがつきにくい状態を保つことであ

る。

　（2）歯肉をマッサージして，歯周病（歯肉炎，

歯槽膿漏）を予防し，治療するという効果があ

る。

歯みがきがじょうずにでき，生活習慣として定着

させるためには，学校関係者および保護者の協力

が必要である。

　2．歯をみがくとき

　食べ物（食事，おやつ）をとった時，いつも後

始末として歯をみがくようにする。また夜寝る前

には必ず歯みがきをする。

3．歯ブラシのもち方

図1　歯ブラシのもち方

①第1のもち方

毛束の側に
親指をあてる（内向）

②第2のもち方

毛束の反対側に
親指をあてる（外向）

　－歯ブラシのもち方には，2つの方法がある。毛

束を顔にたとえて，第1のもち方を「こんにちわ」

のもち方，第2のもち方を「さようなら」のもち

方と表現すると低学年の児童は関心をもつようで

ある。

　①第1のもち方……毛束の植えてある側に親
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　指をあて，柄をにぎるもち方（内向）。

②第2のもち方……毛束の植えてある反対側

　に親指をあて，柄をにぎるもち方（外向）。

　4．歯みがきの方法

　歯のみがき方は，2～3歯を対象にして，同一

部位を8～10回ずつくりかえして，ゆっくりみが

くようにする。歯列不正があって歯の重なってい

る部位，歯が抜けた欠損歯の部位，最も奥の歯

（最後臼歯）の部位は特に入念にみがくようにす

る。

　（1）　ローリング法……回転法

　前歯と臼歯の外側および臼歯の内側をみがく方

法である。

　「上の歯は上から，下の歯は下から」みがく。

図2　ローリンゲ法（1）P一リソグ法は歯の清掃と歯

　　　　ぐきのマッサージが同時にできる。

　　　　　　　　　　　1．歯ブラシの

　　　　　　　　　　　毛束の先端は

　　　　　　　　　　　歯の生えぎわ
　　　　　　　　　　　からわずかに
　　　　　　　　　　　離れた歯肉に
　　　　　　　　　　　あてる。

図3　ローリング法②

臼歯の

　外側
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2。歯ブラシの

横腹で少し歯

肉を圧迫する。

3．手首をまわ

して矢印の方

向に歯ブラシ

を回転させて

毛先で歯の面
をみがく。

臼歯の

内側

美

臼歯の

外側

　歯ブラシの毛束の先　　図4　ローリンゲ法（3）

端は，歯の生えぎわか

らわずかに離れた歯肉　　　　　　　　　　’

にあて，歯肉を圧迫し　　　　　　一
　　　　　　　　　　　　　前歯の外側
てから，手首を回すよ

うにして，歯ブラシを回転させてみがく方法であ

る。上下の歯は別々にみがく。

　（2）かき出し法

図5　かき出し法

前歯の内側

方法である。

図6　往復法

　上下の前歯の内側をみがく方

法である。

　歯ブラシの毛先を歯の内面と

歯肉にあて，前方にかき出すよ

うにみがく方法である。

　（3）往復法

　上下の臼歯の咬合面をみがく

　歯ブラシの毛

先を臼歯の咬合

面にあて，前後

に動かしてみが

く方法である。

　なお，

図7

下の臼歯

　　　　この方法で歯のよごれがとれない場合

は，歯ブラシをできるだけ口角の横の方から入れ

て，歯ブラシの先端を咬合面に押しつけるように

して，咬合面のくぼみやみぞのよごれを取るよう

にする。

　（4）　フォーンズ法……描円法

　前歯と臼歯の外側と歯頸部（歯の生えぎわ）を

　　図8描円法　　　　　みがく方法である。前

歯の先端部を合わせて

歯ブラシの毛先を後方

上顎大臼歯の外側の面

にほぼ直角にあて，上

丁
に

凌

℃

ラ
く
¢
カ

ろ
汰
琵
し
敦
そ
び
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び
一
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下同時に，臼歯から前歯に，細長い円を描くよう

にしてみがく方法である。

　この方法は，歯ブラシの先端を使うので，毛の

あまりかたくない歯ブラシで，刷掃面が平面にな

っているものを選ぶ必要がある。あまり強く歯ブ

ラシをあてると歯肉を痛めるので，十分注意しな

くてはならない。手首の運動が十分でない低学年

の児童でも簡単にできる。ロ　一一リング法で歯をみ

がいたあとで，この描円法で歯みがきをする。

　（5）つまさきみがき，かかとみがき

図9　つまさきみがき，かかとみがき

　口腔内の状態は個人差があるので，規則的な歯

みがきでは歯苔がとれない場合は，その人に合っ

た方法でみがく必要がある。歯列不正，欠損歯，

最後臼歯の部位は，歯ブラシの先だけでみがいた

り（つまさきみがき），歯ブラシの後だけでみがい

たり（かかとみがき）するのも効果がある。要す

るに，歯苔がとれるように個人によって歯みがき

の方法を配慮すべきである。

　5．歯みがきの部位と順序および歯ブラシのもち方，

　歯みがきの方法との関係

　臼歯の咬合面，前歯・臼歯の外側，そして内側

の順序にみがくことによって，すべての部位をみ

がき落しのないようにすることができる。

　順　序

　（1）上の歯をみがいてから，下の歯をみがくQ

　（2）左→前→右の順にみがく。

　（3）咬合面→外側→内側の順にみがく。

部位と方法

部 位

（1）前歯の外側，臼歯の外

　　と内側

（2）前歯の内側

（3）臼歯の咬合面

方 法

ローリング法（図2，3，4）

かき出し法

　往復法

（図5）

（6，7）

L

表1　歯みがきの部位と順序，歯ブラシのもち方とみ

　　がき方の関係

歯みがきの部位と順序 歯ブラシのもち方 歯みがきの方法

咬
1上顎左臼歯部咬合面 ②

合
面

2上顎右臼歯部咬合面曹匿．9曹．，曹一9雪一，一一一「一，一一一一一一一一曹，，曽99・．・

3下顎左臼歯部咬合面

　　　②暫・暫一・■一一一一一一一一一一一一，F冒■7騨

　　　①
往復法

4　下顎右臼歯部咬合面 ①

5上顎左臼歯部外側 ①

外 6　上顎前歯部外側 ①

7上顎右臼歯部外側 ②

側

■曹一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一雫一一一一一騨一一響一

8　下顎左臼歯部外側
一，一一一辱一，．P一曹．F．曹一■・匿一〇・

　　①
ローリング法

9下顎前歯部外側 ①

10下顎右臼歯部外側 ②

11上顎左臼歯部内側 ② ローリング法

内 12上顎前歯部内側 ② かき出し法
13上顎右臼歯部内側一一幽一胃一一一．■一一一，曹一一幽一一一一一一曹騨胃響曹「一■匿曹■匿

14下顎左臼歯部内側

　　　①9匿・・一一曹一一・－9・一一冒・・一・一一・一

　　　②
｝・一・・グ法

側
15下顎前歯部内側 ① かき出し法

16下顎右臼歯部内側 ① ローリング法

図10歯みがきの部位と順序（1），歯ブラシのもち方

　　　ローリング法…6
　　　　　　　　　①

囎詳∵銑欝躾

イ
グ

去

　
、
～

叉16…・

。一，瑠魅

ング法 　　グ
　　　　　法　e∫　法
　　　　①
　　15…かき出し法
　　　　　　　＼

9…ローリ①
　ング法

6．集団の歯みがき指導

ア
リ
ン
グ
怯

ロ

ー
リ
ン
グ

左

　指導は体操の要領で行ない，みがく回数を8回

にすると，唱歌形式の曲，行進曲に合わせられる。

　（1）上の歯をみがいてから，下の歯をみがく。左

→前→右，咬合面→外側→内側の順序にみがく。

　（2）歯ブラシを全員右手にもたせ，両足を半歩開

き，左手をかるく腰にあて，口の外で形をとらせ

る。（原則として歯ブラシは口の中に入れない。）

　（3）はじめに，右手を斜上方にあげ，まず歯ブラ
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図11歯みがきの部位と順序（2）

1回に2～3歯を対象にして，同一部位を8～10回ずつくりかえして，ゆっくりみがく。さいごに
描円法でみがいて終わる。図の順序（1～16）で，みがき落しのないように歯をみがく。

この図は家庭の洗面所にはって，図を見ながら歯みがきをする。
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図12歯コ青掃吠態つ評1（矢1，は最もよごれている歯）

　　↑　　　　　　　　　↑　　　　　　↑
　　1　　　　　　　　　　2　　　　　　3

㌔ノ
‘

　　　0

（

シの2つの種類のもち方を教える。

　毛束を内側に向ける第1のもち方①（こんにち

わのもち方），反対に外側に向ける第2のもち方

②（さようならのもち方）を説明し，それぞれの

もち方を一斉にやらせる。

　（4）把柄を軸として，歯ブラシを回転する仕方を，

腕をまげて，歯ブラシを顔の前において，数回く

りかえしてさせる。

　（5）各部位を8～10回ずつ，上の歯の場合は上の

方から下に，下の歯の場合は下の方から上に，そ

れぞれ把柄を軸として回転するようにまわすやり

方で続ける。低学年の児童の場合には，もち方を

変えるたびに，歯ブラシをもつ手を斜上方にあげ

て，くぎりをつける方がやりやすい。

　（6）低学年（1，2年）では，臼歯部咬合面と前

歯部，臼歯部の外側の10部位（1～10）と指導し

てもよい。　（できれば16部位が望ましい）

　中学年（3，4年），高学年（5，6年）では，

前歯部，臼歯部の内側の部位の清掃を加えて，合

計16部位（1～16）にくまなく歯ブラシを用いる

ことを指導する。

　（7）歯苔染め出し錠を用いる場合は，必ず手鏡を

持参させて，赤く染まった歯のよごれを自分で確

認させてから，それがよく除去できるように歯み

がきの指導をする。

　（8）ローリング法がすんだら，さいごに描円法で

歯をみがいて終わる。

7．　うがい（洗口）

うがいには2つの方法がある。歯のよごれを洗
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る

粂
一
催

で

先

い取る「ぶくぶくうがい」と，のどを洗う「がら

がらうがい」である。洗口の目的でするのは「ぶ

くぶくうがい」である。

　歯の表面に苔のように付着した歯苔は，洗口で

は取り除くことができない。しかし，食後にすぐ

うがいをすれぽ，いま歯に付いた食べかすは洗い

取ることができる。砂糖を多く含んだおやつやジ

ュース等の飲料をとった後は，歯みがきをする

か，少なくともうがいをする習慣が必要である。

　「ぶくぶくうがい」は次のことに留意して指導

する。

　（1）食べた後すぐうがいをする。

　（2）1回でうがいをせずに，3部位に分けて順序

よく，洗い落しのないようにする。

　（3）まず左の臼歯，次に前歯，最後に右の臼歯の

順に洗口する。

　（4）水を含み，水が歯の外側と内側の間（歯間部）

を激しく往復するように「ぶくぶくうがい」をす

る。

　8．歯苔について

　歯苔が，むし歯や歯周病（歯肉炎，歯槽膿漏）

の原因になる。

　歯苔染め出し錠を使用すると，歯苔が赤く染ま

るので，歯のよごれの状態がよくわかる。

　（1）歯苔（－歯のよごれ）dental　plaque

　歯苔は歯垢とも呼ばれる。

　歯苔は，むし歯と歯周病にとって共通の病因と

されている。歯苔は，苔状または膜状に歯面につ

いている白色，帯黄色のやわらかい細菌性堆積物

である。歯苔の70％（容積比）以上は微生物で構

成されており，歯牙細菌苔とも呼ばれ，生きた細

菌の大集団である。歯苔は，食片でも食物残渣で

もなく，また細菌そのものでもない。歯苔は，高

度に組織化された細菌系列の新陳代謝によって産

生された合成物とされている。

　（2）歯苔染め出し錠の使用法

　①歯苔染め出し錠を1錠口にふくむ。

　②1分間ほどで，よくかみくだき，溶解するの

をまって，舌で歯面に塗るようにし，またブクブ

クして歯問を通過させて染め出す。

　③口の中の唾液をはき出した後で，1回うがい

をする。

　（3）歯苔染め出し錠の成分と安全性

　①歯苔染め出し錠は乳糖，アラビアガムを主成

分とし，色素は食用赤色3号（エリスPシン）を使

用している。主成分である乳糖，アラビアガムは

天然物で，従来から食用として使用されており，

問題は全くないと考えられている。

　食用赤色3号の歯苔染め出し錠への配合は少量

であり，従来から菓子，農水産加工など種々の食

品用色素として使用しており，安全性が確かめら

れている。

　②歯が赤く染った所は歯のよごれを示しており

歯ブラシで十分みがいて取り除くようにする。

　⑧衣服などに着色した場合は，すぐ水で洗う

か，家庭で使われている漂白剤で洗えぽ落ちる。

　（4）歯苔の検査方法

　①歯苔染め出し錠を用いて，歯の唇面（外側）の

赤く染まった程度で判定する。

　②上顎6前歯のうちで，最もよごれている歯を

代表の歯として判定する。

　③下顎6前歯のうちで，最もよごれている歯を

代表の歯として判定する。

　④むし歯で歯冠が大きくこわれている歯や残根

は除外する。

　⑤不完全萌出歯は除外する。

　（5）歯口清掃状態の評価

　赤く染まった歯苔によって評価する。評価を記

録しておくと，次の検査の評価と比較して歯みが

き指導をより効果的にすることができる。

　0（非常にきれい）：歯面に歯苔が付着していな

　　　いもの。

　1（ふつう）：歯面1／3以下をおおう歯苔があるも

　　　の0
　2（きたない）：歯面2／3以下をおおう歯苔がある

　　　もの。

　3（非常にきたない）：歯面2／3以上に歯苔が付着

　　　しているもの。

　⑥　歯のよごれの検査（次のページの検査表参

　　　照）

　歯苔染め出し錠を用いて，歯苔の検査をする場
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歯のよごれの検査
昭和　　年　　月　　日

学校　　年　　組　　氏名

O手鏡でうつして歯のぞまったところを赤エンピツでぬりましょう。

○赤く色のついたところは歯のよごれているところです。

赤色がとれるように上手に歯をみがきましょう。

9eワ◎－1三1

感想を書きましょう

玉璽劉膨
㎜　　↑

0．非常にきれい

　　　　上の歯
　　　　下の歯

・・ふつう（歩内）

　　　上の歯
　　　下の歯

2・きたない（躯内）

　　　　　上の歯
　　　　　下の歯

3．非常にきたない（躯上）

　　　　上の歯
　　　　下の歯

上の歯，下の歯を⊂）でかこみましょう。

矢印は最もよごれている歯を示しています。

京都府・市学校歯科医会 極
0
勇

合は，児童自身に赤く染まった部位を手鏡にうつ

して，赤エンピツで着色させ，上顎，下顎別に歯

口清掃状態の評価を記録させる。感想を書かせる

ことによって，児童・生徒に歯口清掃の意義と重

要性を強く印象づけ，保健教育，保健管理の効果

を高めることができる。

　⑦　歯みがき状態の調べ方と指導

　①歯苔染め出し錠を使った後で，赤く染まった

歯のよごれの状態を必ず手鏡を使って自分で観察

させる。

　②友だち同士で，互いの歯を見合って，観察さ

せる。

　③歯の赤く染まっている部分は，歯ブラシがと

どかず，歯のよごれの落ちていない所であること

を理解させ，自分の歯みがきのわるい所を点検さ

せる。

　④歯の赤く染まった所は，歯のよごれを示して

おり，むし歯が発生しやすい所であることを理解

させる。

　⑤歯の赤く染まった所の正しいみがき方を指導

し，歯みがきの練習をさせる。

　⑥歯ブラシの使い方がうまくいかない児童に

は，先生が手を添えて，歯ブラシの動かし方を練

習させる。

　（8）歯みがきの指導とその発展的な取扱い

　①口腔清掃の指導は，単に歯ブラシの使い方や

歯苔の染め出しだけでなく，手鏡で自分の口の中

を見ながら，歯の数，乳歯と永久歯，前歯と臼歯

の相違とその役割，歯ならび，むし歯の部位と進

行程度，歯と発音，顔貌との関係などの発展的な

指導もあわせて行なう。

　②保健学習の指導との関連をはかり，歯の健康

が身体全体の健康とも深いかかわりのあることを

理解させる。
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京都市における児童，生徒のう歯予防に対する考察

一
「歯みがきについて」の指導資料の活用と

カラーテスターの使用について一

京都市学校歯科医会

　　　　　有本　武二

　　　　　木白井有区三良区

上松

高寄

浜田

小曾根

亨

昭

毅

浄

松井　健三

小笹常治郎

上田　正治

鳥越　吉郎

本多　隆彦

三木　　毅

岡
尾
井
上
安
井

北

松
柏
尾
光
冨

夫

寛

夫

徹

之

章

秀
克
宏

　1．　はじめに

　昭和51年度，学校保健会の研究課題として「う

歯予防の徹底をはかるために，学校保健活動をど

のようにすればよいか」が設定され，課題別研究

班として，う歯研究班が設けられた。

　昭和52年度初に，全市の学校で実践への位置づ

けがされるように，学校保健会の研究班として，

学校保健計画の中にう歯予防の指導を位置づける

立案の資料として，各校種の学校保健計画案を作

成し，配布した。

　う歯班としては，う歯治療だけでなく，予防活

動を行なうことによって，う歯の発生を抑制する

ことが大切であると考え，児童のう歯予防対策に

ついて，教育と管理の両面からの充実をはかって

きた。

　昭和52年度は，主として，保健教育の面では，

歯のみがき方の指導資料の作成に，保健管理の面

からは，歯苔染め出し錠（カラーテスター錠）に

よる歯口清掃状態を把握し，正しい歯みがきの実

践化に，重点をおいた。京都市の小学校児童

120，000人に対して，カラーテスター　45，000錠を

使用した大規模な実践活動である。

　歯みがき指導は，歯科医師，歯科衛生士らが各

学校に出向して，指導の徹底をはかっている。

　以上の点について全市の学校，園での実践状態

について，

したい。

アンケートによる調査にもとづき報告

　2．調査方法

　調査は，全市の幼稚園22，小学校172，中学校

61，高校12，養護i学校5について，調査票によっ

て実施した。

　調査票

1　う歯予防に関するアンケート

　下記の項目にもれなく○じるし，またはご意見

をご記入ください。

1．　京都市学校歯科医会が作成し配布した「歯み

　がきについて」の指導資料の活用について

　（1）ア　使用した　　イ　使用しない

　（2）どのように活用されましたか。（1．のアに

　　　○をされた場合のみお答えください。）

　　　ア　回覧　　　イ　増刷

　（3）資料は参考になりましたか。

　　　ア　なった　　　イ　ならなかった

　（4）他の参考にされた資料があればお書きくだ

　　　さい。

　　　（例：京都市学校歯科医会が作成した「歯

　　　のヘルスガイド」など……）

2．　カラーテスターによる指i導について

　（1）ア　実施した　　イ　実施していない
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　　　　　　その理由は（

（2）実施された場合，その対象は

　　ア　全校　　　　イ　学年（　年）

　　ウ　その他

（3）今年度何回実施の予定ですか。（
（
4
）

）

回）

　　実施された結果，教育的効果があったと思

　　われますか。

　　ア　あったと思う　イ　なかった

（5）実施しての問題点があればお書きくださ

　　いo

　　（例：赤い色をいやがる，色素剤に対する

　　心配，衣服への着色，判断上の問題，担任

　　の反応etc．）

　　o

　　　0
3．　う歯予防について，家庭への働きかけをどの

　ようにされましたか。

　　ア　保健だより　　　イ　保護者懇談会

　　ウ　学校保健委員会　工　その他

3．調査結果

（1）京都市学校歯科医会が作成し配布した「歯

　みがきについて」の指導資料の活用について

　指導資料として作成した「歯みがきについて」

　の利用の実態はどうであったかを下表に示し

　た。

雄

項目
校園数 使用した

使用して
いない

無　　答

幼稚園 227（31・8）13（59・・）1・（9・・）

小学倒・72129（75・・）38（・2・・1）5（2・・）

中学校
6135（57・・）126（42・6）・（…）

高　　校 ・23（・5・・）9（75・・）1・（…）

養護学校
・1・（8…）・（…）1・（・…）

注：カッコ内は％，以下どの表も同様である。

　小学校では172校中129校，75％の利用率があ

り，しかも利用した学校からはすべて参考になっ

たと回答された。

　中学校では61校中35校，57％の利用率があり，

幼稚園・高校・養護学校においては表のとおり

で，指導資料としての価値は十分に認められると
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思われる。

　使用した学校はどのように活用したかについて

みると下表のようである。

　使用した小学校の129校のうち88校，68％が何

らかの形で増刷しているが，各担任への配布が全

校児童への配布よりも多く，中学校においても，

使用した学校35校のうち21校，60％が増刷をして

いる。

　　項目使用しだ　　　　　　増　　　刷　　その他

灘校聴∵齢任儲騨蘇
幼稚園　715（71・4）1・（14・・3）1・（14・・3）1・（…）

　　　　　　　I　　　　　I　　　　　I
小学校　 12938（29．5）35（27．1）35（27．1）13（2．3）
　　　I　　　　　　　　　　　　　　　I

中学校

高　　校

養護学校

　　一一］一一一一
3512（34．3）i15（42．9）15（42．9）12（　5．7）

31（33．3）

41　i（25・　0）

1（33．3）　1（33．3）　1（33．3）

　　　　　　　112（50・0）2（50・0）P（O・　O）

　「歯みがぎについて」の資料は，指導者にも理

解しやすく，また歯みがきの部位と順序のところ

は児童向きにわかりやすく図解して作ってあった

ので，児童ひとりひとりに配布して，子どもたち

の家の洗面所にはるように指導した。

　図を見ながら，部位と順序を確認することによ

って，正しい歯みがきの徹底に効果があったと考

えられる。

　資料は参考になったかについては，小学校では

全体の約80％の136校において使用し，参考にな

ったと回答があり，参考にならなかったと回答し

たものは0％であった。中学校においても約60％

の37校が参考になったと回答している。

　　　項目1
　　　　　校園数
校種　＼　1

参考にな
った

て

た
答

し
い
無

用
な
の

使
い
め

な
つ
に
か

考
な
参
ら
た

幼稚園 22　　　7（31．8）　　　1（　4．5）　　14（63．6）

小学校 172　136（79．1）
0（0．O）136（20．9）

　　　h

中学校
61［37（6…7）・（4・・9）

21（34．4）

高　　校 i215（41・・）1（8・3） 6（50．・0）

養護学校 53（60．0）1（20．0）1（20．0）

　「他に参考にした資料があれば，お書きくださ

いについて」調べたところ，次のようであった。

を
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　指導に際して，使用した参考

資料としては京都市学校歯科医

会が作成した「歯のヘルスガイ

ド」が圧倒的に多く，小学校で

は約半数の82校で使われてい

る。このことで「歯のヘルスガ

イド」が，う歯予防指導の大切

な資料であることがわかる。

　なお，使用していない学校に

ついては，その理由を問わなか

ったので不明であるが，参考に

ならなかったという回答は1校

もなかった。

図1　指導資料「歯みがきについて」の活用の実態（小学校172校）

　以上の「歯みがきについて」

の資料の活用状況を，全体的に

よりわかりやすく図1のように図表化した。京都

市の小学校180校のうち172校について集計したも

のである。

　（2＞　カラーテスターによる指導について

　カラーテスタt－一一による指導実施の実態は下表の

ように，小学校においては62％の107校，中学校

においては26％の16校で実施した。京都市の小学

生120，000人に対して，カラーテスター45，000錠

を使用したものである。

使用した129

　　75％回覧

一
参考にな、た

　　38

　　　　　　　　［

参考になった　　合計
38

一

参考にならない

　　0
、129臣画29％

　　　　　　各担任へ配布一

」
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
1

一

参考になった

　　35

、　　100％　　　79％
、　、　　　　　　　　　　合計

増刷
一

参考にならない

　　0
、

H53ト

　全校児童に配布

88ト
参考にな涜

　　35

　　！

　！
　！

！H　35ト
一

一

　68％

＿
その他3

参考にならない

　　0
’

参考になノた3

使用していない

　　　38

　22％

参考になりた

7

参考に

ならなかった

0

袴
5

無

校♂目騰た

　一小学校1

中学倒

全　　校 学　　年 その他

1・71・・（53・3）143（・…）17（6・5）

高　　校

養護学校

16

・1（1・・．・）1

・11（・…）1

10（　62．5）1　　1（　6．3）　　　5（31．3）

　　　　1
・（…）1・（…）

1（50．0）　　　0（　0．0）

校種

項目

校園数

幼稚園

小学校

中学校

高　　校

養護学校

22

172

　　1611

12

5

実施した

　0（0．0）

107（62．2）

16（26．2）

　1（8．3）

実施してい
ない

22（100．0）

65（　37．8）

45（　73．8）

2（40．0）

11（　91．7）

3（60．0）

　これは，学校保健会で作成した小学校の保健計

画案の中に，カラーテスタ・一による指導を位置づ

け，全市の学校に配布したことが大きく影響して

いると考えられる。

　実施された場合，その対象についてみると，小

学校では実施校の53％の57校，中学校では63％の

10校で全校的に行なわれた。

　これだけ多くの学校の全校児童・生徒を対象に

取り組んでいただけたのは過去2年間にわたっ

て，「う歯予防」を学校保健会の統一テーマとし

て20回以上にのぼる会合をもったこと，および保

健主事，養護教諭の先生を対象にした講習会を歯

科医師会で開催したことなどによるものと考えら

れる。

　小学校において，学年別に1学年ないし2学年

を指導した学校は実施校の40％にあたる43校であ

った。

〔低学年〕……扱い方に困難さはあるが，結果が

はっきり出て理解させやすく，習慣形成の指導時

期として適した学年である。

〔高学年〕……発達段階から考えて，指導しやす

い学年である。

　1年生から3年生くらいがう歯の急速にふえる

時期であり，また，高学年になってからでは，習

29

一



慣の定着化がむずかしいことを考えると，低学年

からカラt・一・・テスターを用いた歯みがき指導を実施

する必要がある。今年度何回実施の予定かについ

ては，小学校では1回が73％の78校で，2回以上

が25％の27校，中学校では，1回が69％の11校，

2回以上が31％の5校であった。

＼項目1今年　　　予　　定　　回　　数

校壷＼＼臨回12回［t－一「・回無答

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

小学校10778（72．9）20（18．7）6（5．6）1（0．9）2（1．9）

　　　　　　　　　　　　　中学校11611（68．8）i4（25．0）1（6．3）10（0．0）0（0・0）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
高校11（100・0＞：0（0・0）0（0・0）30（0・0）10（0・0）

　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
養護学校　　20（0．0）1（50．0）0（0．0）：1（50．0）0（0．0）
　　　　　　　　　I　　　　　　　I　　　　　I　　　　　　　I

　実施された結果，教育的効果があったと思われ

るかについては次のとおりである。

臨項目騰臆たとなかつた 無答

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
小学校　　107i103（96．3）　0（0．0）14（3．7）

中学校 16　　13（　81．3）　　　1（　6．3）　　　2（12．5）

高　　校 1　1（100．0）　0（0．0）　0（O．0）

養護学校 22（1・…）・（…）1・（…）

　カラーテスター錠による指導は，実施した小学

校の96％，103校，中学校は81％，13校が効果を

認め，効果なしは中学校においてわずかに1校だ

けであった。

　カラーテスター指導上の問題点

実施校　　　　　　　　　　　　未実施校

　16……判定がわからない・……………・・3

　12……色素に対する心配………………2

　10……歯の着色が落ちにくい…………

　7……衣服の着色が落ちにくい………

　6……味をいやがる・…・…………・……

　4……洗口場の不足……………・…・・…3

　3……赤い色素をいやがる……………

　　　　年間計画に入れていなかった…7

　　　　予算がとれなかった……………5
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　　　　　時間がない（時期おくれ）………4

　　　　　歯科医の意見でやめた…………3

　　　　　担任の協力がえられなかった…2

　　　　　来年度実施へ検討中……………2

　判定上の問題が，実施校，未実施校ともにあっ

た。これは専門的な判定がわかりにくいというこ

とであり，一目で歯が赤く染まれぽ，よごれの落

ちていない子，みがき方の足りない子どもという

ことがわかり，それだけでも子どもたちへの意識

づけになるのだが，学校全体の傾向を表わす場

合また今後の効果を見る場合などの，0，1，2，3

のランクづけがむずかしいとの意見であったが，

何年間か継続して実施すれば，次第に容易になる

と考えられる。

　色素に対する心配，安全性については，実施に

際して専門的な立場から，プリントにして配布し

たが，納得していただくのにさらに努力する必要

がある。カラp－一・一テスター錠は，エリスPシン（食

用色素）使用で，無害である。

　歯の着色が落ちにくいという点については，歯

の着色を落とすのに時間がかかったとか，落ちに

くいことから，逆にこれだけ時間をかけて歯をみ

がかないと，歯苔が落ちないんだなあ，と気づい

た子どももあり，期待した効果があったと思う。

　以上の「カラ・一テスターによる指導」の状況

を，全体的に図2のように図表化してみた。

図2　カラーテスターによる指導（小学校172校）

一

実施した

107　　62％

実施していない

65　　38％

今年度の実施碇回数
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　その他一　　7

一
無答4

舛妓　ワ無答2

（3）　う歯予防について家庭への働きかけをどの

ようにしたか。

　う歯予防の家庭への啓蒙活動については，各校

i



r

校園数
保健だよ
り

保護者
懇談会

毒
難
会
　　　　　　歯み
その他　　　　　　　ア

一小学校：172｝

幼稚園　2218（36．4）6（2Z3）I　　g（4α9）　　　　　　　　　　　　　　1

・40（81．4）133（19．2）151（29．7）135（2α3）　　　　　　　I　　　　　l

T

一

中学校615・（83・・6）i12（19・・7）！29（47．・5）［・（6・・6）

高校1121・（16・・7）1・（…）i3（25・・）5（…7）

難学校「52（40．0）2（40．0）13（60．0）、（20．0）

　　　1

平　　均
　　1　　　1幼稚園を
（51．6）1（21．2）除く　　（25．9）
　　1　　　　　　　　　（40．6）1

種ともに保健だよりによるものが小学校では81

％，中学校では84％と圧倒的に多く，また，学校

保健委員会の中でも重要な議題の1つになってい

ることがうかがえる。

　（4）歯科医師と歯科衛生士による歯みがぎ訓練

について一参加校86校（小学校）

　歯科医師と歯科衛生士が，スケジュールに従っ

て各小学校に出向し，う歯予防の歯科保健講話と

歯みがき指導を実施している。

　　　歯みがき方法について

　　（プ）　よくわカ・った

　　（ト）かなりわかった

　　（ウ）あまりわからなかった

　イ　来年も希望するか

　　⑦　はい
　　（ト）　　　し、し、え

　　　　保留

　（5）　おわりセこ

52校

33校

1校

77校

7校

2校

　京都市各校のう歯予防への取組みについての調

査結果は上記のとおりであった。

　各学校の環境や事情，その他種々の問題がある

のは当然のことで，要はそれぞれの学校で，学校

の実情に即して，児童生徒の健康増進をはかるた

めの保健活動を推進していく必要があると考えて

いる。そのために，学校歯科医会，学校保健会の

研究が学校に還元され，少しでも多く参考にさ

れ，活用されることを願って止まない。

子どもたちの歯を守るために

鹿児島市立城南小学校養護教諭

　　　　　　　藤　　武 フ　ミ子

1．はじめに

　う歯は国民病だといわれて久しいが，生命に直

結していないという考え方のためか，従来，国民

みずからはその対策も講じようとはせず，単に医

師不足や，診療時間の問題，あるいは治療費等に

対する不満を訴えるだけであった。“自分自身が

歯を守ろう”という意志の欠如を反省してみる必

要はないだろうか。

　本校の場合も，う歯所有者は87％oの高率を示

し，歯痛による欠席，う歯からくる他疾病，歯痛

のために授業がつづけられず，泣いて保健室を訪

れるといったように，年間を通じて相当数の子ど

もが歯の問題で悩み苦しんでいる現状でした。

　医師の検診結果を家庭に連絡し，治療するよう

に勧めても，治療の効果は上がりませんでした。

　48年5月の検診結果は，う歯所有者90％余り，

歯科疾患が多く見られ，歯垢の多いのに驚かれた

校医の先生は言われました。

　「今は治療よりも予防の時代だ，なんとかしな
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ければ子どもたちの健康を守ることはできないで

しょう。歯だけでなく，全身病を心配することに

なるのだ」

　「治療よりも予防に力点をおかなければいけな

い。子どもたちの健康を皆で守りましょう」こん

な言葉が繰り返され，6月4日のむし歯予防デー

には，午前中を全校いっせいに歯科衛生指導に当

て，給食後の歯みがきがはじまった。

　さらに51年1月からは，毎週土曜日の朝の健康

観察の時間にフッ素洗口法をとり入れ，フッ素洗

口実施とともに父母，地域の皆さんの関心を高め

るために，「城南小学校子どもの健康を守る会」を

発足させ，学校歯科医を中心に毎月1回土曜日の

午後2時間の学習会を開催するなど，歯科保健を

めぐって積極的な活動が行なわれるようになっ

た。以下，本校の歩みを紹介する。

1．城南小学校の概要

　昭和5年に鹿児島市洲崎尋常小学校として創立

され，昭和12年には牛乳1合（4銭）給食を始め

たりしている。昭和22年に現在の城南小学校と改

称された。

　児童数725人，教職員数35人で児童の家庭環覧

は自営業22％，勤め人33％，労務者3％，運輸・

建設18％，公職4％，その他20％で，片親11％，

共働き28％，かぎっ子15％である。ここからも，

本校における教育現場運営のむずかしさが，少な

からずうかがえることと思う。

2．　学校保健管理の現状とその中にしめる歯科保健

　　活動状況

　本校の児童は，体位・体力ともに，鹿児島市で

は下位にあり，清潔度に劣る児童がやや多く，ま

た，粗野な面も現われており，このため，学校保

健を再検討する必要性を常つね感じていた。

　そこで，学校全体の研究テーマとして，児童の

「健康づくり」と「体力づくり」を努力目標の重

点策として取り上げ，実態の把握と問題点の検

討，さらに，改善策の研究実践を行ない，そこか
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ら家庭や地域との連携を図ることに努めた。

　実態調査（具体的には，定期健康診断結果の検

討／スポーツテスト，運動機能の検討／平田研究

所の健康度判定／歯科保健アンケート／子どもの

環境調査，子どもと遊び／児童の歯科保健に関す

る理解度調査／近視と家庭環境，偏食とう歯の関

係／歯口刷掃検査，5％砂糖水による実験／1日

の食品摂取量調査，pH測定／1日の生活調査等）

に基づいて，学校保健組織と校内研究組織を再検

討し，その結果，職員研修会を設けて全職員が各

部に編成され，きめ細かい研修会を持ち，積極的

に学校保健を考える機運ができた。

48～53年年の推移

44年

51年

52年

53年

全未処置　永久歯未
歯　　　　処置歯

90．6

88．0

67．0

46．5

56．7

60．2

37．5

処置歯
むし歯の
ない子

21．8

24．9

38．3

21．4

14．9

24．2

　研究と実践については，

　①健康づくり（なかよし体育，運動コースめ

ぐり，学校保健指導の充実，学校給食指導の徹底

化など）。

　②家庭との連携強化をめざして，学年PTA，

学級PTA，　PTA各専門部，学校保健委員会の

機会にたえず投げかけ，ひとりひとりの体格や体

力判定結果について，あるいは健康調査結果など

について学校全体と全国平均，県や市とも比較さ

せて，それをグラフやプリントにして配布し，互

いに認識を深め，健康づくりの大切さを意識づけ

るという方法をとっている。

　保健指導にあたっては，まず学級指導における

保健指導の徹底を図っている。

　これは，「望ましい健康生活を実践させ，生活

習慣化を図るには，ひとりひとりの児童をよく知

っている学級担任が，時機と場をとらえて，意図

的，具体的な指導を行な：わなければ効果は上がら

ない」という教育原則に基づいたもので，保健指

導の時数確保と同時に，学級指導の中での保健指

導のあり方について，職員研究授業を実施し，生活
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に密着した指導法を研究している。

　また，「朝の会」「帰りの会」「学級会」「委員会

活動」などを保健指導の有効な場として活用して

いる。

　特に歯科保健活動について

　48年5月の歯科検診の結果，う歯所有者90％o

余，歯科疾患の多いのに驚き，さきに記したよう

に，欠席や学校での異常児が多く，体位，体力と

もに下位にあり，食後の歯みがきについてはほと

んどの児童が実行していない有様で，清潔感に劣

り，保健については全く関心のない状態の児童が

多かった。

　そこで，う歯予防に取り組むことが，健康づく

りの基礎であることを強調し，学校歯科医を中心

に“食べたら歯をみがこう”という運動がはじま

った。

　しかし，教職員の中には，当時，歯みがき指導

は学校教育ではないとか，家庭のしつけだ，学校

でする必要はないとか，また，身体衣服を清潔に

することが先決だ……と熱意を示さない傾向が多

分にあった。

　しかし，幸いなことに学校長が熱意を示し，清

潔感というのは小さなことであるが，歯をみがか

せることによって，体験し，認識するようにな

り，自然に生活習慣化へと移行していくのではな

いか，小さなことかも分からないが，やってみる

ことではないか……，というありがたい言葉に感

激した私でした。

　いざ，実行しようとしても，水道施設の問題，

歯ブラシの保管など問題があったが，とにかくや

りましょうということになり，むし歯との戦いが

はじまった。

　そして，毎日給食時間の終わるころを見計らっ

て各教室，校舎をかけ回り，「歯をみがきましょ

う」「歯をみがきましたか」と学校歯科医と指導

したあのころが夢のようだ。

　また，親の関心を高め，認識を深めさせるため

に歯科保健に関するアンケート調査を繰り返し各

家庭に依頼し，調査結果を集約しては家庭に配布

し，子どもとともに夜の10分間を話し合ってもら

う方策をとってきた。

　49年になると，歯の110番が現われ，新聞，テ

レビは連日のように報道していた。そのころ本校

では給食後の歯みがきを実施し，軌道にのってい

たこともあってか，マスコミの取材がつづき，地

域の皆さんの関心も高まっていったようだ。

　また，毎年6月4日のむし歯予防デーには，午

前中全校いっせいに歯科指導の時間に当て，歯科

医3名と歯科衛生士6名を中心に指導が行なわれ

る。歯科医の講演から，歯科衛生士の歯みがき指

導，カラーテスターによる職員，児童の歯口刷掃

状況を個別にチェックし，学級ごとの評価をやっ

ている。

　さらに1年生については特別指導として，各学

級ごとに医師と歯科衛生士が指導に当たるが，位

相差顕微鏡による歯垢細菌検査や，カートリッジ

ビジョンの視聴，紙芝居，歯科校医の腹話術によ

る指導は子どもに大変興味をもたれている。

　その他の歯科保健活動

　①給食後の歯みがき（歯ブラシは保健室で実費

領布する）

　②歯科医による学期1回の検診と指導

　③毎月1回，歯科衛生士による学級指導（各学

級で給食を子どもとともにし，歯の衛生，栄養の

とり方，歯みがき指導）

　④よい歯の学級表彰（歯の検査の結果，歯口刷

掃がよく，う歯所有者の最も少ない学級を各学年

1学級選ぶ）

　⑤きれいなよい歯の子どもに「食べたらみがき

ましょう」のワッペンを胸につけさせる。

　⑥月別，給食後の歯をみがきましたの賞

　⑦朝欠食，偏食調査

　⑧フッ素洗口実施（毎週土曜日）

　⑨「城南小学校子どもの健康を守る会」等。

　　ここでフッ素洗口実施の経緯について少しふ

　　れてみたい。

　7ッ素洗ロ法採用の動機

　フッ素によるう歯予防の効果が大であることは

以前から聞かされていた。

　50年9月の学校保健委員会でう歯予防策がふた
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たび話題となり，そこでは，食生活の改善，特に

糖分のとりすぎや，歯の清潔について各校医の先

生方から指導がなされた。そのとき，歯科医の先

生から，新潟県の現状が知らされたわけだが，新

潟県ではフッ素洗口法によって，う歯予防に努め

ており，しかも相当に効果を上げていることを聞

いて，会員一同朗報とばかりに大喜びし，本校で

も実施してみたらということになった。

　しかし，フッ素洗口を実施するにしても，実際

にみたこともなく，どのようにするのか知らなか

った。水道施設その他の設備，予算面，洗口時間

の設定のことなどが論議され，今の状態では，学

校ではできないので，各家庭でやってみたらどう

か」という意見や，公害を心配する母親の発言も

あったが，最終的には，学校集団で行なうほうが

より一層効果的で，経費も安く，教育の一環とし

てよいのではないだろうかという結論に達し，学

校保健委員会の名のもとに，学校集団で実施して

ほしいということになった。

　しかし，どのような方法で実施したらよいのか。

その後，運動会，修学旅行，陸上記録会等の行事

に追われ，話合いはしたものの，だれがどのよう

にするのか有言不実行のまま10月が去り，11月も

中旬にはいった。

　せっかく決めたことを実行しなければ無意味に

終わる点を心痛し，校長，教頭に「フッ素洗口法

について新潟大学歯学部に勉強に行きたい」と言

って相談したところ，快く許可を得ることができ

たので，11月下旬に5日間の日程で新潟県を訪

れた。

　そして，新潟大学歯学部助教授境脩先生ほか多

数の先生方のご指導を受けた。

　なかでも，すばらしい効果を上げている弥彦小

学校に学ぽせていただき，水道施設その他の設備

は最少限でフッ素洗口のできることがわかり，自

信を深めて帰った。

　さっそく「フッ素洗口法」について職員研修会

を開催し，50年12月には歯科校医を中心とした職

員研修会を開き，新潟県の実態やフッ素洗口の

効果，フッ素と公害，洗口時間設定の問題，予算

面，洗口法について研修したのち，学校側として
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この方法の正式実施を内定したのである。

　PTA理事会とPTA評議員会に提案，歯科校

医，養護教諭が参加し，新潟県の現状を報告，予

算や設備，公害問題等について説明し，う歯予防

の効果を力説した結果，会員一同学校側の提案に

感激して「われわれも大きな協力を惜しまないか

ら，1日も早く実施してほしい」という要望があ

った。

　51年1月8日に再度PTA理事会を開いてフッ

素洗口実施のための3者連携（学校，家庭，地域）

による協力を確認し，さきに紹介したような児童

の家庭環境からしても，「治療よりも予防を」と

いう願いが強かったのである。こうしてフッ素洗

口は実施された。

歯科健診結果の総合判定　昭和51年9月

年
年
年
年
年
年

1
　
2
　
3
　
4
　
5
　
6
計

○よい

　男

　○
　人　　　％
49　　　79

36　　　64

39　　　61

30　　　61

38　　　76

49　　　65

241；67
　　1　　　　－一

　×わるい

子　一

　孟一

　　人
　13

　20

　24

　19

　12
　26

　114

女　　　　子

○

　人
51

41

43

35

57

46

272

　％
77

72

64

62

79

59

68

差
一

　人
15

16

24

21

15
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123

歯科医，歯科衛生士評：どのクラスもきれいになっ

ていて感心しました。これからも食べたらみがくこ

とを忘れないで，お父さん，お母さん，みんないっ

しょにがんぽりましょう。治療しない子はいつも同

じ子です。永久歯は2度と生えないので大切にしま

しょう。

　フッ素洗口実施を機会に「城南小学校子どもの健康を

　守る会」を発足

　この会は，子どもの健康について，基礎の問題

から科学的に勉強し，「その具体的な実行方法は

？」また，「その結果は？」というように，子ども

の健康づくりに必要な問題を学校内から家庭に意

識づけると同時に，さらに社会生活における子ど

もたちの健康問題なども，生活体験を通して互い

に同じ立場で話合いをする会であって，参加はだ
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れでも自由で，毎月1回開くことにしている。会

の運営は，勤務時間外ということで，養護教諭が

従事している。

　第1回子どもの健康を守るためにどうしたら

よいか　50年12月

　　指導者：学校歯科医

　　指導内容

　　砂糖とむし歯

　　砂糖はなぜわるいか

　　歯槽のうろうはどうして防ぐか

　　子どものむし歯

　　フッ素洗口について

　世界の48力国は上水道にフッ素添加ずみであ

る。土壌とか，海中，食品に含まれているフッ素

は歯だけでなく全身にも影響を及ぼしている，心

臓疾患が減少し，婦人疾患の腰痛などが防げる。

このようなことを勉強していきたい，と前おきし

て話がはじまる。

　①砂糖は薬品である。

　さとうきび，甘藷などから白砂糖はできる。黒

砂糖の中には，ミネラル・カルシウム（細菌をよ

せつけない働き）などの栄養が含まれている。加

工して活性炭素水をとって98％の糖質が白砂糖で

ある。

　砂糖に侵される病気にはう歯，近視，ノイロー

ゼ，胃弱，アレルギー体質等があり，糖分の取り

すぎは健康に害を及ぼす。

　さらに49年度10月総理府統計によると，日本人

の砂糖使用量は年間300万トンで，1人30kg使用

していることになる。人間1人平均1日209～30

9必要とされている。サイダー1本には砂糖が20

9含まれ，しょうゆ，ソース，酒類や飲料水にも

入っている。砂糖の取りすぎは健康によくないと

いうことなど，詳細にご指導があり，参加者はこ

こではじめて砂糖の取りすぎが不健康になること

を認識したようである。このようにして父母の関

心を得ることに成功し，う歯に対する予防の大切

さを認識したようである。

　第2回　歯槽のうろう　51年1月

　歯槽のうろうは歯ブラシ1本で予防できる。1

歳では18％，2歳58％o，3歳83％，4歳90％以上の

子どもがう歯に罹っている。生後8ヵ月頃から歯

ブラシになじませることが大切である。

　次にう歯の進行度，歯垢のできる1頂序と砂糖の

関係，歯口刷掃の必要性，歯痛時の応急処置，歯

石について，歯槽のうろうの原因等，スライドを

使用しての指導があり，子どもたちの歯を守るた

めに“よくかんで，食べたらすぐみがきましょう”

歯科医を選ぶこと，“自分の健康は自分で守る”

生涯治療であってほしい，“歯の刷掃は母親の手

で”など。

　第3回　口腔衛生状況と細菌の恐怖　51年2月

（カラ・一テスターと顕微鏡による実技）

　1．　口内のぽい菌

　唾液1cc中に75億のばい菌が20～30種類いる。

　①黒砂糖，ハチミツが歯には影響が少ないとい

　　う理由

　　。多くの栄養素を含んでいる

　　・カルシウムを含んでいる

　②フッ素の効用

　③位相差顕微鏡による歯垢検査

　④カラーテスター錠を使っての自己の刷掃結果

　　など。

　第4回　魔法の水（映画）　51年4月

　①むし歯，歯槽のうろうの予防

　食事の管理

　細菌の追放

　体質の改善

　歯ぐきを丈夫に。フッ素洗口で歯質を強くする。

　②ブッ素について

　フッ素洗口は60％，フッ素塗布は30％～40％の

　効果が証明されている

　フッ素は必須栄養素でプラークを繁殖させない

作用があり，水道水には1／7～1／g含まれている。新

潟県では202校がフッ素洗口を実施し，県が一部

を補助している。

　水道水へのフッ素添加の量について。

　第5回　6月4日のムシ歯の日について

　　　51年5月

　　カラーテスターによる洗口刷掃検査

　　歯口届旺掃i旨導
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歯科保健調査依頼について

城南小学校保健部

保護者の皆さん

ご協力下さいましてありがとうこぎいます。

49年度と51年度とを比較したものです。

（10）は④（11）は④（12）は④（14）は＠（15）は④の考え方にたってご家庭でも食べたら

みがく、偏食させない、間食、調理方法等にご配慮いただきたいと思います。子どもたちの

健康づくりにみんなでがんばりましょう。

1．歯科医院を訪れたことがありますか
49

年度

51

年度

7．歯石（しせき）と

　いう言葉を聞いた
　ことがありますか

49

年度

51

年度

イ．はい（どんな場
合でしたか）

歯が痛かった時 56．7 44．5 は　い 81．3 74．0

いいえ 18．2 23．5痛くはなかったが、

ムシ歯を治してほし

かった

36．9 51．1 自分で作って与える 14．1 28．08．お子きまのおや
っはどうしていら
　っしゃいますか

店から買ってくる 61．0 52．9

ムシ歯の有無を調べ

治してほしかった
0．3 6．5 子どもにお金を与え

て，好きなものを買
わせる

34．4 27．4

歯石を取りに行った
時

0．7 2．4

与えない 0．2 1．6

ロ．いいえ 0．3 3．2 よく使う 33．3 31．2

持っていない 0 0

9．食事に砂糖を入
　れたおかずをよく

作る方ですか
余り使わない 55．6 57．22．歯ブラシは何本

持っていますか
　（自分のもの）

1　本 59．2 33．3 ほとんど使わない 11．2 10．8

2　本 38．9 46．8 は　い 96．6 94．0

3　本 0．2 14．9

10．砂糖がむし歯を
　作ることを知って
　いますか

いいえ 0．29 2．0

朝だけ 48．8 15．73．一日に歯を何回
　みがきますか 晩だけ 0．4 2．6

影響がある 86．7 84．811．乳歯は永久歯に
　及ぼす影響がある
　と思いますか朝　晩 41．6 23．3

影響はない 10．5 7．3

時々忘れる 0．2 10．0 は　い 86．2 82．6

朝　昼　晩 0．29 45．3

12．乳歯のむし歯が
　歯ならびをわるく
　するということを
　知っていますか

いいえ 12．8 10．6

食べた後必ず 0．15 5．7

4．歯ブラシを使う
　目的は

口のにおいをなくす

ため
14．6 6．5 抜きたくない 69．3 58．013．痛い歯はひと思

　いに抜いた方がい
　いと思いますか

抜いてもかまわない 27．422．0
ムシ歯を防ぐため 73．1 79．1

ぜひ抜いてほしい 9．60．76
ムシ歯をなくすため 11．0 28．0

は　い 89．1 83．8
しそうのうろうを防

ぐため
17．1 5．5

14．妊娠したら赤ち
　ゃんがカルシウム
　分を取っておかあ
　さんの歯の質が弱

いいえ 0．99 14．3

あ　る 31．3 66．85．専門的に歯のみが
　き方の指導を受けた
　ことがありますか な　い 63．0 29．0

くなると思いますか

食べかす 79．5 78．3 は　い 75．2 76．66．むし歯の原因は

何だと思いますか ばいきん 10．8 12．0

15．むし歯がなく，

　なんでもよくかむ
　子どもは頭のうの
　発達がよいことを
　こぞんじですか

いいえ 24．0 20．0

歯　垢 0．6 7．5

歯の質による 0．7 5．7

　　歯科校医の腹話術

　　位相差顕微鏡実技

　　奥様iワイドショー出演について

　この勉強会はー歯の健康だけでなく，身体全体を

考えて運営していることの再確認。

　第6回　栄養の・ミランスを　51年6月

　　①歯周と栄養

　砂糖のとりすぎは健康を害す。

　ふつう弱アルカリなのだが，酸性に傾くと，エ

ネルギー，栄養面で悪影響。ビタミンBの破壊

（脚気症状），心臓が侵されていく。

　カルシウム不足

　小児の骨折，胃潰瘍（精神的関連）

イライラ，体力の衰え，無気力

三白の害（白米，白砂糖，白

パン）

　②どのような栄養のとり方

がよいのか

ビタミンC不足

糖尿病について（血糖値，検

尿の必要性）

ピルについて

アルコール，タバコとの関係

歯肉炎，歯石，歯垢との関係

砂糖の制限

ストレス

バランスを考えて調理するこ

とが大事である。

第7回　世界の国く・にの様子

　　51年7月

①日本と各国の比較（う歯対
策）

②老人医療

③診療のあり方

④医師の姿勢

⑤むし歯と全身病

⑥pHについて

度数5．4になると歯が酸に溶

ける。度数7は中性であるo

⑦国際的話題の中で

　ノルウエー（紅茶の効果）

　　鹿児島（番茶は効果がある……フッ素が含ま

　　れている）のお茶を飲みましょうと強調され

　　た。

　　スイスでは，菓子業者がう歯予防対策にふみ

　　きり，大学で細菌の濃度を測定し，酸度5．7

　　以下のものを作らないという規制がされてい

　　る。カリフォルニアでは，ソフトドリンクに

　　はむし歯撲滅のために加税し，守れない場合

　　は罰金だということであった。

　日本でも，健康で長生きするために，もっと人

間にとって何が幸福であるかということを皆で考

える必要はないのだろうか。

　第8回　歯科疾患と精神医学　51年9月
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①精神状態によって人を変える

　アナウンサーの1例

　精神作用によって唾液の量が多くなる。

　口の疾患というのはその人の人格形成までも

　影響してくる。

　小野田さんが30年ぶりに帰国したときの情景

　についてo

②口と脳の関係

　人間の1日の唾液流出は1人1．se

　吸収と沈着

　「生命の源は口にある」。人類は火を知るま

　ではう歯はなかった。

　「歯科は予防なり」歯を守るためには食生活

　の改善が先決である。

映画：「10年前のブラジルの奥地の1例」エス

　　　キモー人は学校で歯をみがくことが義務

　　　づけられている。

う歯対策（子ども達の環境）

項　　目 内　　　容
51

年度
49
年度

項　　目 内　　　容
51

年度
49
年度

母　乳　だ　け 44．3 56．0 昼　　　　　　間 67．2 67．01お’子さんは

　母乳で育て
　られました
　か

主　　に　母　乳 25．1 21．0

8おやっを食
　べる時問は
　決っていま
　すか

夜 6．3 0．4

母　乳　以　外 29．2 23．0 昼　　　と　　’夜 20．2 18．0

　　ミルクの代り2　に乳酸飲料を

　のませたこと
　がありますか

あ　　　　　　る 29．6 47．0 果　　　　　　物 64．6 64．0

な　　　　　　い 66．0 53．0 おかき・せんべい 55．2 57．0
　離乳食に砂糖3　を入れて食ぺ

　させたことが
　ありますか

あ　　　　　　　る 28．2 28．0 ビスケット・クッキー 29．4 28．0

な　　　　　　い 68．5 72．0 ケ　　　ー　　　キ 13．9 23．0

母　親　教　室 6．3 12．0 駄　　菓　　子 10．4 20．04　歯に関する話
　を次のところ
　で聞かれたこ
　とがあります
　か

保　健　所　で 56．6 54．0 パ　　　　　　　　　　ン 55．8 61．0

学　　校　　で 55．4 64．0 ガ　　　　　　　ム 30．0 37．0

食事について 17．1 30．0

9よく食べる
　おやつ

　　　　　　ゐ

プ　　　リ　　　ン 30．6 18．0

おやつについて 24．9 47．0 アイスクリーム 79．3 48．0

5歯科医院で
　次のアドバ
　イス（説明）

　を受けたこ
　とがありま
　すか

砂糖の害について 23．3 38．0 カ　　ル　　ピ　　ス 31．9 27．0

歯のみがき方について 59．3 62．0 ヤ　　ク　ル　　ト 39．6 44．0

ムシ歯の原因について 38．4 60．0 バ　　　ナ　　　ナ 46．4 37．0

ムシ歯の治療法にっいて 26．3 52．0 み　　　か　　　ん 54．6 68．0

ムシ歯の予防法にっいて 40．8 65．0 ミ　　　ル　　　　ク 16．1 30．0

小　　児　　科 50．9 55．0 キ　ャ　ン　デ　ィ 24．9 23．06小児科，内
　科，歯科で
　かかりっけ
　の医院があ
　りますか

内　　　　　　科 51．1 62．0 ジ　　ュ　　ー　　ス 55．2 44．0

歯　　　　　　科 55．8 56．0 チョコレー　ト 36．8 42．0

7家族の人で
　口の臭う人
　はいませんか

い　　　　　　　る 14．3 19．0 は　い 56．8 29．0

い　　　な　　　い 83．0 78．0

10食べた後歯
　みがきや、

　プクプクう
　がいをして
　いらっしゃ
　いますか

プクプク
　　曹いいえ 29．6 7LO

は　い 58．8
歯みがき

　　，いいえ． 27．6

　　　　家庭での対話が大切で，特に父親教育が

　　　　大切である

　純潔教育：非行問題児，人工栄養の欠陥，母乳

　　　　のすばらしさ

　第9回　鹿児島県学校保健研究協力校（う歯予

防対策）研究公開のあり方について　51年10月

　学校，家庭，地域が一体となって成功させるこ

とを話し合い，学校施設の中で一番不足している

水道施設を皆で考え，設備することを決定し，皆

の協力によって完成した洗口場に感激いっぱい。

　第10回　「鹿児島県，歯の県民大会」参加　51

年11月

　第11回　アメリカの現状　51年12月

　歯科医4名と養教1名の計5名で7力国の歯科

保健を見聞してきて，感じたこと，感銘したこと，

今やらなけれぽならないことなどをスライドを通

して報告。

　　　　　サンフランシスコの思い出

　　　　　ソルトレークシティの話

　　　　　シカゴの街

　　　　　ジャクソンの肢体不自由児施設

　　　　　ダラスにて

　　　　　ラスベガスでの国際学会

　　　　　サンジエゴの海の青さ。

　　　　　第12回　鹿児島市学校保健研究協議会

　　　　52年1月

　　　　　学校歯科医が城南小学校の実態につい

　　　　て発表する。

　　　　駈第13回　栄養は不足していないか　52

　　　　年2月

　　　　　現代病のワーク

　　　　　う歯，かぜ，高血圧，眼病の順になっ

　　　　ている。いかにう歯に悩まされる人が多

　　　　いかということである。

　　　　　それを病気と考えず，う歯の予防に努

　　　　力しようともせず，痛みだすと病院にか

　　　　けこむ。

　　　　　予約制のため，すぐに手当はできな

　　　　い。すると診療してもらえなかったと訴

　　　　える。

　　　　　治療費，診療すべて自分の責任なの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　37



歯についての理解度調査

区分 調　　　査　　　内　　　容
譲　　＼
1
3 4 4～6
150 51 50 51

比

較

歯の形態 歯はみんな同じ形をしていますか 　　bいいえ陥晶晶髭1＋・
歯の構造 　　　　　　　　　　　　」歯は自いエナメル質だけでできていますか いいえ

I
l
8 78 33 77 十44

前歯の役目はものをかみくだくことですか いいえ

1
5
3 64 62 70 1＋8

奥歯の役目はものをかみくだくことですか は　い

1
7
1 75 80 83

「＋・
歯
　
の
　
機
　
能

むし歯があるとものをかむ働きはかわりますか は　い

1
5
6 75 67 86 1＋19

歯は顔の形と関係がありますか は　い 32 26 34 60
1＋26

歯は正しい発音と関係がありますか は　い 46 59 60 79 十19

甘い物を食べすぎるとむし歯になりやすいですか は　い

レ
7
85 85 93 1＋・

果物はむし歯をつくるから食べてはいけませんか 　　，いいえ

1
・
・

92 89 96 1＋・
歯
　
と
　
食
　
物

食べかすが歯にたまることはむし歯と関係ないですか 　　，いいえ

1
・
・

74 68 85 1＋17

好ききらいしないで何でも食べることは歯を丈夫にしますか は　い

i
7
2 85

レ
2
90 1＋18

ガムは歯におよ　よいおLやつですか いいえ

1
7
1 80 63 87 1＋24

紮募は小さい穴の時治さなし｝と穴はだんだん大きくなり
は　い

1
・
・

82 85 93 1＋・

むし歯は痛くなければ治さなくてもよいですか 　　，いいえ

I
g
2 91

1
9
6 97 1＋1

むし歯はほお』っておいても自然に治りますか 　　，いいえ 96 98

I
g
5 99 1＋・

歯

　
と
　
う
　
蝕

は　い

「
2
5
66 39 80 1＋41

むし歯は穴が小さいうちに治した方がよいですか は　い

I
g
2 94

1
9
3 98 1＋・

むし歯は穴がひどくなると神経をいためることがありますか は　い 70 89

レ
7
94 十17

むし歯は穴が大きくなってから治した方がよいですか 　　，いいえ

1
9
3 91 95 92 1－・

歯は朝おきた時みがけばよいですか 　　，いいえ

1
3
2 54

1
3
9 71 1＋32

歯は物を食べたあといつでもすぐみがくことがよいですか は　い 83 94

1
・
・

97 十7
口の中をきれいにすることは健康によいことですか は　い

1
・
・

94 93 97 1＋・

歯
　
　
口
　
　
清
　
　
掃

前の歯は歯ブラシを横に動かしてみがけばよいですか いいえ 79 76

1
8
4 81
1－・

靱ラシ駄きければ大きいほど・1の中がきれいになりま
いいえ

1
6
9 87

レ
・

92 十22

歯をみがくことはむし歯を防ぐことと関係がありますか は　い

1
8
8 93 92 96 1＋・

歯は朝おきた時夜寝る前にみがけばよいですか 　　，いいえ 35 41

1
・
8
57 1＋29

いいえ

1
2
1 37

1
2
2 15

一
7

歯と健康
特だが丈夫であることと歯が丈夫である・とと関係あり

は　い

1
4
5 80 56 91 ト35

食べ物はよくかんで食べる方がからだのためによいですか は　い 91 93

1
・
・

98 十3

（1）調査対象　昭和50年2月3～4年各1学級抽出，昭和51年9月4～6年4年101，

　　　　　5年120，6年151合計372名
（2）　単位：％

に，アメリカでは6才児にC1程度のう歯3本所

有とあって，国をあげて大問題になっているとい

うのに，日本の場合はどうでしょう。18本，20本，

前歯のない子，幼児期から入歯の子。考え直す

必要はないのだろうか。

　日本では3歳児検診をやるけれども，アメリカ

では必要ないのだ。自動的に検査を受け，指導を

受けているのだ。日本はこれでよいのか。

　水道水フッ素コントP一ルは世界の常識となっ

　　　　　　ているのに，日本ではそれが通

　　　　　　用しないのだ。

　　　　　　　非行も子もどだけがわるいの

　　　　　　ではない。親の責任，社会の責

　　　　　　任，大人の責任なのだ。社会環

　　　　　　境の変革が必要ではないのか。

　　　　　　　第14回　映画　怪獣のなげ

　　　　　　き，歯の魔法使い　52年5月

　　　　　　　第15回　頭脳とムシ歯　52年

　　　　　　7月

　　　　　　　鹿児島県学校保健優良校実態

　　　　　　　調査終了

　　　　　　　三和町父母と子どもとの懇談会

　　　　　　　西田町の勉強会

　　　　　　　鹿児島県青年会議所がむし歯

　　　　　　　予防対策のための運動拡大開

　　　　　　　始

　　　　　　　むし歯と知能の発達

　　　　　　　才能教育研究会会長の話か

　　　　　　　ら，歯みがきは頭脳開発の運

　　　　　　　動であることの確認

　　　　　　　中脩三先生の「咬む」「唾液

　　　　　　　の働き」

　　　　　　　咬む効用：咬むことによって

　　　　　　　血液の循環をよくし，咬む刺

　　　　　　　戟によって，脳細胞の働きが

　　　　　　　よくなる（パリバリ，カチカ

　　　　　　　チの振動）

　　　　　　　唾液（唾液ホルモン）・別名

　　　　　　　長生きホルモン，成長ホルモ

　　　　　　　ン　咬むことによって，唾液

　　　　　　　がよく出る。これが，歯や骨

を丈夫にするだけでなく，筋肉の力を高めた

り，造血作用を活発にする。

東京の乳児院の話：364名の中で，う歯の子

どもは17名で95．2％が健康歯である。乳児院

では規則正しい生活をしているのに，親に引

きとられた途端にう歯をつくっている。間食

には甘い菓子も与えられる場合もあったが，

10時と3時と決められていた。

また，1日の生活は起床して1日3回の食
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　事，遊び，日光浴，昼寝，就寝となり，規律

　ある生活が続く。間食は10時と3時に与えら

　れるが，医師と栄養士がカロリーを計算して

　与えている。バランスのとれた栄養によって

　丈夫な歯を作るのだ。

　ステファン博士のブドウ糖実験の報告

　発育盛りの子どもの主食

　タン白質，肉類，卵，牛乳，乳製品，脂肪，

　特に植物油

　親の甘さがむし歯を作る：甘い物の制限，細

　菌の追放（歯ブラシの正しい使い方，フロス

　の上手な使用法），フッ素プクプクうがい，

　栄養のバランス。

第16回　フッ素，むし歯の恐怖　52年10月

・フッ素について：砂糖を分解して増加し，酸を

出すパイキンに侵されないように，はえたての

歯を強化して，防護さくを作るための自衛手段

　としてフッ素を利用するのである。

フッ素は必須栄養素である。

フッ素は大人とか，古い歯には効果がないとい

われている。食後の歯みがきを励行し，甘味の

制限を忘れないようにして，必ず歯をみがいて

から，フッ素洗口を実施すると効果があるとい

われている。

・フッ素洗口の方法：集団の場で，みんないっし

　ょに実施した方が効果があがる。

0．2％フッ化ナトリウム溶液をポリタンクに作

　る。

ポリタンクから分注瓶に入れる（各学級ごと）。

　1人7ccずつをポリコップに入れる（子どもた

ちに分配）。

　1分間砂時計で計りながらブクブクうがいをす

　る。

　コップを回収し，格納ボックスに入れ，分注瓶

　と一緒に保健室に返す。使用したコップはオス

バン液で消毒し，水洗いして次週に備える。

　ブクブクうがい後，1時間から30分間は飲食さ

　せない。

器具はガラス製品を使用しないこと，うがいの

　時間は朝の健康観察の時間に校内いっせいに学

級担任指導のもとに実施している。

・むし歯の恐しさ1スライドを通して，栄養の問

題，連鎖状球菌の話，歯みがきの効果，フロス

　の効用，離島辺地の現状について。

　第17回　歯の県民大会　52年11月

　特別講演：育児の原点　鹿児島大学医学部小児

　科部長，寺脇保教授

　第18回　鹿児島県学校保健研究協議会　52年12

　　　月

　昭和52年度鹿児島県学校保健優良校として表彰

を受ける。

　第19回　砂糖の再認識，バランスのとれた食事

　学校歯科医著書「海底に咲く花」53年11月

　「むし歯予防大作戦」の本を読みながら，栄養

問題，砂糖はなぜ制限しなけれぽならないのか，

歯みがきは回数でなく，時間をかけてみがくこと

の大切さ，フロスの効用，おやつを考えよう，休

養と腫眼，病気の予防（早期予防，早期発見，早

期治療）等について学習を広める。

　第20回　健康で長生きするために　53年2月

　①おしゃべりしましょう

「海底に咲く花」の内容の学習会

　細菌（プラーク）

　子どもの歯質は弱くなってきている。

　栄養への配慮（良質のタン白質摂取の必要性）

　食べかすを残さない。

　フッ素洗口によって外から歯を丈夫にする。

　②中年後の食事のあり方について

　スタミナづくりはまず食事のバランスから：タ

　ン白質の組合せ基準，動物性食品1に対し，植

　物性タン白質2～3の割合いを目安に。

　③親子で口の中をのぞきましょう

　「○○ちゃん，あなたの歯はここがみがかれて

いないのよ。ほら，水道の所でもっとみがいてご

らん……」「こんどはきれいになったわね。今夜

から，今のようにみがくのよ。わかった……」「う

ん，学校で先生が教えてくれるから知っている

よ・…・・」

　「では，顕微鏡をのぞいてごらん。」「わあ，怪獣

みたい。気持悪いのね。おそろしいなあ。あのね

お母さん，食べかすが歯の所に残っていると，酸

がふえて歯がとけて，なくなるのよねえ……」
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　親子学習会の中で，興味をもつのはこんな場面

です。映画をみたり，顕微鏡をのぞいたり，カラ

テスターで染め出して歯みがきをチェックされる

時の苦情など，回数を重ねること，繰返しが必要

ではないでしょうか。

いつまでも健康で長生きするために。

　第21回　栄養とカルシウム　53年4月

　①栄養について

　　④おやつの害：むし歯，食欲減退（食前2時

　　　間～3時間は間食させない），ビタミンB1

　　　不足は不眠，食欲不振になる，甘い味をお

　　　ぼえさせないこと，糖分の1日摂取量309

　　　まで。

　　◎カルシウム1日600mg～700mg（子ども）

　このようにし，地域への健康づくりに役立って

いると自負している。

3．　52年度研究計画とその歩み
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2．　各班の活動内容

総務班

　業務全般。運営に関する企画など，執行の連

　結調整をはかり進推する。

研究推進班

　研究推進のための諸計画，年間研究計画の日

　程立案，理論，統計調査，授業，資料，総務

　班との連絡提携をはかる。研究会の企画と研

　究レポートの立案整理。

理論研究班

　研究テーマに即した諸指導の理論研究

　学級指導，保健教育全体のパター一・一・ンを考え

　る。教材研究の進め方，指導過程の研究，学

　級指導の分析，機能，指導法の理論研究。

統計調査研究班

　テーマに即し，必要な理論統計をなし，分析，

　検討

　実態調査：健康診断，体格，体力測定結果の

　　　　　　分析，検討。

　意識調査（子ども，親）などの企画，処理。

授業研究班：研究授業，授業研究。授業研究の

　　　　　　方法。授業に関する諸問題の分析

　　　　　　研究。指導案の検討。指導過程の

　　　　　　研究。

資料研究班：テーマに即し，必要な諸資料の収

　　　　　　集検討，作成。年間指導計画，指

歯科検診結果（53．5．）
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　　　　　　　導の学年細案。作成各学年に必要

　　　　　　　な資料作成。

3．研究の歩み

4月：職員研修（歯科校医指導），歯の衛生，フッ

　　　素洗口について，校務分掌決定

5月：学年別歯科指導，PTA総会（歯科校医講

　　　演），PTA保健部会，学校保健委員会，子

　　　どもの健康を守る会

6月：むし歯予防デー（父母参加），1年特別指導，

歯口刷掃状況 53．5城南小

年度別 0 20　　　　　40　　　　　60　　　　　80i　　　　　【　　　　　1　　　　　1 100

（12．0）

48．6 獅欝認∵、。，。．
購鐸灘

（56．0）

49．5 一騎講奪灘灘鵜．鉱
（62．1）

50．5
（68．9）

51．5 一鵠灘’い（75．3）

52．5
一欝灘蘂嚢鍵　　　　　　（86．8）

53．5

53．5歯口刷掃状況

よい歯でよくかみよいからだ

　　　職員研究，1年再指導（歯科衛生士）

7月：校内研究会，校内研究授業（1年，4年），

　　　学校保健委員会，4年歯科指導（歯科衛生

　　　士），研究推進班会，子どもの健康を守る

　　　会，夏休みの健康生活

8月：班別研究会（全体審議），2学期学校保健計

　　　画検討

9月：歯科検診，健康優良児，よい歯の学級表

　　　彰，黒ん坊大会，5年歯科指導（歯科衛生

　　　　　　　　　　士），職員研究（テーマ研

　　　　　　　　　　究）

　よ　い

　わるい

歯口刷掃はむし歯予

防の条件の一つです。

歯みがきしている姿

は美しいものです。

健康のために今日も

忘れずがんばりまし

ょう。

％
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‘’
奇
量

ぐ　9ム’
　o　　ρ

10月：6年歯科指導（歯科衛生

　　　士），子どもの健康を守る

　　　会，研究レポート検討

11月：4年性教育（父母参加），

　　　3年歯科指導（歯科衛生

　　　士），歯の県民大会，保健

　　　部会

12月：2年歯科指導（歯科衛生

　　　士），学校保健委員会，子

　　　どもの健康を守る会，県学

　　　校保健優良校として受彰，

　　　冬休みの健康生活について

1月：歯科検診（含pH測定），

　　　6年歯科指導（歯科衛生

　　　士），子どもの健康を守る

　　　会，就学時健康診断（うが

　　　い指導），学校保健委員会

2月：4年歯科指導（歯科衛生

　　　士），2年歯科指導（歯科衛

　　　生士），子どもの健康を守

　　　る会

3月：年間反省と次年度学校保健

　　　計画検討，学校保健委員会

　以上，年画計画の中で，学校，

家庭，地域3者連携した「う歯予

防と健康づくり」を進めた結果，

5年前う歯未処置率90％余が52年

10月には43．4％，53年1月の検査

では永久歯健康歯18％　，乳歯を含

めた未処置歯41％に減少した。
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　今では，家族ぐるみの歯みがきや，栄養を考え

て献立を作り，甘い物を制限し，間食のおやつも

くだものとか，糖分を含まないものにかえるとい

った家庭が多くなってきた。

　また，「健康は歯の健康から」を合言葉に地域

の幼稚園でも，給食後の歯みがきを実行させてい

る。城南児童館では甘い間食が砂糖を使わない手

作りのおやつに変わり，学校の遠足のおやつも以

前に比較すると，甘いものが減り，くだもの等に

切り替えられつつある。前ページの図はPR用ビ

ラである。

　このようにして地域の関心も高まり，城南小学

校といえば，むし歯予防の学校といわれるほどに

なってきた。

　子どもたちの清潔度も最近ではよくなり，鹿児

島県学校保健優良校として表彰され，学校，家

庭，地域が連絡をとりながら保健事業を進めるよ

うになってきた。

　50年度～51年度の鹿児島県学校保健研究協力校

（う歯の予防と治療について効果的な指導法はど

のように進めたらよいか）として，52年度～53年

度の鹿児島市学校病予防対策研究協議会（学校，

家庭，地域3者連携にたったう歯予防と健康）の

協力校としてさらに研究を深め，子どもたちの健

康を守るためにより一層努力しなければならない

と思います。

　要領を得ない実践報告になりましたが，学校保

健事業をここまで進めることができましたのは，

本校の校医をはじめ，鹿児島県歯科医師会，新潟

大学の諸先生，学校職員，父母，地域の皆様やマ

スコミの深いご理解とご協力の賜物です。

地域学校歯科保健活動の展開例

一
間食指導を中心として一

村田 久＊　高橋　謙作＊＊安西　順一一＊＊＊

　はじめに

　学校保健という集団の場にあって，疾病予防は

重要な課題の1つであるが，かつてはその主力を

なしていた結核，トラコe－一　Y，寄生虫等の疾病が

ほぼ絶滅された感があるなかで，う蝕を中心とす

る口腔病は，関係者の努力にもかかわらず，減少

の傾向が見られないどころか，むしろ増悪の一途

をたどり，その罹患率からみても学校病の最右翼

に位置しているのではないだろうか。これにはい

ろいろな要因が考えられるが，前記の諸疾病の減

少は法的な裏付けをもつ予防体制の確立や，抗生

物質を中心とする薬剤の開発に負うていることも

要因の1つであろう。それに反して，う蝕はきわ

めて慢性の経過をとるため，そのとりまく環境や

患者自身の認識の薄さ，自分自身で行なう継続的

　＊神奈川県小田原歯科医師会長

＊＊片浦小学校学校歯科医

＊＊＊神奈川歯科医師会学校－歯科部会常任幹事

な予防法の励行の困難さ，および食生活を初めと

する生活様式の多様化等，原因らしいことは数か

ず思いあたるが，関係者の意とする方向とは全く

逆の方向に進んでいるのが現実の姿である。

　このような現況を前にして，神奈川県歯科医師

会はう蝕発生の要因に深いかかわりあいのある，

日常生活における砂糖の摂取，特に間食状況とう

蝕罹患状況について調査し，う蝕対策に有効な資

料を得ようと試みた。

　昭和45年11月の日曜日，月曜日の2日間，その

児童が摂取した食物を全て記録させ，さらに間食

と考えられるものを分析し，食品を品目別に分類

し，統計処理をしようとするもので，愛知学院大学

榊原悠紀田郎教授の協力を得て，横浜市立本町小

学校，中田小学校，横須賀市立汐入小学校，平塚

市立松原小学校の1年生から6年生までの全員

3，652名を対象として行なわれた。その結果，児童

の摂取した食品目は360種類にものぼったが，こ
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れを100品目に分類し，次のような間食型のパタ

・一 ンを設定したo

A型一A群のみの間食傾向，つまり白糖を多量に

　含み，特に歯牙に停滞性の高いものを摂取して

　いる型。

Ab型一A群のみの食品のほかに多少反対傾向の

　ある間食をとっている型。

AB型一A群およびその反対のB群が半々に混じ

　っている型。

aB型一A，B両群のものをとっているが，B群

　のものが多い間食型。

B型一B群つまり，う蝕になりにくいと考えられ

　る食品のみを間食としている型。

　この調査についで昭和48年11月に同じ対象学校

に同様な調査を実施し，あわせてその児童個人の

歯牙検診票から，永久歯DMF歯数，処置歯数，

C1＋C2の初期う蝕，　C3＋C4の高度う蝕歯数の抽

出を行ない，それらと間食型との相関性について

追求した第2回の調査を行なった。

　2回にわたる調査から，C3＋C4つまり高度う

蝕をもつものの間食型の分布から白糖を多くとっ

ているものは，高学年に進むにしたがって多くの

う蝕を発生し，しかも未処置の高度う蝕を保有す

る傾向にあることが認められた。このことは低学

年児童に対して適切な間食指導をすることによっ

て，高学年における永久歯のう蝕抑制につながる

ことを示唆したQ

　実践活動の基本方針

　前記のように2回の調査結果をふまえて，次の

2つの実践項目の達成を図り，主として低学年の

児童を対象としてう歯予防（抑制）の実をあげる

ようにつとめる。

①日常の食生活における砂糖分のとり方，とくに

間食のとり方を規則正しくするようにする。

②食後の歯口清掃を徹底する。

　この実践項目を実現するために学校の場で次の

ような方針で推進する。

　⑦学校歯科医を中心として，数名の歯科医

　　師，歯科衛生士などのグループをつくり，専

　　門的な立場からの，資料の整備，全般的およ

　　び保健相談の指導内容などについて検討を行

　　なう。

　④学級担任，PTA，学校給食関係者などを対

　　象に，全般的な学童のう蝕対策としての2つ

　　の実践項目の意味についての周知を図る。

③低学年児童を対象として実践を図る。

　⑦間食についての指導的な意味を含んだ調査を

　　行なう。

　④学級指導などの機会をとらえての指導を行な

　　う。

　◎う蝕の状態のわるい子ども（高度のう歯をも

　　つ子どもなど）に対する個別的な健康相談を

　　行なう。

　㊥実践例の増加を図る。

④年次的に実践結果の評価目標をきめ，その実践

　をふみしめていく。

　実践活動の基礎

　この活動をすすめるに当たっては，関係者の児

童のう蝕についての充分な理解が必要であり，45

ページに示すようなアンケートをとって指導と資

料の基礎とした。実践には以下のことを重点にお

いた。

　⑦児童期のう歯問題は主として永久歯のう蝕予

　　防が重点である。

　④う歯発生は，歯の萌出直後にもっとも起こり

　　やすく，3年間くらいが大切な時期である。

　㊥う歯の発生は，何よりもまず，たえずその歯

　　面がよごれていることが大きな因子である。

　㊤歯面のよごれには，日常生活でのたえまない

　　注意が大切である。

　㊧砂糖入りの食物がたえず口腔内にあることは

　　歯のよごれとう蝕発生の両方に関係がある。

　⑳一般に間食には砂糖の入っているものが多い

　　のであり，日常生活のなかで間食の回数の多

　　いほど，う歯が多いことが確認されている。

　健康相談を通じての実践

　特に重症なう歯を保存する児童は10％程度であ

るし，それと含糖食品の嗜好が深く結びついてい

ることが分かっているので，それらについては健
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康相談の形で適切な助言を与えることは重要であ

る。その対象となるものは，

　①乳歯列に高度のう蝕の多い1～2年児童。

　②永久歯に高度う蝕のある児童。

　③間食に極度に含糖食品の分量，回数の多い児

　　童。

　④歯口清掃の特にわるいもの，特に改善のあと

　　がみられない児童。

　これらの者に対しては，実践例を示したり，改

善例を示したりして助言を与える。

　間食指導実践活動の展開

　今までに述べてきた事項にのっとって，協力4

校における低学年児童の日常生活の間食指導を，

当該歯科校医を中心とする神奈川県歯科医師会学

校歯科部会がチームを編成し，積極的かつ組織的

に実施したが，この3年間の活動にあって，児童

の習慣化した生活パタt－一‘ンの改善には多大の困難

を感じたが，児童，保護者のより深い理解を得

て，この方法がう蝕予防（抑制）法として有効な

ものとの感を深めた。

　このような基礎的資料の検討をもとに，県内小

学校のう蝕抑制手段として普及させるべく，その

前段階的意味合から，神奈川県教育委員会の協力

を得て，小田原市立片浦小学校をモデル校として

追加，発展拡大を図った。

　このことについては今回文部省から推進される

“歯の保健指導”にさきがけて1つの方向を示し

たものと思われるが，以下小田原市立片浦小学校

における間食実践活動の展開例を記述する。

学校紹介

　小田原市根府川534番地に存在し，市の西南部

にあたり，海と山にはさまれ，平地はほとんどな

い。創立は明治6年である。

　昭和52年度末における児童数は下記のような状

況である。

　保護者の職業別分類でみると，農業が51．2％と

半数を占める農村地帯であり，いわゆる厚生省の

無歯科医地区にはあてはまらないが，児童の通学

区域には歯科医療機関はなく，準無歯科医地区と
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　本校における実践活動の展開の経緯

　昭和52年10月から準備接渉を開始し，小田原市

教育委員会，足柄下教育事務所の支援を受け，本

校の保健関係の職員は申すまでもなく，全職員の

協力とPTA，ことにPTA保健委員会の深い理
解を得た。

　一方，学校歯科医を中心として神奈川県歯科医

師会と小田原歯科医師会から10名のチームを編成

した。

　実践活動の資料集収

　昭和53年3月の日曜日と月曜日の2日間，1年

生全員41名を対象として食物調査票を配布回収

し，前述の間食パターンに準じて分類した。なお

回収率は100％で，記載等に欠点はみられなかっ

た。

　同時に定期検診票から乳・永久歯のDMF・d

efを参照し，その児童の乳歯，永久歯の状況を

把握した。その上に今回は，前歯部のう蝕の状

態について調査を追加し，いわゆる3歳児検診に

おけるう蝕罹患型（特に全部の部位にう蝕がある

か，または下顎前歯にう蝕のあるもの一e型）と

照合し，より具体的に児童の口腔状態を把握する

よう努めた。

　以上の2つの基礎資料をオーバーラップさせ，

個別的な間食指導の対象となる児童，男7名女7

名の合計14名を抽出した。

　昭和53年5月，当該児童を含む41名全員にカリ

オスタットを利用してのう蝕活動試験を実施し，



現在における児童のう蝕感受性を知るとともに，

以後の比較調査，対象児童の検討のし直し，また

は拡大などの参考に供した。

　間食指導，健康相談の展開

　昭和53年5月，対象児童とその保護者同伴の面

接による，間食を中心とする保健指導を実施。こ

の場面では児童をとりまく環境，生活パターン等

についての資料を得て，今までのそれとあわせ

て，児童個々におけるう蝕の要因を見つけだし，

その1つ1つを取り除き，う蝕の進行抑制と新た

な発現を予防するもので，本活動の最も力点のお

かれる場面である。具体的には父母が畑に出てし

まうので，昼間の児童の養育は祖父母に頼って

いる家庭が多くみられ，そのため間食摂取には一

貫性に欠けているものが多かったが，個々には食

事後のブラッシングの習慣づけ，まちがったブラ

ッシング法の改善，含糖食品の制限などの食生活

パターンの改善，生活パターンの年齢に応じたリ

ズムづけなどが指導の要点となったが，児童，保

護者にう蝕予防の重要性をしっかりと認識させ，

自覚を持たせることに全力を注いだ。この場合，

学校保健関係者はもとより，学級担任の参加が望

ましい。これは先の文部省の「歯の保健指導の手

引」の趣旨にもあるように，日常の学校生活にお

いて，児童の口腔衛生思想の向上に担任の果たす

役割は大きいからである。

　これらの指導事項は，その他の資料とともに次

ページのような記録票に記入し，以後の経過観察

の資料とする。

　この活動をすすめるとき，その評価の内容をき

めておくことは有効である。

　①初期の段階では，含糖食品の使用頻度，歯口

　　清掃の回数，歯垢染出し法による清掃効果の

　　向上の度合，カリオスタットによるう蝕活性

　　度の変化などであろう。

　②数年後では，前項で示した項目についての変

　　化の度合。とくに同一児童のうち，状態のわ

　　るかったものの向上の度合。継続したものの

　　高学年における永久歯う蝕の状態などが評価

　　の目標となるであろう。とくにこの実践活動

　　生活指導の要点

小学校年組氏名
男
女

1．保護者
　（1）父

2．職業
　（1）会社員

　（4）自由業

3．共稼
　（1）常勤

4．地域環境
　（1）住宅地

　（4）工業地

　（7）

（2）母　（3）その他（

　（2）公務員　　（3）

　（5）その他

　　有　　無
（2）　　ノ〈F一　ト　　　　　（3）

自営業

）
’

その他（　）

　　　　　　　　　　　　　　（3）商業地　　　　　　　（2）団地

　　　　　　　　　　　　　　⑥　漁村　　　　　　　（5）農村

　　　その他（　　　）

5．　家族構成（同居親族）

　（1）祖父　　　（2）祖母　　　（3）兄　　（4）弟

　（5）姉　（6）妹 （7）その他（　　）

6．児童を主として養育している人（　　　）

7．食生活

　（1）主として世話（間食を含む）をする人

　　　　（　　　　　　　　　　　　　　）

　（2）食事時間

　　①朝食　時②昼食　時③夕食　時
　（3）偏食　有　無（品名　　　　　　　　）

　（4）よく食べる

　（5）少食である

　（6）日によってむらがある

8．　小遣　　　　　有　　　　無

　（1）金額（月額　　　　円　1日　　　　円）

　（2）間食に使われる額（　　　円）

9．　間食の管理（与え方）

　（1）主な品目

　（2）時間をきめている（1日　　回　　時）

　（3）ほしがるときに与える（1日　　回　　時）

　（4）特別に与えていない

　（5）家庭外で与えられる

　（6）児童のきのうの間食

　　①品名　　　　　　　②量

10．歯口清掃の習慣

　（1）朝（歯みがき・洗口）（2）昼（歯みがき・洗口）

　（3）夜（歯みがき・洗口）

　（4）間食後（歯みがき・洗口）

11。　起床（　時）　　就寝（　時）

12．　ホームドクターについて

　（1）かかりつけの先生がいますか。

　　　　　　　　　　　　　　　　いる・いない
　（2）定期的に診ていただいていますか。

　　　いる（年　　回・月　　回）　　いない
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お　も　て

M　　　間食保健指導記録票

昭和　　年度

　　　市立

神奈川県歯科医師会

　小学校

第　　　　学年　　　　　　組　　　　　　番
「　ll腔診酎II当医 保健相談才11当医

氏名 1
1
．

生年 昭和　　　　年　　　　月　　　　日
2 2

住所
3
， 3　　　　　　　一

総合判定 4． 4

っ蝕活動性試験の結果
乳　幽　の　現　在　歯　数 歯

青　（一〕 緑　〔十1 黄緑〔十〕 黄　曜）

乳　歯　の　　っ　蝕　型 型

水　久　歯　の　現在　歯　数 歯

歯
i

水　久　歯　の処　置　歯　数

C乳　　＋　　C2　　歯　　数 歯 間　食　型　の　分　類
『

・　1　・・
C3　　＋　　C、　　歯　　数 歯

AB
上・下顎前歯部にっ蝕のある者 有・無 ・B　　　i・

備　　　　　　　　　　　　考

1
，

2

　う　　　ら

第　回健言参（月日）
8 7 6 5 4　　　3 2 1 1 2 3 4 5 6 7 8

◎◎◎◎◎ 1㊦oθ ㊨ ㊦ ㊦◎ ◎◎◎◎

E D C B A A B C D E

◎ ◎ o ㊦ 888 ㊨ ＠◎
　上
左

　下

　

　
　
　
　
　
　
　
下

◎◎ ㊧㊦㊨ ㊦8 8◎◎
E D C B A A B C D E

◎◎◎ ◎◎8 θ ㊦ θ8 ㊦◎ ◎◎◎◎
8 7 6 5 4 3 2 1 1 2 3 4 5 6 7 8

月 日 相 談 事 項 担当医
〔1）

（2）
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第　　回健診（　月　日）

8　　　7 6 5 4 3 2 1 1 2 3 4 5 6 7 8

◎◎◎ ◎◎ o o 8 ㊦㊦㊦◎ ◎＠◎◎

E D C B A A B C D E

◎◎ 8 8 8 88 o◎ ◎
　1

左
　
i

　
　
右
上
　
　
　
　
　
下

◎ ◎㊦㊨㊨ ㊦8θ ◎◎
E D C B A A B C D E

◎＠◎ ＠◎8θ ㊦ ㊦ 8 θ◎ ◎◎◎◎
8 7 6 5 4 3 2 1 1 2 3 4 5 6 7 8

第　　　　　　回　　健言参　（　　　　月　　　　　日）

8 7　　　6 5 4 3 2 1 1 2 5 6　　　7 8

◎◎◎ ◎ ◎ o o o ㊦8 ㊦16
◎◎◎◎

1

互 D C B A A B C D E

◎◎ 8 8㊦ ㊨o ㊨◎◎
　⊥

左

　下

　
　
右
上
　
　
　
　
　
下

◎ ◎ ㊦㊦ 8 88 θ ◎◎
E D C B A A B C D E

◎◎◎◎◎㊦ θ ㊦88 ㊨◎ ◎◎◎◎
8 7 6 5 4 3 2 1 1 2 3 4 5 ・1・ 8

医当担項事談相

㈹

㈲

⑤

⑥

日月



のねらいが児童のう蝕対策にあるため，この

永久歯のう蝕の変動には留意し，その過程で

気のついたことがあれば，それをフィe・一一一ドバ

ックさせるように配慮すべきである。

　まとめ

　間食指導実施の拡大第1段階の状態で問題点も

多いが，集団の中にあって画一的衛生指導の不備

な点を個別指導を導入して，少しでも全体のレベ

ルアップを意図しているが，学校教育の場にあっ

ての活動は文部省における推進方法と全く同じ発

想であり，幾多の難問もあるが，県歯科医師会と

地域歯科医師会との協調，さらに学校とそれにま

つわる関係機関との連係，つまり児童をとりまく

あらゆる諸条件を完壁にすることによって本事業

の有効な推進が図られ，初期の目的の達成の期待

が可能となる。

　稿を終えるにあたり，ご指導をいただいた神奈

川県歯科医師会加藤増夫会長，上田譲専務理事に

感謝の意を表します。

就学児の永久歯萌出とう蝕罹患の状態について

う蝕予防対策上の1資料として一

はじめに

　われわれ学校歯科医は，児童生徒のう蝕罹患状

況をすこしでも改善しようと努力していますが，

残念ながら，いままでのところ，十分に成果をあ

げたとはいえません。昭和50年11月の厚生省医

務局歯科衛生課の統計でも，小学校入学時の6歳

で，乳歯のう蝕罹患者率は97．8％に達しており，

永久歯についても，中学校3年生の14歳で98％の

高率を示し，まさに極限に近い状況となっていま

す。

　この状況に対応して，昭和51年9月には文部省

から，健康管理の基礎として特別検診班による歯

科検診の強化と歯みがき指導の促進を内容とした

計画案が発表されました。’また，学校歯科医会で

もこれをうけて，昭和52年度からは，これまで

の検診，治療を主体とした対策から，予防を主体

とした対策に重点をおくように方針を変更しまし

た変更に伴って，現場のわれわれの仕事も予防に

重点をおいたものへと変ってきています。

　名古屋市においては，すでに10数年前からう蝕

半減対策事業を発足させ，その中でも特に6歳臼

名古屋市立八事小学校学校歯科医　坂　　井　　　　剛

　　　　〃　　養護教諭岡　 純子

歯の保護対策が重要課題としてとりあげられてい

ます。

　この時期にあたり，これからのわれわれの活動

を成果あるものにするためには，まず正確な現状

分析をし，問題点を把握し，その上に立って，有

効な対策を立てる必要があります。そこで，まず

第1段階として，昭和51年に，本校児童の6歳臼

歯のう蝕罹患状況について調査し（昭和51年11

月，名古屋市昭和区学校保健会において発表）ま

した。

　昭和52年には，本校に加えて幼稚園園児（3～

5歳）と中学校生徒（12～14歳）の永久歯の萌出

状況とう蝕罹患状況，特に小学校では不明であっ

た12歳臼歯（第二大臼歯）のう蝕罹患状況を予備

調査した。（昭和53年3月，第20回口腔衛生学会

東海地方会総会において発表）

　今回は，昭和53年度の検診結果をもとに，就学

児の永久歯の萌出状況とう蝕罹患状況を，各歯種

別にくわしく調査して，その中から，いくつかの

特徴を見いだし，3～14歳までの総合的なう蝕予

防対策について検討をこころみたので，ここに報

告します。
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表1 永久歯の萌出者数と罹患者数

（昭和53年6月）対象： 志段味幼稚図282人，八事小学校672人
広路幼稚園　136人，駒方中学校687人

学年 年少組（3歳） 年中組（臓） 年長組（5歳）
小学校

　1年 2年 3年 4年 5年 6年
中学校

　1年 2年 3　年

検査

人数
36（人） 200 209 109 125 121 103 107 107 238 233 216

講 　　　F
萌出i罹患
者数i者数

萌出i罹患者数i者数 　　　1
萌出i罹患
者数i者数

　　　，
萌出i罹患．

者数i者数

　　　【
萌出i罹患、

者数i者数

　　　1萌出i罹患、

者数i者数

　　　印
萌出i罹患
者数i者数

　　　唱
萌出｝罹．想、

者数i者数

　　　「
萌出i罹患、

者数i者数

　　　印

萌出i罹患
者数i者数

　　　●
萌出i罹患，

者数i者数

　　　幽
萌出i罹患

者数i者数

π
（人）i（人） 1

i
　
●

45i 80｝ 122i
　　：
llg　l　　｝

103i 107i 107i　　　l 237；（5＞ 　　　：

233i（2） 216i

皿 i i 2
i

　　「
31：　　： 91i〔1） 114i 103；（1） 　　：

107i（3）
　　：
107i（3） 238i（19）

233i（18） 216i（23）

酉 i
：
｝ 　　：

10：　　1

　　：
31：　　．

95i（1）　　！

116i（1） 103i 107i 107i 　　　1
237｝（5） 233i（2） 216i（1）

鎚 i
l
i i

●
8
｝

2gi（1） 　　：
84：　　，

97i 107i（3） 107i（1） 238！（30） 233i（26） 216i（36）

酉
i ｝ i

I
1
i

4
i

　　：
21；　　1

57i 87i 107i 237i（2） 233i（2）
　　　1
216｝

墨
i
「
； i i i

● 4
i

24i 5gi　　， 91i（1）
　　　唱

237i（12） 233｝（4） 216i（4）

π i
i
●
i i

，
5
i
　
l

20i 4gi（2） 　　：

77i（1）
93｝（5） 237i（43） 233i（6） 216i（27）

旦 i ｝ i 3i（1） 3｝〔1） 23i
52i（2）　　1 85i（7＞　　1

94i（8） 238i（82） 233；（62） 　　　し

216i（78）

砺 i i i i 2i（1）
7
i

26i〔2） 53i（4） 73i（8） 237i（75） 233i（60） 2161（65）

墨 i
：
i i ｝

1
i
（
1
）
　
1 6

i

26i（1） 54i（6） 77｝（6） 237i（75） 233｝（60） 216｝（56）

頁 i
l

　
i
4
i

71i（5） 80i（13） 122i（43） 118i（59） 103i（61） 107i（77）
107i（78） 237i（226） 233i（218｝ 216i（197）

坐 i
i
：

37i（1） 61｝（1） 11gi（22） 117i（21） 103i（41） 107i（51） 106i（51） 238｝（205＞ 233i（186） 216i（181）

万 i i
：
｝ i i i 6

i

17i 56i（6） 196i（85） 222i（102）　　　1 213i（154）

壁 i
l

…
1

i
●
i i
：
i
3

I
i
　
脚 5

i

　　F
18i（1）

148i（37） 202i（58） 205i（93）

（注）ここにいう萌出者、罹患者は各歯種別に片側の1歯のみが、萌出あるいは罹患している者も、その歯種についての、萌出者、罹患者としてあつかった。

表2 永久歯の萌出者率と罹患者率（調査期日，対象者，表1に同じ）

学年
陶・・）

年中組（4歳） 年長組（5歳） 小学校

　1年 2年 3年 4年 5年 6年
中学校

　1年 2年 3年
検査

人数

i36（人）
200 209 109 125 121 103 107 107 238 233 216

隣羅 　　1萌出i罹患
者率i者率

　　1萌出i罹患
者率i者率

　　脚
萌出i罹患

者率i者率

　　1萌出i罹患
者率i者率

　　幽萌出i罹患
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萌出i罹患
者率i者率

　　1萌出i罹患
者率i者率

　　1萌出i罹患
者率i者率

　　，萌出i罹患
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　　「萌出i罹患
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　　■萌出i罹患
者率i者率

1

π
　　1
（
％
）
i
（
％
）
　
　
…

α5i 　　：
21．5：　　：

　　：
73，4：

　　…

9乳6｝ 9＆3i 10aoi 　　：
100．0：

　　i

10αoi 　　：100．Ol（2．1）　　… 　　：100．0：（0．9）　　… 　　：
100．0：

　　i

堂 …
；
i 1

．
o
i
　
：

28．4i　　I
　　「
7
2
，
8
1
（
0
．
8
）
　
　
…

　　；
94．2：

　　…

10“oi（1．0）　　…

　　1100．0：（2．8）
100．oi（2．8）　　…

10αoi（1ω　　； 100．oi（η）　　i 10伍oi（1a6）　　…

酉 i i 4
8
i
　
i

　　：
2＆4；

　　…

7鼠oi⑩8） 95．6i（0，8） 10伍oi
　　：
100．0；

　　i

100．oi

　　…

10αoi（a1）　　… 100．oi（0．9）　　… 10αOl価）　　…

星 i
：
i i 乞3i 2a2i鯛 6軌4i 942i

　　1
100．0；（2．8）　　i 100．oi（0．9）　　i 100，0i（12．6）　　： 100．oi（1L2）　　… 10aoi（16，7）　　：

齋 i i i o
．
g
i
　
：

a
2
i
　
…

　　：
17．41　　：

　　155．3i　　： 81．3i 100．oi

　　i

10qoi（0．8）　　…

1伽i（ag）
　　：
100．Ol

　　…

塾 i
…

i
： i
i

； …
i

3
．
3
i
　
…

　　：
23．31

　　…

　　：
81．31　　：

8
5
．
1
i
（
伍
9
）
　
　
…

9
9
．
6
i
（
5
．
0
）
　
　
i

　　110aoi（1．7）　　： 100．oi（1．9）　　…

π … i
：

i i
：

4
0
｝

16。5i

　　…

4乳6i（L9）
　　：
7aOi（軌9）

8
6
．
g
i
（
4
．
7
）
　
　
…

100．oi（18．1）　　： 10⑩（11．2） 100。oi（12．5）　　●

坐
　　　I

l… i 1
a
8
i
（
a
g
）
　
…

2
．
4
i
（
0
．
8
）
　
i

19．oi

　　：

　　1
5
q
5
i
（
1
．
9
）
　
　
…

7
駄
4
i
（
6
．
5
）
　
　
…

　　1

8
7
．
9
1
（
7
．
5
）
　
　
…

　　1100．oi（34．5）　　i 10αoi（2α6） 　　1100．oi（36．1）　　…

騙 1i i
「
i i

1
．
6
i
（
住
8
）
　
：

丘8i

2
丘
2
1
（
1
．
9
）
　
　
…

4乳5i（3．7）　　：

6
8
．
2
i
（
7
．
5
）
　
　
…

100．oi（31．5）　　： 10“oi（2臥8） 10αoi（3α1）　　1

坐
l　　　i　　　： i ｝

1
…
…

α
8
1
（
O
．
8
）
　
…

丘
o
i
　
…

252i（1．0）
　　：
50．5i（＆6）

7
2
．
o
i
（
5
．
6
）
　
　
…

　　「
9
9
．
6
i
（
3
L
5
）
　
　
…

10aoi（2丘8） 　　110軌oi（2臥9）　　i

1
：

面 i
…

a
o
l
　
…

340i（a4） 　　「
7
a
4
i
（
1
1
．
9
）
　
　
…

9乳6i〔328）　　「 97．5i（4＆8）　　1 　　110aoi（59．2）　　i 　　．10aoi（7ao）　　… 100．oi（72．9）　　… 100．oi（95．0）　　… 　　帽100．oi（93．6）　　… 10軌oi（91．2）　　幽

並 i… i 1乳7i⑩5） 56．oi（0．9）
9臥2i（1乳6） 　　196．7i（1ω　　： 10aOl（39．8）　　1 10“oi（4乳7）　　： 99．1i（47．7）　　脚 100．oi（86．1）　　1 100，0i（79．9）　　i 　　Iloaoi（8a8）　　i

万
i
：

i
： i
…
i i
… i
i

58｝ 　　：
15．91

　　i

　　1
5
a
3
i
（
臥
6
）
　
　
…

　　1
8a4i（357）

9
5
．
3
1
（
4
3
．
8
）
　
　
i

9
＆
6
i
（
7
L
3
）
　
　
i

皿 Ii i i i i i
Loi 47i 1a8i（ag）

6a2i（15．5） 86．7i（24．9）　　幽 94gi〔43．1）　　1

48



調査概要

　私立志段味幼稚園と広路幼稚園との園児合計

445人，市立八事小学校の学童672人，市立駒方中

学校の生徒687人の総計1，804人について，永久

歯の各歯種別萌出者率とう蝕罹患者率について調

査した。

　なお，市立駒方中学校のデータは同校学校歯科

医，林不二男先生と同校養護教諭，花井章子先生

のご好意により提供されたものである。

　1．成績の1：萌出者率について（表1，表2）

（1）下顎中切歯は5歳児で21．5％，1学年児（6

　～7歳）で73．4％，4学年児（9～10歳）で

　100％の萌出をみた。

（2）上顎中切歯は下顎中切歯よりも約1年遅れて

　萌出し，1学年児で28．4％，2学年児（7～8

　歳）で72．8％が萌出し，4学年児で下顎中切歯

　と同じく100％に達した。

（3）下顎側切歯は1学年児で28．4％o，2学年児で

　76．0％が萌出し，4学年児でIOO9，（に達した。

　これは上顎中切歯とほぼ同じ時期に萌出する。

（4）上顎側切歯は上顎中切歯より約1年遅れて萌

　出が始まり，2学年児で23．2％，3学年児（8
暫

　～9歳）で69．4％と萌出率が50％を越し，5学

　年児（10～11歳）で100％に達する。

（5）下顎犬歯は上顎側切歯より少し遅れて萌出が

　始まり，3学年児で17．4％，4学年児で55．3％

　となり，萌出率が100％に達するのは小学6学

　年児（11～12歳）である。

（6）上顎犬歯は代生永久歯では一番遅く萌出が始

　まり，下顎犬歯よりも約2年遅れて3学年児よ

　り萌出が始まり，4学年児で23．3％o，その後急

　速に増加して，5学年児で81．3％に達するが，

　100　％萌出するのは中学2年生（13～14歳）と

　なる。

（7）下顎ng－一小臼歯は下顎犬歯よりわずかに遅れ

　て萌出が始まり，3学年児で16．5％o，5学年児

　で72％となり，100％に達するのは中学1年生

　（12～13歳）である。

（8）上顎第小一臼歯は上顎犬歯よりも約1年早く

　萌出が始まり，下顎第一小臼歯とぽほ同じく3

　学年児で19％，4学年児で50．5％となり，やは

　り100％に達するのは中学1年生である。

（9）下顎第二小臼歯は下顎第一小臼歯よりも少し

　遅れて萌出が始まり，4学年児で25．2％，6学

　年児で68．2％となり，100％に達するのは中学

　1年生である。

⑩　上顎第二小臼歯は，上顎第一小臼歯よりも少

　し遅く萌出が始まり，4学年児で25．2％，5学

　年児で50．5％となり，100％に達するのは中学

　2年生である。

⑪　下顎第一大臼歯は下顎中切歯と同様に4歳児

　で，すでにわずかながら萌出がみられ，5歳児

　で34％，1学年児で73．4％と急上昇し，4学年

　児で100％に達している。

⑫　上顎第一大臼歯は下顎のそれより少し遅れる

　が，2学年児では，ほぼ同様の萌出率となり，

　やはり4学年児で100％に達している。

⑬　下顎第二大臼歯は4学年児でわずかに萌出が

　みられ，6学年児で52．3％と半数を越すが，中

　学3年生で98．6％であり，100％に達するのは

　高校1年生になると思われる。

⑭　上顎第二大臼歯は下顎のそれよりかなり遅

　れ，50％を越すのは中学1年生であるが，中学

　3年生では94．9％となり，やはり100％に達す

　るのは高校1年生になると思われる。

　以上のことから，各部位別に萌出者率の高いも

のから順に並べてみると永久歯の萌出順位は表3

のようである。

　2．成績の2：う蝕罹患者率について（表1，

　　表2，図1）

（1）下顎中切歯は萌出開始の4歳から小学6年ま

　ではう蝕の発生は全くなく，中学1年になって

　初めて2．1％のう蝕罹患者率がみられるが，そ

　の後も中学2年で0．9％となるだけであり，き

　わめてう蝕発生の少ない部位といえる。

（2）上顎中切歯は萌出者率が72．8％に達した小学

　2年で初めて0．8％のう蝕罹患者率がみられる

　が，その後小学6年までは2．8％を越えること

49



表3　永久歯の萌出順位と学齢

萌出順位 部 位

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
1
1
1
⊥

下顎第一大臼歯

下顎中切歯
上顎第一大臼歯

下顎側切歯
上顎中切歯
上顎側切歯
上顎第一小臼歯

下　顎犬歯
下顎第一小臼歯

下顎第二小臼歯

上顎第二小臼歯

上　顎　犬歯
下顎第二大臼歯

上顎第二大臼歯

歯　式

66

π
坐
2百
ユII　1

星
坐
吾iJ

頁
電「「iy

狂
3⊥亀

7T7一

皿

萌出開始の年齢，学年
萌出率が50％
をこす学年

4歳（2．0％），5歳（34．O％）

4歳（0．5％），5歳（21．5％）

　　　　　5歳（17．7％）

　　　　　5歳（4．8％）

　　　　　5歳（1．0％）

　　小学校1年（7．3％）

　　　　　1年（2．8％）

　　　　　1年（0．9％）

　　　　　2年（4．0％）

　　　　　2年（1．6％）

　　　　　2年（0．8％）

　　　　　3年（3．3％）

　　　　　4年（5．8％）

　　　　　4年（1．0％）

小学校1年

　　　1年

　　　1年

　　　2年

　　　2年

　　　3年

　　　4年

　　　4年

　　　5年

　　　6年

　　　5年

　　　5年

　　　6中

中学校1年

萌出率が100％
に達する学年

小学校4年

　　　4年

　　　4年

　　　4年

　　　4年

　　　5年

中学校1年

　　　6年

中学校1年

　　　1年

　　　2年

　　　2年
＊中3（98．6％）

＊中3（94．9％）

萌出開始か
ら全員萌出
完了までの
期間

5年間

5

4

4

4

4

6

5

5

5

6

5

6

6

上下顎第二大臼歯は中学校3年生になっても，萌出者率は100％に達しない。100％に達するのは高校1年生と

推定される。

図1　各歯種別う蝕罹患率（昭和53年6月）
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はなく，中学1年で10％と上昇するが，それ以

上あまり増加せず，中学3年でも10．6％にとど

まっている。

（3）下顎側切歯ははじめ上顎中切歯と同様に，萌

　出者率が72．8％に達した小学2年で0．8％のう

　蝕罹患者率がみられるが，その後は中学1年に

　なっても2．1％と上昇せず，全体としてはむし

　ろ下顎中切歯に似て，う蝕発生の少ない部分で

　ある。

（4）上顎側切歯は小学2年で0．8％，萌出者率が

　100％に達した5年で2．8％となり，中学1年で

　は12．6％となり，その後もわずかに上昇して中

　学3年で16．7％のう蝕罹患者率を示す。この傾

　向は上顎中切歯とよく似ているが，それよりも

　わずかに高い。

（5）下顎犬歯は小学6年で萌出者率が100％に達

　した後，1年たった中学1年で0．8％のう蝕罹

　患者率を示すが，中学2年でも0．9％となるだ

　けであり，下顎中切歯と同様，きわめてう蝕発

　生の少ない部位といえる。

（6）上顎犬歯は代生永久歯中，一番遅く萌出を始

　め，萌出者率の85．ユ％となる小学6年で0．9％o

　のう蝕罹患者率を示すが，その後中学1年で5

　％となるだけで，それ以上になることはなく，

　ほぼ下顎側切歯と同様の傾向を示す。
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｛（7）下顎第一小臼歯は萌出者率の47．6％になる小

　学4年で1．9％のう蝕罹患者率がみられ，その

　後徐々に上昇して，中学1年では18．1％となる

　が，その後は上昇せず，この傾向は上顎側切歯

　とよく似ている。

〈8）上顎第一小臼歯は，それよりすこし遅れて萌

　出してくる上に，下顎第二小臼歯とよく似てお

　り，萌出開始と同時にわずかながらう蝕罹患が

　みられ，萌出者率がほぼ100％に達する中学1

　年では，う蝕罹患者率は30％を越すが，それ以

　後はあまり上昇せず，中学3年の36．1％oまでで

　ある。

　　したがってこの部位は，それまでの前歯群，

　犬歯群等にくらべると，かなりう蝕発生の高い

　図2　永久歯各部位の萌出者率とう蝕罹患者率の関係

　図2は表2から上下顎の同名部位ごとに，その萌

出者率とう蝕罹患者率をそれぞれのグラフにまとめ

て示したものである。

　このグラフをみると，各部位の萌出後のう蝕罹患

傾向と各歯種間の萌出者率，およびう蝕罹患者率の

類似点が一層明瞭となる。

　このグラフからう蝕罹患者率の傾向が類似してい

る部位をそれぞれ1群としてまとめてみると，次の

図3のように5つの群に要約することができる。
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図3 6歳臼歯（第一大臼歯） と12歳臼歯 （第二大臼
歯） 代生永久歯の各歯群のう蝕罹患者率の比較
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部位といえるが，全体と しては40％を越える

とはない。

（9） 下顎第一大臼歯は萌出間もない5歳からう

の発生がみられ， その後年々急激な 増加を

表4 う蝕罹患者率の特徴による永久歯の5群分類

群 部　　　　　位 歯　　式

1 第一大臼歯群
（6歳臼歯群）

6
［
6
－
6
［
6

萌出と
群が占・小学

皿 第二大臼歯群
（12歳臼歯群）

7】7一一『

717

萌出後
率は急・中学

萌出後

皿 下顎第二小臼歯
と上顎小臼歯群

5
4
1
4
5
一
一
5
1
5

それ以・この

であ

萌出後
】
V
下顎第一小臼歯
と上顎切歯群

21112

414

罹患が。この

防対策

萌出開
上・下顎犬歯 313 う蝕にV
と下顎切歯群 321023 ・ この

底した

▲

　し，中学1年ではついに95％の高率に達する。

　全永久歯中，最もう蝕に罹患しやすい歯種であ

　る。

⑩　上顎第一大臼歯は萌出開始の5歳からう蝕の

　発生がみられ，下顎大臼歯よりは低率である

　が，やはり年々，急速に上昇し，中学1年では

　86．1％に達するQ全永久歯中下顎のそれについ

　でう蝕に罹患しやすい歯種である。

⑪　下顎第二大臼歯は萌出者率が52．3％になる小

　学6年で5．6％のう蝕罹患者率を示し，その後

　急速に上昇して，中学3年では71．3％の高率を

　示す。この傾向は下顎第一大臼歯とよく似てい

　るが，この部位は中学3年でも萌出率は100％

　に達していないので，その後う蝕罹患者率がど

　こまで上昇するかは，高校生のこの部位の罹患

　者率をみる必要がある。

⑫　上顎第二大臼歯は萌出者率が62．2％になる小

　学6年で，15．5％の高率でう蝕罹患者率が示さ

　れており，その後も下顎のそれと同様に急速に

　上昇して，中学3年では43．1％に達するが，そ

　の後の上昇は下顎同様に高校生のこの部位の罹

　患者率をみる必要がある。

　以上のことから，永久歯各部位におけるう蝕罹

患状況の類似しているものを5つの群にまとめ

萌出者率とう蝕罹患者率の特徴・う蝕予防対策上の要点

萌出とほぼ同時にう蝕に罹患し，永久歯う蝕全体の90％近くをこの歯

・ 小学校入学前から，特別な保護対策が必要である。

萌出後まもなくう蝕に罹患し，第1群とよく似た傾向を示し，罹患者
率は急速に上昇する。
・ 中学校入学前から重点的な予防対策が必要である。

萌出後まもなくう蝕に罹患し，罹患者率は40％近くまで上昇するが，
それ以上にならない。
・この歯群のう蝕に対しては，環境改善までも含めた予防対策が必要

萌出後数年経ってから，切歯では萌出者率が100％に達して後，う蝕
罹患が始まるが，その率は15％以内に留まる。
・ この歯群まで罹患する場合は，食生活の改善までを含めた総合的予
防対策が必要。

萌出開始後数年経ってから，切歯では萌出者率が100％に達してから
う蝕に罹患するが，その率は5％以内である。
・ この歯群までの罹患老は歯質の強化まで考慮した個人指導による徹
底した予防対策を必要とする。
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て，さらにこの分類をもとに，各個体のう蝕罹患

状況を類型化し，その各々の型に対して考えられ

る有効なう蝕予防の方法をいくつか組み合わせて

実施することも可能になる。このことを表にまと

めたのが表4である。

考 察

今回の調査結果を，う蝕予防対策を進める観点

から考察してみると，次のようないくつかの興味

ある事項が考えられる。

　1．従来，6歳臼歯といい，12歳臼歯といって

特徴づけられていた第一大臼歯，第二大臼歯はこ

の調査結果が示すように，従来いわれていたより

も1年余り早く萌出している。さらに萌出後間も

なくう蝕に罹患しており，両者ともその後急速に

罹患者が増加していくことがわかった。このこと

は臨床上重視しなければならない事実である。

表5　3～14歳までを通しての総合的う蝕予防対策案

集団的う蝕予防対策の現状

今
後
の
実
施
を
考
え
ら
れ
る
う
蝕
予
防
対
策

集

団

全 般

個

人

胸歯
群

ー

　
　
ρ
0
ρ
O

　
I
I
I
　
　
I

　
　
に
り
た
り

届
第
ー

催

H
の

＋
7
ー
π
1
（

1＋ll＋皿
（54455［5）

1＋ll＋皿＋V
（211124［4）

1＋H＋皿＋］～「＋V
　　（，1，1，1，）

幼　　稚　　園
3歳　4歳　5歳

○給食後の歯みがきはぶ
　くぶくうがい（一部の
園で実施）

○給食後の歯みがき，ま
　たはぶくぶくうがい
　（全幼稚園で実施）
○歯みがき指導
○フツ素塗布
0スライドを使った口腔
　衛生教育

　小　　　学　　　校
1年2年3年4年5年6年

中　　学　　校

1年2年3年

○給食後の歯みがき，またはうが
　い（多数の学校で実施）
○フッ素塗布（ごく少数の学校で
実施）

○カラーテスト錠を使った歯みが
　き指導（一部で始まったぽかり）

○給食後の歯みがき，またはフッ
　素添加水でのうがい
○カラーテスト錠を使った歯みが
　き指導（6歳臼歯，12歳臼歯を
　中心に）

○フツ素塗布
○スライド，ビデオを使った口腔
　衛生教育
○教科書による口腔衛生教育

06歳臼歯萌出時のフッ素塗
　布
06歳臼歯に対するカラーテ
　スト錠を使ったブラッシン
　グの個人指導（3～5回）
○予防充填剤による小窩，裂
溝の填塞

○昼食後の歯みが
　き（ごく一部で
実施）

○昼食後の歯みが
　き
○歯みがき指導
○フツ素塗布
○健康教育の一部
　としての口腔衛
　生教育

012歳臼歯萌出時のフ
　ッ素塗布
012歳臼歯に対するカ
　ラーテスト錠を使っ
　たブラッシングの個
　人指導（2～3回）
○予防充填を行なう

○第皿群の歯牙の萌出時のフッ素塗布
○個人指導による正しいブラッシングの
　習慣化

○第V群に対するフッ
素塗布
○食事，間食指導を含
む個人指導

○第V群の歯牙に
　対するフッ素塗
布
○全般的な生活改
善の個人指導
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　この結果から第一一大臼歯では幼稚園の年長組の

時期に，第二大臼歯では小学校の5年の時期から，

集団として，あるいは個人的に，萌出時のフッ素

塗布やその後の歯みがき指導など，それぞれに有

効な予防対策を講ずる必要のあることがわかる。

　2．　第1群に分類した第二大臼歯群は中学3年

でも萌出者率は100％に達しておらず，その後の

推移ははっきりしないが，そのう蝕罹患者率は，

第1群の6歯臼歯群の場合と同様に，あるいはそ

れ以上に急速に上昇する。このことから今後の課

題として，高校生における調査を行なった上でな

んらかの対策を考える必要があると考えられる。

　3．第皿群に属する部位についても，従来いわ

れていたよりも1年余り早く萌出が始まり，萌出

後間もなく，う蝕に罹患していることが明らかと

なった。最も罹患率が高くなった場合でも35％前

後であるから，第1，第皿群ほどではないが，代

生永久歯の中では，やはりう蝕にかかりやすい歯

群であるといえる。

　4．　第］V群に属する部位では萌出者率が50％oを

越すころから，う蝕の発生がみられるほか，その

後の増加はわずかであり，最高の罹患者率でも15

％を越えることはない。したがって，この歯群は

本来う蝕抵抗性は高いものと思われる。

　5．第皿群，第］V群に共通してみられるのは，

両者とも小学生のうちはう蝕罹患者率は10％を出

ないのに，中学生になって急速に罹患者が増加す

ることである。この両者に対するう蝕予防対策は

中学生になる前に徹底して行なわなければならな

い。具体的には萌出時のフッ素塗布や個人的な歯

みがき指導などが考えられるが，特に第］V群まで

う蝕に罹患してしまう児童には，普通以上に口腔

内の清掃状態がわるいことか，歯質の弱いものが

あるとかの悪条件があると思われるので，食事内

容の検討までを含めた生活習慣の改善までを個別

に指導する必要があると思われる。

　6．第V群に属する部位については萌出者率が

ほぼ100％に達して後，う蝕の発生がみられ，中

学生になってわずかに上昇するが，全体として5

％を越すことはない。したがってこの歯群の歯牙

は本来う蝕抵抗性は高いのに，一部に特に歯質の

弱いものがあって，その上，生活習慣の不適当が

あるなど総合的に不健康な生活を営んでいると思

われる。この第V群までう蝕にかかってしまうの

はよほどのことで，そうした子どもには，全般的

な生活改善の個人指導と徹底した歯みがきの反復

指導が必要であり，この場合には特に家庭におけ

る母親の全面的な理解と協力が必要である。

　7．一般的にみて萌出の早い子と遅い子との間

には歯群によっては4年から6年の差があり，従

来考えられていたよりも個人的な発育程度の差が

大きい。これは現代の子どもの生活が，よくもわ

るくも豊かで，多様化と個性化を来たしているこ

との1つの結果といえるかもしれないが，一方，

う蝕予防の面からみると今までのような集団とし

ての扱いとは別に，今後は個人の発育の程度に応

じた，個人に対するきめの細かいう蝕予防対策を

考える必要がでてきたと思われる。

　8．　う蝕罹患者率を全般的にみると，第一大臼

歯，第二大臼歯の2群と他の代生永久’歯の3群と

の間には明らかに特徴的な差があり，そのう蝕予

防対策も違ったものにならざるを得ない。前者の

大臼歯群に対しては，萌出と同時にフッ素塗布，

さらにシーラントなどの保護対策が必要であるの

に対し，後者の代生永久歯群は小学生の間は10％

以内の罹患者率にとどまっているのに，中学生に

なって急に増加することから考え，本来う蝕抵抗

性があって適切な予防対策を講じれば，もっと低

い罹患者率におさえるものと思われる。

　中学生の段階で行なうべき対策では，まず本人

の自覚に訴えて，もっと自分の歯牙を含めて，自

己の健康管理に対する注意をうながし，総合的な

健康教育の一環としてう蝕予防を理解させるよう

に指導する必要がある。

おわりに

　今回の調査は副題にあるように，有効なう蝕予

防対策を立てるための1つの資料となることを期

待して行なったものである。その意味から，不備

ではあるが　表5に，総合的なう蝕予防対策の1

試案をあげておいてみた。
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神奈川県学校歯科保健指導車の活動

一
ある養護学校への3年間の記録

神奈川県歯科医師会歯科衛生士

　　原田　佳美　　加藤恵美子

　はじめに

［：昭和54年度から，全員就学を目途とした事業が

開始されようとしている。松沢1）は養護学校を中

心とした神奈川県歯科医師会の今後のこの面にお

ける困難性を強調しながらも，現代の福祉政策時

代に対応することについて述べている。

　昭和25年から運行している学校歯科保健指導車

もまた，時代対応のなかで，県下に点在する養護

学校へも巡回活動をっづけてきた。

　今回は神奈川県立三ツ境養護学校への昭和51

年，52年，53年度の3年間にわたる巡回活動の記

録のなかから報告する。

　所在地・横浜市瀬谷区ニツ橋町468番地

　名称・神奈川県立三ツ境養護学校

教職員数

校長

教頭

教諭

講師（常勤）

助教諭

養護教諭

非常勤講師

実習助手

－
⊥
1
1

　
　
5

事
務
職
員

事務長

主任主事

主事

学校司書

4

2

2

学校栄養職員

技術職員

技能職員

臨時雇用職員

－
（
∠
8
3

　言十　　　　　　　　　　　　　57　　　　　　言十　　　　　　　　　　　　　18

嘱託医

学校医3　整形外科医2　歯科医1　i薬剤師1

注：養護教諭のうち1名は歯科衛生士資格併有

在籍児童生徒数

小学部 中学部 高等部 （S。53．5．　1）

学　年

学級数

　男

　女

3
n
∠
4

　
1
3
7
F
O

9
臼
r
O
6

2
6
4

Q
e
O
8

　
1
2
0
ρ
0

　
1
5
0
つ
」

－
門
0
0
0

2
∩
X
）
4

3
1
8

　
1

n
ノ
臼
「
0
4

7
4
6

　
∩
∠
－

9
臼
「
D
り
σ

　
1

n∠

「

0

8

2
0
Q
ゾ

　
ー

ρ

0

0
0

　
3
9
臼

28

104

69

計 16　　　12　　　11　　　10　　　18　　　16　　　83　　　　12　　　19　　　9　　　40　　　　18　　　13　　　19　　　50 173

在籍児童生徒の障害の種類

脳性まひ

脳水腫

進行性筋ジストロフィー

二分脊柱

先天性系統疾患

側わん症

膝蓋骨習慣性脱臼

結核性脳脊髄膜炎後遺症

脳血管異常による交差性まひ

脳ヘルニヤ

捻転ジストニー

ウイルソン氏病

大理石骨症
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診療状況（昭和51年7月1日木曜日）

昭和51年度の記録

＼項目
　　＼　＼

歯
科
医
師

男
女

検査

人員

実施

人員

人［　人
13　　　11

7 5

内 訳

抜歯洗条充側研劇応急処置摩塗
　　　　　　　　　　　　　　　人　歯　　　　　人　　歯

歯石除去

歯
科
衛
生
士

人　　歯

2　　4

2，　2

人　歯
8　　12

3i　3

人　　歯

01　0
1i　1

人　　歯
8i　14

3i　3

人　　歯

訓・・ ・6・61 …5i 1，　1　　11　　17

男
女 0
1

0
雪
⊥

0　　　0

3・　　5

0　　　0

2　　23

十ニコ
ロ

1 1 3 5 2　　23

診療状況（昭和51年7月2日金曜日）

歯
科
医
師

男
女

検査

人員

人
10

7

実施 内 訳

人員抜歯　洗条　充填　研磨応急処置薬　塗 歯石除去

歯
科
衛
生
士

人
10

4

人　　歯 人　歯1
2　　4

2　　2

人　歯 人　　歯

8　　12

3　　3

人　　歯 人　　歯1　人　　歯

計 17　　　14 4　　6 11　　15

男
女

ρ
0

3

ハ

0
0
∂

8　　166

3　　68

計 9 9 11　　234

記事：集団歯科保健指導実施

　　小5－5人　　中1－9人
　　　小6－19人　　中2－11人

　　　　　　　　　中3－11人

高1－15人

高2－8人
高3－11人 合計　89人

診療状況（昭和52年12月15日木曜日）

昭和52年度の記録

＼＼野

歯
科
医
師

男
女

検査

人員

人
8
9

実施

人員

人
4
7

内 訳

抜歯洗条充填研劇応急魍陣塗
　　　　　　　　　　　　　　　人　歯　　　　　人　歯

歯石除去

歯
科
衛
生
士

人　歯
0　　0

1　　1

歯
6
8

　
　
1

人

3
7

人　歯
1　　1

0　　0

人　　歯
1　　　1

2　　　8

人　　歯

副・7 11　　1　　1 10’24 1’　1 3：　　9

男
女

－
占
0
σ

－
占
3

2　　50

4　　45

十曇ロ 414 6　　95
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昭和53年の記録
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　まとめ

　（1）本校は主として肢体不自由児が在学する養

護学校であるため，児童・生徒自身での刷掃法が

不十分のためか，歯口清掃，歯石除去の人員数が

通常学校に比較して多くなる傾向がある。

　（2）母親が自分の車に乗せ通学するケースがか

なりあるようで，ほぼ1日中母親と一緒にいるた

めか，歯に関する関心は深い。そのために電動歯

ブラシさえ集団で購入している。その使用法など

について指導の完壁を期したいと考える。

　（3）　う蝕の処理は，浅在性のものにアマルガム

充填を健常児とほぼ同様に実施しているが，二次

う蝕の発生は健常児に比較して少ない。これは歯

口清掃指導を併行して実施している効果と考えら

れる。

　（4）学校歯科医は，瀬谷歯科医師会田村肇男会

長ということもあって，実に事後措置の処置が完

壁になされているo

　（5）児童・生徒の口腔環境の状態からみて，さ

らに改善を要する面もあるので，年間2日間の巡

回から，さらに回数を増すことが望ましいようで

ある。

　稿を終えるにあたり，本研究を命ぜられ，ご校

閲をいただいた，神奈川県歯科医師会長加藤増夫

博士に感謝の意を捧げると同時に，ご助言を下さ

った理事貴志淳博士に深謝します。

　参考文献

（1）松沢昭生：学校歯科保健の問題点，日本学校歯科医

　会会誌，38：P．63，1978

（2）精神薄弱者問題白書1977：日本精神薄弱老福祉連

　盟

（3）上出弘之ほか：児童青少年問題と医学，安田生命社

　会事業団，1976
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歯科フッ素談義

（1）

　フッ素と歯の関係のはじまり

　歯科とフッ素とのかかわりは，斑状歯の研究か

ら出発している。1915年，Mckay，F．　S．，　Black，　G．

V．の両氏がPッキード山脈地方のコロラド温泉

地帯とアリゾナにおける調査研究で，これまでの

歯学文献になかった地方病性エナメル質発育不全

の歯を発見し，これをmottled　teethあるいは

mottled　enamel一地方病性斑状歯と命名し，サ

ンフランシスコで開催されたパナマ太平洋歯科医

学会で報告し，そして，翌1916年，当時，最も権

威のあった月刊歯科雑誌Dental　Cosmos（アメ

リカ第一の歯科器械商会S．S．　White社発行）

誌上に論文を発表した。これが斑状歯の始まりで

あって，ちょうど筆者が東歯医専校1年生の年に

あたっている。（Mckay，　F．　S．，　Black，　G．　V．：

“Mottled　teeth”an　epidemic　developmental

imperfection　of　the　teeth　heretofore　unknown

in　litterture　of　dentistry，　Dent．　Cos．　vol．58．

p．120，1916）

　それから“mottled　teeth”いわゆる斑状歯は

歯科医学会の注目を引き，以来主として，アメリ

カ学者によって研究が進められた。そして，斑状

歯は，世界各地に散在性に存在していることが明

らかにされた。わが国ではMckay，　Black両氏

の発見から約10年後の1928年（昭和3年）慶応大

学の富取卯太治博士が，岡山県赤磐郡小野田村大

字山の鼻という小部落（13世帯，66名）のほとん

ど全部がエナメル質着色を示しているのを発見

し，「本邦ニオケル地方病的歯牙硬組織ノ異状二

就テ」大日本歯科医学会雑誌48巻（昭和3年）に

発表したのを始めとし，以来，西日本のほとんどの

各地に発見研究が進められた。そして，アメリカ

での斑状歯の研究は進展して，（1）斑状歯の原因は

フッ素である，（2）斑状歯地帯にはう歯発生が少な

い，（3）よって，フッ素をう蝕抑制に転用する，

60

日学歯顧問栃原義人

　という構想に進展していったのである。

　昭和20年8月終戦となり，アメリカ占領軍が進

駐して来た時点で，アメリカでは，すでに，う蝕

抑制のため上水道フッ素化が2都市において実施

されているのを知らされ，その進歩に驚いたが，

わが国では戦前までは，まだ斑状歯のフッ素原因

説すら定着していなかった。それは，九大医学部

歯科教室の斑状歯局所原因説などがあったからで

ある。九大の局所原因説の論拠は乳歯残存のため

に局所が酸性となり，後継永久歯歯牙に発育障害

を受けて斑状歯を生ずるとの説であって，動物実

験でもこれを証明している。要するに，斑状歯発

生についての九大の学説は，古くから知られてい

たターナーの歯Turner’s　tooth（1912年）の成因

の理と同類であるとの考えに基づく。かくて，九

大歯科が教室を挙げて斑状歯の局所原因説の研究

に熱を入れたのは昭和5，6年ころからであっ
た。

　昭和6年11月，第6回九州歯科医学会が熊本市

公会堂で開かれ，期せずして斑状歯の演題3題一

東京，正木正博士（健在），福岡，池田明治郎（遠

賀川流域の斑状歯），熊本，諸国文雄（白川下流

の斑状歯）が集まった。それに会場には，九大歯

科の研究陣が大挙して参加したので，追加討論が

活発に展開され，会場は沸騰した。そこで，当時，

講演部長の筆者は司会者席で立ち往生した思い出

が今なお脳裏に残っている。48年前の昔話であ

るo

　この九大歯科研究グループのメン・ミe－一一には後で

鹿児島医大歯科教授になった副島侃二氏もいたと

思う。

　副島氏は終戦直前まで九大の斑状歯局部原因説

の孤塁を守り，熊本医大，波多野病理の佐田勝清

学士（東歯昭和15年卒，高知市出身，日歯正岡健

夫副会長と同期）などと歯界雑誌上で最後まで論

戦を交じえたものだった。



　斑状歯と副島教授

　ところが戦後になって，この副島氏は昭和23年

12月，三宅久夫博士（健在）の後任として鹿児島

医専歯科教授として赴任されたころから，逆転し

て熱心なフッ素説信奉者に豹変した。そして，昭

和27年2月から12力年にわたり実験された例の京

都山科の上水道のフッ素化（0．06ppm）実施につ

いては強くこれに共鳴，協力された。

　さらに副島氏は，昭和39年8月，残念にも国立

鹿大医学部歯科教授の現職中，急逝されるまで，

せっせと斑状歯，フッ素に関する多数の学位論文

を指導完成するなど学界へ多大の功績を残されて

いる。今は亡き先生のご冥福を祈る次第である。

　なお，前記の三宅久夫博士は桜島斑状歯研究の

最初の人であり，昭和5年早くも現地調査を進め

られていた。当時はまだ，フッ素の定量分析技術

すら定かでなかった時代だった。（三宅久夫：鹿

児島県桜島ニオケル斑状歯二就テ，大日本歯科医

学会会誌，昭和8年7月）

　ちなみに，WHO（世界保健機構）が，上水道

フッ素化の推進を勧告したのは1963年（昭和38年）

の総会決議に基づいたものである。

（2）

　斑状歯と佐田勝清学士

　戦争は昭和16年12月8日，真珠湾奇襲攻撃によ

って始まった。そのすこし前の昭和14年度からわ

が国では医師数を多くしたいとの国策もあって，

単科医科大学進学の道を正流の高等学校，いわゆ

る白線組や予科生のために，これと同等の学力あ

るものにも進学を許すことになった。ここで，歯

科医専出の医大生が生まれ，熊本医大でも一時，

歯医専出が20名余も在学したことがある。このこ

ろ，筆者がひそかに念願したことは，これら医学

の正流を身につけた秀才達が1人でも多く，ふた

たび古巣の歯科畑に舞い戻って新方面を開拓して

もらいたいということだった。その中の秀逸とし

て現に世界歯科的解剖学者として尊敬されている

東歯大の上条雍彦教授がある。佐田勝清君（高知

市出身）は東歯医専出で，この上条教授より3期

先輩，昭和15年3月卒業，歯科医専から医大に進

学した第1回生でもあった。

　佐田君は土佐人らしいネバリ屋で上条教授にも

勝る学究の虫であったが，熊医大では波多野病理

に入り，斑状歯→阿蘇火山病に関する研究に取り

組み，やがて，フッ素投与による斑状歯発生の動

物実験にも成功するなど矢継ぎ早に論文を物し，

その超スピードぶりで学内を驚かしたものだっ

た。

　後に鹿医大教授となった副島侃二氏は当時，九

大歯科医局長から満鉄公主嶺を経て撫順炭坑病院

へ移り，なおも斑状歯局所原因説を堅持して佐田

学士と誌上で論争するよきライバルだったことは

先にも書いた。（佐田勝清：斑状歯二関スル研究

業績総括，体質学雑誌10号，昭和17年）

　やがて，佐田君は筆者の協力を得て，う蝕抑制

剤としてのフッ素内服薬「健歯錠」を創製し，実

験試用した。これが，わが国におけるフッ素内服

実施の最初であった。佐田君こそ将来の歯科病理

のホー一一一プだと期待し，楽しみにしていたが，終戦

後間もなく急逝したのは残念に堪えない。

　佐田勝清学士は熊医大生時代，よく筆者の家に

出入りし，蔵書家をもって任じていた私の書棚を

遠慮なくあさって楽しんでいた。彼は，ある日，

ふと24，5年昔，かのMckay，　Black両氏が世

界で初めて斑状歯を発見し，それを報告したアメ

リカの月刊雑誌Dental　Cosmos　vo1．58（1916）を

この書棚から発見，その古い原本を手にし，強い

感激に打たれたものらしい。その感激が彼の斑状

歯研究に対する情熱をかき立てる引き金となった

と思われる。人間のめぐり逢いほど，神秘なもの

はない。

　ちなみに，筆者らが東歯医専時代の1年生の英

語は奥村鶴吉先生が担当され，その教科書として

雑誌Dental　Cosmosが使用されていた。筆者は

この月刊雑誌を続けて購読していたので，本棚に

それらがあったわけである。こんなアメリカ雑誌

も開戦後は全く輸入されて来なかった。

フッ素内服薬

佐田学士は，斑状歯がフッ素により発生するこ
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とを動物実験で実証し，さらに進んで，彼が呼称

したいわゆる潜在性斑状歯の状態に処理すること

により，う蝕を抑制する着想を進めた。昭和17年

初めごろであった。ここで，この着想を実験に移

すべく筆者と合議の上，微量フッ素内服の共同研

究に手を染めることにした。

　研究の結果，フッ素内服薬は小錠剤1粒0．259

とし，主剤フッ化ソーダ0．019，ほかに消化強壮

剤などを配合し，これを「健歯錠第10号」と命名

した。

　昭和18年9月，熊本市城東国民学校初等科1年

生男女各10名を選び，さらに翌昭和19年4月，同

じく1年生男女各25名を選び，実験群を編成し

た。昼食時間に衛生室で養護訓導の協力のもと，

毎日「健歯錠」1粒ずつを服用させた。非登校日

は自然，服用しない。なお，臨床実験に入る事前

に「健歯錠内服の承諾書」を受けておいたことは

もちろんである。

　この実験は一応3力年の内服成績を待って発表

すべく準備したのである。ところがこのひそかな

る計画は漏れて，昭和19年5月2日，熊本日日新

聞に「むし歯を内服薬で退治。栃原博士，予防薬

を発見」のタイトルで麗々しく報道され，微苦笑

とともに大いに迷惑したことだった。

　さるほどに，昭和19年9月ころから本土空襲に

おびえ，警戒警報発令中など「健歯錠」服用を怠

らねばならぬ日も多くなり，ついで学校分散教育

と変わり，学童の疎開離散するものようやく多き

を加え，実験ダイヤはめちゃめちゃとなり，ついに

翌昭和20年7月1日の大空襲を受け，学校だけは

奇跡的に残ったが，校区の大半は灰儘に帰し，そ

の日筆者もまた罹災し，丸裸にされたのである。

しかし，結果的には曲りなりにも実験第1群では

1年10ヵ月，第2群ではおよそ1力年の内服実験

ができたのである。

　これより先，佐田医学士は，昭和18年9月，熊

本医大から八幡製鉄病院へ去り，翌年秋には応

召，陸軍軍医中尉として野戦に進出した。そし

て，終戦の年の暮，幸いに佐田中尉は沖縄戦線か

ら帰還し，やがて，八幡製鉄病院に帰任し，ふた

たび彼の熱烈な学究生活が始まった。

　このころ，筆者との交渉も繁くなり，フッ素実

験の共同研究も再出発しようと計画中であった。

図らざりき，佐田医学士が昭和22年5月8日，腸

疾患手術中に急逝しようとは。享年31歳。復員

後わずか1年半であった。「若草や　阿蘇を指す

人土佐劃ヒ（なまり）」恩師波多野教授の追悼の

句である。

　かくて，このようにして終わった筆者らのフッ

素内服薬投与の成績総括は次の通りであった。

　（1）小学1年生にフッ化ソーダ毎日1mgを約

1年投与してもなんら有害な事実を認めない。ま

た，斑状歯の発生もない。

　（2）　フッ素内服によるう蝕抑制の効果は，少な

くともこの条件では著効は認め難い。（栃原義人：

斑状歯二関スル熊本医大ノ研究業績大要，（1）（2），

歯科学雑誌，8巻7，8号，昭和27年7，8月）

　終りに，若き半生の情熱を斑状歯研究に捧げた

佐田勝清医学士の冥福をお祈りする。

学校保健に関する研究と活動について

敦賀市学校歯科医会東郷実夫

　まえがき

　敦賀市は人口6万余の北陸の古い港町として栄

えた小都市であるが，学校保健に関する活動は熱

心なところである。
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　学校歯科についても多くの先輩たちが幾多の実

績を残し，当時小都市としては画期的な試みとし

て，いち早く敦賀市教育委員会内に歯科衛生士を

職員として常駐採用して，学校歯科医とともに市

内小中学校に歯科専門分野における児童生徒の実



地指導にあたり，きめの細かい保健教育・保健管

理に今日まで効果を上げている。

　市内において開業する歯科医，勤務医全員が学

校歯科医として2～3校を担当し，検診・事後措

置を通じて学校内外，学校教育関係者，父兄の家

庭教育まで保健指導に努力している。なお日本学

校歯科医会にも県下にさきがけ加入し，研修，連

携の場として着々として実績を上げている。

　学校歯科の年間行事として，前期には学校保健

会，敦賀歯科医師会とも連携して県下のよい歯の

子のコンクール（小学生6年生対象），歯科衛生週

間においては図画・ポスターの募集，表彰，展

示，歯みがき訓練会の実施など，後期においては

歯科衛生に関する指導者研究会を中央から講師を

招き，学校歯科医，校長，保健主事，養護i教諭を

対象に行なっている。

　児童生徒については全日本よい歯の学校表彰に

参加し，51年度第17回には市内小中学校全体が受

賞，連続表彰校もすでに数校ある。敦賀市保健

会，小中学校教育研究会とともに，毎年輪番制に

よる研究校を指定し，学校保健に関する研究と活

動を実施して，その結果を発表会，反省討論会で

行ない，内容全部を冊子にまとめ関係者全員に配

布している。以下，昭和50年度から53年度までの

「学校保健に関する研究と活動」の発表録から学

校歯科に関するものを参考資料として引用する。

資料1　むし歯を防こう

昭和53年度敦賀市東浦小学校保健委員会

　東浦小学校は，児童数122名，1学年1学級で，

中学校といっしょになっています。保健委員は5

年生4名，6年生年4，計8名です。

　4月の歯の検査の結果，全体の89．7％の人にむ

し歯があり，残りの10．3％も歯の治療がされてい

る人で，1本もむし歯のない人は，1人もいない

ということがわかりました。

　そこで私たちは，むし歯を防ぐための取組み

を，次のように進めてきました。

取りくんできたこと

6月・実態調査（各学級に，むし歯予防に

　　　　　　　ついてのアンケートをと

　　　　　　　る）・…・…………………・……（1）

　　　　・結果を全校集会で発表，食後や

　　　　　　　夜の歯みがきを訴える。

夏休み中・歯みがきの習慣をつけるため，

　　　　　　　個人カードを1人1人に配

　　　　　　　る0

10月・文化祭で発表。

　　　・どうしてむし歯になるのか。

　
　
i
　　　・むし歯を防ぐには，どうしたらよ
　　　　　いかo

　
　
’
し　　　・夏休み中の個人カート集計結果…・（2）

　　　・歯みがき体操（小・中学生，父兄全
　　　　員で実際にやってみる）

　　　　・5，6年生に協力してもらっ

　　　　　て，食後の歯の汚れ状態を調べ

　　　　　るo・…………………………・……・（3）

11月・全校集会で，食後の歯の汚れ状態，

　　　　　調べた結果発表。食後の歯みが

　　　　　き，口すすぎの大切さを訴え

　　　　　る。

　研究内容

（1）　6月　実態調査アンケート内容

　朝，歯をみがいているか。

　夜，歯をみがいているか。

　食事のあとで歯をみがいているか。

　横みがきをしていないか。

　歯みがき体操のようにみがいているか。

　むし歯予防するために，どういう工夫をしてい

　　るかo

　甘いものを食べたあとで，歯をみがいている

　　かQ

　むし歯になった人は，早く治療しているか。

　すききらいしていないか。

　むし歯を予防するために学級全体でしているこ

　　とがあったら書いて下さい。

　このアンケートの結果は，夜歯をみがいていな

い人が多い，食後に歯をみがいていない人が，学

年がすすむにつれて少なくなっているということ

や，正しいみがき方ができていない人が多いこと
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食後の歯みがき（％）
　　　　　　　　　　　後

　毎日みがいた　　　　　26

　ほとんど毎日みがいた　36

　大体毎日みがいた　　　16

　ほとんどみがかない　　20

甘いものの食べ方

　ほとんど毎日気をつけた

　あまり気をつけなかった

　まったく気をつけなかった

でした。

（2）夏休み中の歯みがき調べ，個人力t・一・pド集計結

　果

　　　　　　　　　　朝食　昼食　夕食　寝る
　　　　　　　　　　　　　後　　後　　削
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　朝食のあとに歯をみがいている人はわりと多い

ようですが，昼食や夕食のあとの歯みがきはぐっ

と少なくなっていることがわかります。

　これらの結果からわかったことは，むし歯を防

　ぐのに一番大切な

　・食事のあとに歯をみがく

　・夜ねる前に，歯をみがく

　・じょうずなみがき方をする

　・甘いものをなるべく食べないようにする

などの習慣がまだまだついていないということで

す。

（3）食後の歯の汚れ状態，調べ結果

　5，6年生を対象に，給食後，次のようにわり

あてて，カラーテスターを使って調ぺてみまし

た。

　・そのまま調べる人

　・口を水でよくすすいでから調べる人

　・横みがきを1分してから調べる人

　・横みがきを3分してから調べる人

　・正しいみがき方を1分してから調べる人

　・正しいみがき方を3分してから調べる人

　個人カードを1人1枚渡し，鏡を見て，赤くそ

まったところをカードにぬってもらいました。

　カードから気がついたこと

　そのままの人と口を水でよくすすいだ人とを比

べる。

　・そのままの人は：歯全体が赤くそまってい
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　　て，全部まっかな人が何人もいた。歯と歯の

　　間や，まわりが特に赤くそまっている。

　・うがいをした人は：奥歯が全体的にきれいに

　　なっていて，赤い色がうすい。前歯より奥歯

　　のほうがきれいになっているが，すみはあま

　　りきれいになっていない。

横みがき1分間の人と，3分間の人とを比べ
る。

　・1分間，3分間とも：歯と歯のあいだや，歯

　　の根もとが赤くそまっている。奥歯のかみあ

　　わせのところが，赤くそまっている。

　・1分間と3分間のちがい：1分より3分のほ

　　うが赤い色がうすい。

　正しいみがき方1分間の人と，3分間の人とを

比べる。

　・1分は，ところどころ赤くそまっているとこ

　　ろがある。

　・3分は，ほとんどそまっていなくてきれい

　　だ。

　・1分，3分とも：歯と歯のあいだや，歯の根

　　もとが全体的にきれいだ。

これらのことから，

　・食後は，歯がたいへん汚れている

　・横みがきでは，歯のすみずみが，きれいにな

　　らない

ことが，はっきりわかりました。

　これからも，食後の歯みがき，正しいみがき方

が徹底するように，がんばりたいと思います。

資料2

中学校におけるう歯の状況について

昭和50年度　角鹿中学校保健委員会

　私たち保健委員は，今年，生徒保健研究会の当

番校にあたっているのを知り，何について取り組

もうか1学期からいろいろと相談してきました。

　その結果，いぜんとして学校病の中で一番多い

う歯について取り組むことに決め，夏休み中にア

ンケートの内容を検討し，2学期早々に各校に配

布してアンケートを取っていただきました。

　その結果をまとめたものが，次のものです。



学校全体で，う蝕歯を持っている者（4月検診時）

　　　　　　　　　（単位：％，以下同じ）
間食のあとにもロすすぎをする人

愛発西浦1東浦松陵気比粟野角鹿　愛発西浦東瀧陵気晦野角鹿
27　　　　100　　　　100　　　88．9　　　95．1　　　92．2　　　96．8

1・48・56・・i9．・56．17．・11．1

　この表からもわかるように，ほとんどの学校が

90～100％と，ほとんど全員う歯を保有している

ことになります。

①ところで4月の検診では，どのくらいの人がう

歯をもっていたのかを見てみると次表のとおり

です。

4月の歯科検診で何本むし歯があったか

　1日3回みがく人はどの学校も少なく，1日1

回ですませている者が多いようです。しかし，間

食のあとにも口すすぎをする者が幾人かいること

は好ましい現象だと思います。

③次に両親にむし歯があるかどうかは次表のよう

です。

どちらか一方にある人

聾醐：輔鞭気比廟1角鹿　愛発西瀬浦松陵気比粟野角鹿

1　男
年　 女

2
年

3
年

男
女

男
女

　　　I　　　　　I15．3　　8．5　　1．4　　　　　5．811．5　7．O
　　　t10．5　　8．5　11．4　　7．4　　9．8　　6．0

　　　I　　I　　I　　I12．1　28．61　　　7．2　　　　　8．3　　　　　　　7．812．28．gl　8．5、4．　S！　1。．。1、1．7、、．3

　11　　　　1

12．0

9．4

35．0　　　42．9　　　35．4　　　48．8　　　37．2　　　46．5　　　46．6

11．9

15．4 両方ともにある人

　　18．918．710．1

018・5［7・2

7．44．O！　17．4

6．　6！　1・．・1”el・
11．8

8．4

愛発1西浦東浦松陵気上牒野1角鹿
…i138・・117・　3　18・・39・・612．・i14．・3

1本もなかった人

愛発1西浦i東灘陵気比粟野1角鹿
44．3　　18．7　　31．9　　55．0　　45．2　　39．1　　31．5

松陵をのぞいて半分以上の人が，処置のまだし

ていないう歯を，1本から15，6本持っていたこと

になります。

②歯みがきの状態（％）を見てみると下表のようで

す。

1日3回みがく人

愛発西浦1東浦松陵気上練野角鹿
・9…　　1・41・3「1・72．6・

両方ともない人

愛発西浦東浦松陵気比粟野角鹿
54．・919．・・Z3｛・7．・951．241．337．・

1日2回朝夕みがくという人

愛発西浦東浦松陵気比陳野角鹿
17・・722・・528・・94・・　5　139・・225・・13・．・9

1日1回朝または夜だけみがく人

愛発西浦庚浦松陵気比粟野角鹿
　　　　161・969・・462・・9…7153．・65．・258．・

両方ともにあるという人は少なく，どちらか一

方にというのと，両方ともないというのが同じく

らいです。ここ20年ほどのあいだに，むし歯がど

んどんふえて来ていると思われます。

④いつごろから永久歯にむし歯ができはじめるの

かをみると，

　1年生は，愛発では小学校の5年生ごろ，気比

では3年生～4年生ごろ，松陵は5年生頃が多

く，粟野，角鹿では小学校2，3年ころです。

　2年生は，愛発，東浦，気比，粟野では小学校

3年ころ，松陵，気比では4年生ころが多いよう

です。

　3年生は，愛発は3年生ころ，東浦では4年生

　　　　　　　　　　　　　　65



ころ，松陵，気比は3年生から5年生ころにかけ

て，粟野では3年生が多く，角鹿では3年生から

5年生にかけてが多いようです。

⑤食事やおやつとの関係をみると，

　海草類をよくたべる人：愛発の1．5％から，松

　陵の14．8％

　小魚類をよくたべる人：愛発の6．3％oから粟野

　の20％

　乳製品（チーズ，牛乳など）をよくたべる人：

　西浦の5％から粟野の33％

　甘い物をよくたべる人：西浦の38％から角鹿の

　64％

　乳酸飲料や清涼飲料をよく飲む人：気比の30％

　から粟野，角鹿の52％

　果物をたくさん食べる人；愛発の42％から松陵

　の74％

というように，歯にょい海草類や小魚類，乳製品

などが案外少なく，甘い物や清涼飲料を多く摂取

しているようです。果物をよくたべる人が40％か

ら74％というのは，食後に食べれば歯の清掃にも

なって大変よいと思われます。

⑥むし歯の予防としてどんなことをしたらよいと

　思うか，という問いに対しては，

　④個人として

　　朝夕の歯みがき・毎食後の歯みがき・食後の

　　口すすぎ・間食後の口すすぎ・甘い物をたべ

　　ない・ていねいに歯みがき・食べてすぐに歯

　　をみがく・間食後も歯をみがく・自分で歯み

　　がきを記録し考える・フッ素塗布・みがき方

　　の工夫，などが，あげられています。

　◎集団として

　　昼食後口すすぎをする・昼食後歯みがきをす

　　る・歯みがき体操をする・歯のみがき方を習

　　う・牛乳や魚の小骨を食べる・歯の検査をす

　　る・表を作ってしらべる・むし歯コンクール

　　をひらく・家族で食後の歯みがきをする・フ

　　ッ素塗布・ジェット水洗・集団でうがいのよ

　　びかけ・歯みがき調査

　などでした。

　そこで，このアンケートをとったあと，私たち

の校医である堂先生のお宅へお伺いして，お話を
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聞いてきた結果をいれて，まとめとしたいと思い

ます。

　まずアンケートの質問事項の中の②の㊥，「間

食のあとにも口すすぎをする」とありましたが，

これは「ものを食べたら必ず口すすぎをするとよ

い」というご指摘を受けました。

　次に⑤の食物やおやつとの関係というのは大変

重要なことで，間食に菓子類，チョコ，ガム，ア

メ，などの糖分をとることは歯にとって最悪で，

果物，干し柿，おかき，するめ，いもなど自然に

できたもの，家で母親が手作りできるものが大変

よろしいということでした。もうひとつ，第一大

臼歯と第二大臼歯（生える時期の名を取って，6

歳臼歯，12歳臼歯とも言われる）の重要性につい

ても，第一大臼歯は6歳頃に生える歯でむし歯に

なっている人が多く，最後に残ったすりつぶすと

ころの歯である第二大臼歯を大切にするように，

ということでした。これがむし歯になると，食物

がかめなくなり，歯並びが乱れ，最後にはかむこ

とが困難のため，胃腸障害や，ひいては体の衰弱

をきたすそうです。

　また，第三大臼歯（親しらずと呼ぼれるもの）

は，はえる人とはえない人がいて，はえてもかむ

ことができないそうです。そこで私たちは，角鹿

中学校での第一大臼歯，第二大臼歯にむし’歯があ

る人はどのくらいかしらべてみました。

　第一大臼歯がむし歯の人は，

　1年2人で1．3％，　2年6人で4．5％，　3年

　25人で17．4％，計33人7．8％

　第二大臼歯がむし歯の人は

　1年26人で17．1％，2年14人で10．6％，3年20

人で13．1％，計60人14．1％となりました。

　この調査では，第二大臼歯のむし歯の人が多い

ようですが，治療をうけて治した人もふくめると，

第二大臼歯より第一大臼歯の方にむし歯が多いと

いうことがわかりました。

　今後，この研究を保健委員会としてどのように

生かしていくか，むずかしいのですが，私たち保

健委員といっしょになって考えていきたいもので

す。



資料3

自分に適した歯のみがき方と習慣化

昭和51年度／粟野小学校　6年1組

　はじめに

　私たちがこの研究をするようになったきっかけ

は，夏休み前の代表委員会で，保健委員会から

「夏休みの生活についての反省作文を書いて出し

てください」と提案されたことにあります。

　研究のとりくみ

　（1）学級文集で保健特集としてみんなに知らせ

　　たこと

　私たちのクラスでは「夜の歯みがき」を目標に

したけれど，なかなか実行できなかったと反省作

文が多く出されました。これを印刷してみんなに

読んでもらいました。

　作文1　本多リカ

　私は歯の性質が弱くて，毎年のように歯医者が

よいをしています。だからなおのこと歯をみがか

なければならないのに，ついめんどうくさくなっ

てみがかないときがあります。

　作文2　岡林いくえ

　私のめあては，朝・夜毎日歯をみがくことで

す。でも時たま夜みがかないこともあるのです。

そのかわり毎朝歯をみがいています。

　朝は歯をみがかないと口の中がすっきりしませ

ん。でも夜は口の中がすっきりしているから気が

つかないときもあります。

　毎朝歯をみがくことはまもれても，毎晩はあま

り守れなかった。まもっていればよかった。

　作文3　高田大樹

　毎日，朝晩歯をみがこうと思っていたけれど，

ぜんぜんできなかった。だからいけないと思う。

でもいままでできなかったからしかたないと思

う。でも今度からはやれるようにしようと思う。

　作文4　吉田恭子

　今年の夏休みは，生活の目あてをきめることに

なったので，なににしようかまよいましたが，け

っきょく朝も夜もかならず歯をみがくということ

を目あてにしました。

　夜，歯をみがくということはかんたんそうで，

実際やってみると，なかなかつづくものではない

みたいです。やりはじめて三日ぽうずで，ながつ

づきしませんでした。それは夜というとねむたい

し，めんどうくさいからです。

　先生は，みがきはじめると，もうくせになって

みがかないとねられないほどになる，とおっしゃ

った。それぐらいになりたかったけれど今年の夏

休みもできなかった。努力がたりないのかな。

　来年の夏休みにはかならず，歯をみがかなけれ

ぽならないほどになるようにがんぽります。

　作文5　西村良子

　私はこの40日間，「毎晩歯をみがく」と目標を

きめて，生活してきました。でも7月中全然守ら

れませんでした。

　8月になったら，はっと気がつき，自分でも反

省してやっていったつもりです。でも1ヵ月間の

間，ぬけたりする日もたまにありました。それに

最初計画するときに十分しておかなかったことも

あります。

　だけど，少しはぜったいに夜歯をみがいてねる

んだ！　ということは少し自分でもおもうように

なって，気をつけるようになれたと思います。

　作文6　林　しのぶ

　私は，夏休みに入る前に保健委員会から，一つ

目標をたてるようにといわれて，「毎夜歯をみが

く」という目標をたてました。

　夏休みに入って，1日目の夜ははりきってみが

きました。2日目の夜もちゃんとみがきました。

でも，もったのはそのくらいであとはみがいたり

みがかなかったりのくりかえしでした。

　私は，せめて10日は続けたいと思っていたの

に，2，3日で終わるなんて，自分で自分がなさ

けなくなりました。そして，時々みんなは自分の

たてた目標を守ってるのかなあと思うときもあり

また。

　1日の日に歯医者に行ったとき，先生に「’歯を

みがいてるか？　みがいとらんやろ」といわれて

がっくりきました。だってみごとに当っていたか
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らです。私は「たまにしかみがかない」とこたえ

たら，「みがかなあかんぞ！」と先生におこられ

ました。

　歯医者へ行ったその夜，（私が毎夜歯をみがか

ないのは，もうむし歯があるからみがいても仕方

がないと思う気持ちがあるからやろか？）と私は

思いました。（よしこれからはむし歯がまだある

けれど，毎朝，毎夜みがいてやる）と思いまし

た。でもやっぱり続かないみたいです。

　前ほどじゃないけれど歯をみがかない日があり

ます。

　夏休みの終りに（ああ，けっきょく10日も続い

た日がなかったなあ）と思いました。

　この作文について，みんなからいろんな意見や

感想が出されました。

・ もっとわるくならないようにするのが一番いい

　です。

・おかあさんが「習慣づけなさい」といったけれ

　どなかなかつきません。

・夜，歯をみがくのを忘れるのは，きっと本気に

　なっていないのだな。

・歯をみがくというのは，かんたんなようでなか

　なかできないな。

・朝は歯をみがけるのに夜はどうしてみがけない

　のかなあ。

・ 私は，夜ちゃんとみがいているせいか，むし歯

　がありません。

　（2）学級会へ学級保健係より提案

　夜の歯みがきの習慣化はむずかしいというなや

みが多かったので，1人ではとり組めないことで

も，学級のみんなでとり組めば続けられる方法も

あるだろうと，保健係が学級会に提案しました。

その結果学級のみんなで競争しあってやっていこ

うということに決定し’ました。

　（3）第1回不潔度検査実施

　自分の歯みがき状態を知るために不潔度検査を

やりました。A15％，　A／38％，　B45％，　C　2％

でした。
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　（4）夜の歯みがき調べを実施

　はじめは少ない人数でしたが，不潔度検査や夜

の歯みがき調べをやっていくうちに，だんだんふ

えて90％の人が実施するようになりました。しか

し習慣化するのはまだまだ先のことで，土曜，日

曜になると，夜の歯みがき実施の人数がへりま

す。道はまだまだ遠いという感じです。

。　日記より1　仲谷　達夫

　夜のはみがきは少ししかしないときがある。ま

えはみがいたときなんて少なかった。なぜよくみ

がくようになったかは，夜の歯みがき表があるよ

うになってからだ。

　2　中條未央
　夜になると，どうしても歯がみがけない。

　朝になって歯をみがいていると，「今夜はぜっ

たいに歯をみがいてやる」と思っていても，実

際夜になってみると，「もうじゃまくさいなあ。

どうせ朝みがいているし，むし歯にならんだけえ

えわ」とか思ってみがきませんQ

　学校で「歯をみがきなさい」と言われ，歯をみ

がいたら，「よし，明日からぜったいにずっとみ

がくそ」と思うだけです。だいたい三日ぼうずで

す。どうしたらなおるかな？

　3　柴田　信憲

　ぼくは，夜あまり習慣づけていません。あまり

みがかないのは土曜日です。土曜日は柔道があっ

て，夜の10時頃帰ってきて，あとはテレビをみる

か，勉強です。みがけないと言っているけれど，

みがけます。とてもねむくて歯をあらう気になり

ません。どうしたらみんなのように，習慣がつけ

られるのかな？

けれども，次の実態から考えると，夜の歯みが

き調べの効果はでてきました。

　　　夜の歯みがき調べ

夜の歯みがき調べをしだしてから実行
している

前からやっているがまだ習慣化してい
ない

完全に習慣化している

（5）第2回不潔度検査

24人

人

人

「

0
0
ゾ



　この検査は給食後の6限目に実施しました。A

5％o，A，70％o，　B22％o，　C3％でした。1回目

のときより悪くなった人が26％出ました。

理由は　①給食後だから，歯にカスがたまってい

　る。②肉などかたい物をたべない人は歯がきた

　ない。

　その結果，かたい物をたべると歯も丈夫になる

し，歯ならびもよくなるという知識を得ました。

また，歯みがき後すぐ，不潔度検査をして，自分

の歯のみがき方がよいかどうかもためしてみるこ

とに気がつきました。

　（6）自分の歯のみがき方は適切か

　A70％，　A，30％でした。

　自分のみがき方は，大たいよいと考えられま

す。2回目の不潔度検査のA’BCの人のよごれ

は，食物を食べたときに残ったものといえます。

だから3・3・3の歯みがき運動をやっていこう

ということになり，学校で給食後はブクブクうが

いをすることになりました。

　（7）第3回不潔度検査と全校の不潔度検査の比

　　較

　6の1はA38％o，　A’57％，　B5％でした。全校

はA5％，　A’41％，　B45％，　C9％oでした。

　全校と6の1の結果を比較してみると，大きな

開ぎがみられます。この結果，6の1で取り組ん

できたことは，単純なことではあるけれど，歯を

みがくとき，ずい分気をつけてみがくようになっ

たということがいえます。

（8）歯みがき方法の個人研究

①奥歯まできれいになるように，歯ブラシの先

を斜めに切り取りました。それからは，大へん

よくみがけるようになり，よろこんでいます。

　　　　　　　　　　　　　　（立川恵美子）

②ぼくの歯ブラシは，大人用の大きい歯ブラシ

なので，4列ぐらい切ってみがいています。今

までは，めちゃくちゃにみがいていたけれど，

上下まわすようにみがいてみました。そした

ら，前よりきれいになりました。

　6年になってからは，毎日，朝と夜みがいて

いたので，ことしは，歯は治療しなくてもよか

ったかららくでした。（福島武善）

③私は，鏡を見ながら全部の歯がみがけるよう

にみがいています。

　もうひとつは，1回全部みがいた歯に，ブク

ブクうがいをして，もう1度歯みがき粉をつけ

ないでみがきます。だから今2回みがくことに

なるのです。1度みがいた歯と，2度みがいた

歯は少しちがうと思います。（休庭洋子）

④歯のうらがわにかすがたまっているのをみつ

けてからは，今までふつうのみがきかただった

のを，歯ブラシの角を使って，けずるようにみ

がいている。（岡田敏和）

⑤私は今まで，歯ぐきをきたえるために歯ぐき

からみがいていました。ところが第1回の不潔

度検査の結果では歯と歯ぐきの間がよごれてい

ました。それで，みがぎ方をかえました。

　最初は，今までどおりひととおりみがいて，

次に，歯と歯ぐきの間をひどくないていどに横

みがきなどで，こまかくみがきます。次に，ま

た最初のみがき方でひととおり終ります。

　私の歯は，べつにでこぼこしていないので，

横や奥などこれといって，くふうしていません

が，する時はおくまで気つかってみがいていま

す。（西村良子）

⑥前，歯の不潔度検査をしたとき玉井先生が，

「かたい物をたべると，歯が丈夫になるし，歯

ならびもよくなります」と話を聞いてからは，

毎日かたい物をたべています。私は，おつけ物

とか，リンゴをたべています。（丸市千鶴）

　第1回目の不潔度検査の結果はBでしたが，

「Bなんてさいていだなあ」と思って，毎日夜

歯をみがいていました。

　第2回目はA’でした。やはり毎日みがいて

いたからかなと思いましたが，Aになるまで続

けなきゃあと思いました。

　第3回目はついにAなりました。やっぱり毎

日いっしょうけんめいにみがけば，きれいにな

るんだなあと思いました。

　個人研究をまとめると次のようになります。
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自分の口や歯にあうように歯ブラシの
大きさをくふうした人

歯みがきのしかたをかえた人

2回くりかえしてみがいている人

かがみをみてたしかめながらみがいて
いる人

12人

22人

2人

18人

　夜の歯みがきをとり上げて研究していくうち

に，みんなそれぞれ自分に適した歯のみがき方を

見つけ，実行していくようになってきました。

　おわりに

　初めに学級会で話し合ったように，6の1みん

なではげまし合い，たしかめ合って夜の歯みがき

の習慣づけをやってきたと思っています。今後も

月1回ぐらい不潔度検査を実施し，ずっとこの取

組みを続けていくことが私たちの課題です。

　そして私たちのクラスでは，今でも夜の歯みが

き調べをつづけています。

資料4

私たちの歯みがき運動

　　　　　　昭和52年度／東愛発小学校保健委員会

　私たちの学校では，昼の給食を食べた後，毎日

みんなそろって，歯みがきをしています。そのた

め学校の手洗い場には，みんなひとりひとりの歯

ブラシやコップがそろえてあります。このよう

に，学校でみんなが歯をみがくようにしたのは去

年の6月からです。先生から歯のみがき方を教え

てもらいましたが，その正しいみがき方を身につ

けるようにということで，それから後，学校で歯

をみがくようにしたのです。

　それでまず，私たち保健委員会で調べたこと

は，私たちの学校のみんなは給食した後，ほんと

うにしっかり歯をみがいているかどうか，という

ことです。そして，家にいるときも毎日よくみが

いているかどうかを調べてみました。私たちの学

校の子どもは，みんなで26名います。その調べた

結果は，次のとおりですが，この調べをしたとき

には24名いました。

　あなたは，学校で給食した後，歯をみがいてい

ますか。

　1．かならずみがいている　　　　　　　12人
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　2．　ときどきみがいている

　3．　みがいていない

あなたは，家で歯をみがいていますか

　1．　毎日みがいている

　2．　ときどきみがいている

　3．　みがいていない

9
30
δ
1
0

1
⊥
－
よ

　この調べたことをみて，私たちは，「あまりよ

くないなあ」と思いました。歯みがきは毎日しな

けれぽならないのに，学校でみがく人も，家でみ

がく人も，毎日かならずみがいている人は，全体

の半分ぐらいです。

　次に，私たちが調べたことは，学校の子どもた

ちひとりひとりについて，学校や家で歯をみがい

ているようすをみてみました。さきにみせた表の

結果をまとめてみると，次のとおりになりまし

た。

1

2

3

4

5．

6．

歯みがきのようす

π煎購毎もで校学もでる
家
い

校

　
校

学

　
学

瓜喝鷹
く
い
が
が

み
み
き
日
ど
毎
き
は
と
で
は

家
で

が喝娘汎い
み

癒
日
力
毎
が
は
み
で
は

家
で

臆で校学包がみ
る

き
い
ど
て
き
い
と
が
は
み
で
日
家
毎

がみ逮ときと唱で校学も
る
で
い

家
て

憶で校学包がみ送とき
い
と
な
濾

か

で

が

家
み

8人

3

2

4

6

1

　このような結果になりました。これをみても，

毎日かならずみがいている人は1，2，3番を合

わせ13人です。学校全体の子どもの半分に当たり

ます。そして後の半分はときどきしかみがかない

人となっています。学校全体のみんなが毎日，し

っかり歯をみがくようにしなければいけないと思

いました。

　このようなことから，私たち保健委員会では，

学校のみんなに向って，毎日しっかり歯をみがく

ように呼びかけることにしーました。まず，学校の

みんなに向って，月曜の朝の全校朝礼のときに，

保健委員の代表が出て，みんなに毎日，しっかり

歯をみがくように言いました。歯みがきのボスタ



一を出したりしました。次に私たちは学校のみん

なひとりひとりが，たしかにみがいたということ

が，はっきりとわかるような，何かよい方法はな

いかと考えました。このことから学級ごとに，歯

みがき表を作って掲示することにしました。学級

のひとりひとりの名前を書き，給食のあとで歯を

みがいたら○をつけ，みがかないときは×をつけ

るということを，書きこむようにしたものです。

この表をつけるのは，保健委員の者がしました。

　このようにして，私たちは学校の給食後の歯み

がきをすすめていました。特にこの歯みがき表を

つけるようにしてから，みんなは前のときより，

歯をみがくようになりました。みがくのをわすれ

て×をつけられても後で歯みがきをしています。

　けれども，私たちは，学校ばかりでなく，家に

いるときも毎日，しっかり歯をみがかないといけ

ないと思いました。学校で給食後みがくといって

も，土曜日と日曜日にはみがけません。つまり学

校でみがくといっても，毎日みがけないわけで

す。このごろ，むし歯がふえてきたのは，あまい

ものをよく食べるからだと聞いています。このこ

とについて，学校のみんなにあたって，調べてみ

ました。

　　間食について

　あなたは，おかしやあめがすきでよくたべます

か

　　1．毎日よくたべている　　　　　　7人

　　2．　ときどきよくたべる　　　　　　　10

　　3．食べるけれどそんなに食べない　　7

　これをみると学校のみんなの半分以上の人が，

家であまいものをよく食べています。このことか

らも，私たちは家でも毎日しっかり歯をみがかな

ければいけないと思いました。そして家でみがく

なら，最もよいといわれている方法として，夜ね

る前に歯をみがくということにきめました。これ

は学校全体でみんなが実行するようにしました。

そしてまた，みんなひとりひとりの歯みがき表を

作りました。

　夜ねる前に歯をみがいたなら，家のおとうさん

か，おかあさんに，表に書いてある日づけの下に

名前か何かのしるしを書いてもらうということに

しました。そしてきめられた日に，その表を学校

へ持ってきて，受持の先生にみてもらいました。

　このようにして，私たち保健委員会では，学校

のみんなに，学校では給食後に，家では夜ねる前

にみがくようにしてもらいました。学校では，学

級ごとに，家ではひとりずつの歯みがき表を作り

ました。これはそれぞれ歯をみがいたときにしる

しを入れるのですが，自分の歯をみがいたこと

が，しるしを表につけることにより，はっきり形

となって表わされます。歯みがきを続けてやれ

ぽ，しるしも表に続けて出ます。これが励みにな

り，これがきっかけで歯みがきを毎日，しっかり

するという習慣がつけぽ，私たちのめあてがたっ

せられたことになります。

　つぎに，私たち保健委員会で，気をつけなけれ

ばならないと思ったことは歯のみがき方について

です。これは，日をきめて歯の不潔度検査をして

いますが，そのときに気がついたものです。この

不潔度検査については，学校の子どもみんなの結

果がわかっているので，それをまず発表します。

つぎの表をみてください。

歯の不潔度検査結果

A A’ B C

52年1月 4 8　　　　　7 0

〃　10 0 12 12 0

〃　11　　　　　6 14　1　4
　＿L＿

0

〃　12 15 11 0 0

　1月に検査したとき，調べたのは，2年生以上

の19名です。10月，11月には24名でしたが，12月

には転校してきた子がいて26名です。この不潔度

検査の結果をみて，毎日しっかりみがけば，歯を

きれいにすることができるのだ，ということがわ

かります。

　この中に，ある4年生の女の子で，家では毎

日，歯をみがいているのに，11月の不潔度検査の

ときに，Bにされました。この女の子にいろいろ

と聞いた結果，歯のみがき方がわるいためとわか

りました。歯のみがき方についても，学校のみん

なを調べてみました。歯ブラシをたてに，上と下
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にむけて，みがいている人がほとんどで，横にむ

けてみがいているというのは，4人ほどでした。

けれども，さきほどの4年生の女の子は，歯ブラ

シをたてに，上と下にむけてみがいていました

が，歯ぐきの方から，歯の先の方へみがかなけれ

ばならないのに，反対に歯ぐきの方へむけていた

ので歯の根もとに食べかすがたまったのです。

　歯の不潔度検査は，カラーテスターの方法でし

ていますが，そのときの歯につく赤色によって，

歯のみがき方を注意しました。たとえば，歯の内

側が赤く色がついた子には，歯の内側をみがかな

いため，歯の垢がついている。今度からは内側の

方もしっかりみがくように養護の先生から注意し

ていただきました。

　最後に，学校みんなの歯をみがいでいる現在

（昭和52年12月9日）のようすは，（1）家でも学校

でも毎日みがいている8人，（2）家でも学校でも3

回まではみがかないで，あとの日は毎日みがいた

8人です。このようにして，私たち保健委員会で

は，学校のみんなに歯をしっかりみがいてもらう

運動をしてきました。これからも，この運動を続

けて，学校のみんなが，毎日よく歯をみがく習慣

を，少しでも身につけてもらうようにしていきた

いと思っています。

加盟団体だより

大阪府立高等学校歯科医会

昭和53年度　事業計画

1　各種大会への参加

　・　第42回全国学校歯科保健大会（大阪）11月

　17日～18日

　・　第28回全国学校保健研究大会（盛岡）9月

　22日～24日
　・　第26回大阪府学校保健研究大会

　・　第18回大阪府高等学校保健研究大会

2　講習会ならびに協議会への参加

　・　大阪府学校医，学校歯科医，学校薬剤師研

　　修会（府教委主催）

　・　学校保健講習会（歯科）文部省，日学歯，

　　9月28日～29日，鳥取県

　・　全国学校歯科医協議会（盛岡）

　・　地区別職域合同打合せ会

　・　近畿地区学校歯科連絡協議会（大阪）

3　学術講演会，見学会の開催

4　学校歯科衛生の啓蒙および推進

　・　府立高等学校歯科保健協議会の開催，対象

　　：保健主事，養護教諭

　　　生徒自身の将来への健康管理実践法

5　新任学校歯科医の研修会開催

6　会報発行年2回
7　大阪府学校保健会，高等学校保健会の会誌発
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　行に協力

8　コンピュータによる健康管理の研究

9　高校における学校歯科保健の手引の作製

10　保健調査表の検討と実施（堀之内敬義）

　第3回会員ならびに新入会員研修会と懇親会

と　き：S53．7．22（土）2．00PM～

ところ：大阪市内，レストラン・アーゴ

司　会：出口和邦理事

開会のことぽ：塚本三郎副会長

講　師：

　・　挨拶　　　　　宮脇祖順会長

　●

■

府教育委員会林田昭喜係長

府教育委員会　掛谷恒之指導主事

システム委員会について

　　　　　　　瑞森茂雄理事

特別講演　　　嶋田良造先生

　　　　　（前茨木養護学校長）

講演内容は，次の日本の世代の中心となって活

躍する学校生徒の健康増進はいかに大切なこと

か，学校歯科の重要性は早期発見の見地から

も，歯科医療統計経済の観点からも，今後ます

ます，最優先に推進すべき事柄が多い，と各方

面の実例を述べられまして，参会者35名の先生

方に多大の感銘を与えられました。

第42回全国学校歯科保健大会

と　き：S53年11月27日～18日



ところ：

　第1日

　　第1領域

　　　大阪府歯科医師会　肢体不自由児歯科診療

　　　センター

　　第2領域

　　　大阪市立　塚本小学校

　　第3領域

　　　箕面市立　西南小学校

　第2日

　　大阪厚生年金会館大ホール

宮脇祖順会長は，高歯会報に以下のように述べ

　ておられます（要約）。

　全国学校歯科保健大会がこの前に大阪で開催

　されたのが，第30回大会，12年前のことであっ

　た。

　第30回大会では，第30回という記念すべき大会

　を，大阪で，大変な盛況裡に挙行し得たことが

　昨日のように思い返される。

　第30回大会では，大会の一般式典だけでなく，

　記念式典である慰霊祭を併催，全国各地から多

数の参会者で賑わった。

本年の第42回大会は，それとはまた異なった意

義ある大会にしたいと考えている。

大阪で第42回大会を引き受けた時，私が日本学

校歯科医会常務理事としての2枚鑑札で最初に

考えたことは，全国学校歯科医大会は，決して学

校歯科医の年1回のお祭りであってはならない。

年々盛大になって行くように感じられる大会付

随行事をできるだけ簡素化しよう。

大会要項もできるだけページ数の少ないもの，

いいかえれぽ抄録集として，その研究発表の実

際や，実践活動の実態は，直接参会者の目で確

かめていただきたい。

大会要項を抄録化する代りに，大会報告号を日

本学校歯科医会の会誌で編集してはどうだろう

か。

記念品もできるだけ実質的なものとしたい。以

上もろもろの諸要素をかみ合せて，将来どこの

府県でも，喜んで大会開催を引き受けられるよ

うな先鞭をつけたいという意味ある大会にした

いと考えた。以上であります。　（塚本三郎）

ニュース／計報

理事・清村軍時氏

　11月2日，74歳で逝去されました。

経歴　大正6年東京歯科医学校修了。

　　　昭和2年　神戸市で開業。

　　　　　5年学校歯科医に任命され，今日に

　　　　　　　　至る。

　　　　　36年　文部大臣表彰を受ける。

　神戸市学校歯科医会長，神戸市学校保健会副会

長，日本学校歯科医会理事（昭和35年～53年現

在）等の任にあって，市学校歯科医会の事務所を

自宅内において，学校歯科保健のため献身されま

した。

理事・橋本勝郎氏

　11月16日，73歳で逝去されました。

経歴　昭和2年　東京歯科医学専門学校卒業。

　　　　　4年　青森県八戸市に開業。

　　　　12年　学校歯科医に任命，今日に至る。

　　　　37年　文部大臣表彰を受ける。

青森県歯科医師会副会長，青森県学校保健会副

会長，日本学校歯科医会理事（48年～53年現在），

青森県学校歯科医会長（48年～49年）等の要職

にあって，学校歯科保健のために尽力されまし

た。

参与・秋山清治氏

　11月27日，74歳で逝去されました。

経歴　昭和5年大阪歯科医学専門学校卒業。

　　　　　8年鳥取市で開業。

　　　　　〃　学校歯科医に任命，今日に至

　　　　　　　　る。

　　　　　41年　文部大臣表彰

　鳥取県歯科医師会長（44年～47年），日本歯科医

　師会理事（47年～49年），日本学校歯科医会理事

　（48年～51年）等の役職を歴任され，学校－歯科

　保健のためにつくされました。
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小山

堂尾

石井

夜明

静修

北小野

羽田

有田

花月

三和

光岡

高瀬

三芳

若宮

日隈

88

服
野
畑
懲
犠
翻
順
照
徽
鷹
説
叢
醗
糟
謄
讃
塊
蒙
講
難
舗
難
醐
細
蜘
撫

熊本県

中島

胎羅
課
膿
薩
騨
灘
謝
欝
凱
鶏
欝
妖
齢
鍋
臨
棚
旙
難
羅
舳
繋
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
部

鞭
蕩
響
罐
訓
瀬
矧
讃
馴
譜
琳
騨
購
購
辮
翻
懸
爾
霧
餉
蕪
麗
欝
醜
鋤
蟹
鋼
膨

宮崎県

上新田

小川

草川

江平

小林

高崎

小林南

五ケ所

都農東

大王谷

幸ケ丘

大平

須美江

恒久

都農東・内野々

大塚

上江

田代

石山

日知屋

長田

西池

笛水

浦城

宮崎南

夏尾

北方

熊野江

平岩

北郷

延岡

酒谷

沖縄県

泊

神森

浦城

内間

牧港

当山

嘉数

大山

屋良

高嶺

知念

新城

玉城



中学校

北海道

港南

成徳

鶴ケ崎

青森県

八戸第3

美保野

根城

八戸第2

八戸第1

是川

長者

明治

白銀

小中野

豊崎

鮫

下長

大館

三条

七戸

岩手県

下橋

乙部

紫波第1

紫波第3

石鳥谷

西南

東和

飯豊

口内

北上北

田原

衣川

赤崎

金田一

御返地

福岡

晴山

江刺家

秋田県

雄物川

稲川

平和

花輪第2

宮城県

県立もう

上杉山

五橋

光明養護

大倉

三本木

山形県

山形第4

山形第5

山形第8

山形第9

蔵王第1

蔵王第2

高楯

山大付属

宮川

山元

上山南

上山北

山辺

作谷沢

陵南

陵西

西里

谷地

西川東部

西川西部

大江

楯岡

西郷

葉山

東根第3

福原

大石田第1

亀井田

新庄

最上東

最上西

瀬見

富沢

舟形

及位

大蔵

沼台

米沢第1

米沢第2

米沢第4

米沢第5

上郷

南原

南原・綱木

宮内

吉野

吉島

玉庭

玉庭・東沢

長井

西根

致芳

小国

北部

白沼

白鷹東

白鷹西

飯豊

鶴岡第2

加茂

西郷

大山

大泉

立川

余目

櫛引

朝日

三川

酒田第1

酒田第2

酒田第3

酒田第5

酒田第6

田
海
島
佐
里
鳥

平

鳥
飛
遊
菅
飛

福島県

会津坂下第2

　

　
浦

　
　
1
2
3
　
　
　
　
　
　
2
3
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南

県

ケ
湊
第
第
第
　
南
第
第
第
保
　

城
岡
字
珂
磯
田
田
田
野
島
澄
原
会
海
珂
珂
宮
方
久
沢
高
浦
丘
里
田
原
北
砂
王
頭
岡

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

園
奈

茨
緑
阿
那
平
勝
勝
勝
佐
大
常
内
七
東
那
那
大
山
大
平
日
豊
泉
中
君
磯
常
金
十
戸
柿
桜
竹
伊

谷和良

豊里

筑波東

古河第2

下館

総和北
茨城
　キリスト学園
北浦三育

栃木県

星が丘

宮の原

上三川

上河内

豊岡

日光

日光東

小来川

足尾

栃木東

栃木西

栃木南

皆川

石橋

野木

佐野西

城東

吾妻

佐野北

葛生

足利第1
坂西

茂木

阿久津

1西那須野
湯津上

三島

小山

群馬県

前橋第1

前橋第4

前橋第6

桂萱

前橋東

木瀬

荒砥

高崎第1

高崎第2

高崎第3

高崎第4

高崎第5

高崎第6

塚沢

佐野

南八幡

高崎養護

桐生南

桐生北

境野

第1養護

伊崎第2

殖蓮

薄根

渋川

金島

古巻

藤岡東

富岡

富岡東

小野

安中第1

安中第2

群馬中央

下仁田東

下仁田西

松井田東

中之条第1

中之条西・沢渡

岩島

嬬恋西

草津

尾島

昭和

箕郷

千葉県

千草台

葛飾

891



橋

神
　
早
賀
　
余

船

海

湊

風

手
光
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

鵬岸
難
踊
罫
制
轡
難
馨
職
淋
綴
鷺
難
響
欝
醗
論
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野

　

川
　
東
　
見
　
東
　
生
東
　
　
西
東
　
　
　
　
　
西
　
東

鹿

若

田
野
庄
川
土
原
谷
井
麻
沼
居
和
須
須
生
里
津
蓑
賀
橋
宮
戸
成

小
長
三
皆
本
荒
富
大
熊
玉
大
妻
寄
昭
加
加
羽
武
篠
著
須
栗
鷲
杉
彦

東京都

1麹町

1中央第2

i〃第3
　〃第4
高陵

三河台

港

牛込第1

牛込第2

　東戸山
t

　四谷第1

　目黒第3

　目黒第6

　目黒第8

　目黒第9

」目黒第10

　目黒第11

　東山

　石川台

　大森第6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

知
花小金井南

東村山・第5

小河内

東愛宕

豊ケ丘

神奈川県

寺尾

鶴見

潮田

末吉

矢向

生麦

寛政

市場

大綱

老松

中田

港

松本

今井

平間

秦野北

静岡県

宇佐美

対島

御殿場

清水第1

清水第2

清水第6

両河内

大井川

神久呂

北星

高台

天竜

浜松東部

蜆塚

SLtZ

浜松南部

新津

愛知県

今池

城北

天神山

畑 　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

部
　
　
　
　
　
　
　
北
　
　
　
　
　
　
　
　
部

謹
劃
讐
殻
熱
鶴
耀
鱒
聾
熱
輔
嫡
灘
鰭
課
灘
鑑
麟
魏
麟
議
麗
舗
絶
鵬
編
璽

一一一一一一一一一一一一一一一一一一＿＿．－L＿



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
部
　
　
　

岬
　
　
　
　
部

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
　
　
根
湖
　
　
手
　
南

岡
原
野
嶺
倉
根
山
具
武
名
呂
田
稜
部
川
並
豊
南
屋
田
郡
谷
津
原
浦
郡
羽
津
羽
良
江

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

久

島
橋

藤

小

浅

清
名
豊
富
津
稲
八
牟
吉
南
北
二
五
高
章
金
代
蒲
三
塩
形
西
蒲
音
御
赤
伊
福
泉
長
飛
豊

岐阜県

岐阜大付属

伊奈波

梅林

三輪

藍川

精華

青山

厚見

岐北

那加

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
2

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

茂

　
　
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
第

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

加
　
見
中
川
　
生
津
知
田
丘
丘
　
　
　
保
比
　
　
川
川
方
　
　
　
　
見
　
　
津

原
沼
羽
島
島
島
鼻
南
松
尾
積
方
濃
葉
田
茂
白
川
麻
百
有
金
ケ
ケ
和
濃
儀
之
那
南
鷲
津
津
野
置
智
山
岡
治
都
和
岐
南
田
呂
　
戸

蘇

鵜

稲

川
羽
中
竹
岐
笠
根
穂
北
美
双
久
加
東
白
上
八
下
小
緑
旭
昭
美
武
上
小
郡
高
中
中
中
笠
明
高
山
多
陶
平
土
濃
肥
下
泉
釜

」L

稲津

瑞陵

陶

春日

東山

日枝

松倉

中山

宮

久々野

朝日

荘川

日和田

丹生川

平瀬

清見

河合

萩原北

金山

県

　

　

　

　

　

　
輪

山
木
　
　
　
　
　
嵐
東
南
　
　
　
　
　
　
　
俣

潟
屋
新
居
葉
浦
山
井
江
野
川
野
見
戸
針
十
岡
岡
岡
本
南
原
南
西
道
ノ
有

新

関
白
寄
二
宮
石
坂
大
曽
両
内
藤
木
小
五
長
長
堤
山
岡
関
城
城
新
中
津

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
2
　
　
　

4
　
5
　
　3
5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
　
　
　
　
　1

　

津
第
　
第
第
第
第
谷
　

川
　
田
第
　
　
　
口

　

崎

士

江

倉
越
浜
取
浜
崎
浜
崎
条
谷
津
津
津
関
千
田
人
貝
条
谷
魚
川
井
東
飯
瀬
根
井
鷲
方
浦
岡
山
東
川
彦
崎
之
川
瀬
木
川
辰
雲
泊

高
直
保
上
谷
桑
荒
柏
高
柏
北
菅
新
新
金
新
小
千
真
片
中
北
糸
姫
新
川
新
庄
白
日
大
岡
豊
峰
漆
潟
西
弥
黒
中
津
鹿
綱
三
北
出
寺

　

　

谷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
谷
　
田
　
川

門
神
之
黒
国
羽
　
濃
川
谷
　
里
和
谷
野
川
　
和
野
三
松
島

守
広
湯
石
小
刈
牧
大
吉
川
源
清
三
関
塩
大
雷
佐
真
西
浜
大

長野県

七二会

竜東

竜峡

喬木

売木

岡谷西部

岡谷南部

開成

清水

富山県

入善

入善西

鷹施

大沢野

八尾

杉原

城山

音川

山田

楡原

舟橋

雄山

芝園

堀川

富山東部

富山西部

富山南部

富山北部

新庄

岩瀬

奥田

和合

月岡

呉羽

水橋

三成

大久保

高陵

高岡西部

南星

志貴野

芳野

国吉

五位

戸出

氷見北部

八代

氷見西部

氷見西部・土倉

十三

灘浦

新湊西部

射北

城端

井波

井口

庄川

福野

出町

庄西

般若

若林

津沢

蟹沢

魚津西部

滑川

古江

91



石川県

丸内

鳥屋

尾口

　

　

　

　

　

南

東

北

西

　

　

　

　

　

　

　

　
野

山
　
東
　
　
　
　
　
ノ

県
東
西
本

瀕
灘
灘
鋸
轍
顯
顯
顯
顯
幡
韓
酬
栖
釦
鴨
鉦
難
韓
傲
藤
餅
餅
翫
莇
朗
鋼
燐

和歌山県

山田

妙寺

九度山

富貴

城東

海南第3

下津第1

神野

国吉

初島

金屋

御坊

川中

92

上南部
　

1有田

宇久井

河根

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
護

繍
雄
課
豊
欝
峰
罵
繕
繍
難
雛
酪
薙
灘
燕
膿
醐
難
㍊
橘

大阪府

東区東

高津

東三国

1新生野

城陽

緑

茨田北

住之江

新北島

弘済

箕面第1

箕面第3

豊中第5

城南

小阪

金岡

信太

鳥取

縄手

池島

蘇
庄

山
吉
影
匠
戸
野
庫
馬
池
繕
翫
代
胎
藻
橋
取
倉
棘
水
勲
田
騨
監
山
峰

兵

本

本

住

御

鷹
神
夢
兵
有
大
桜
星
雲
西
高
苅
大
鷹
高
垂
垂
歌
福
多
舞
神
伊
丸
長

大沢

淡河

飛松

高丘

望海

錦城

野々池

長坂

上野台

八景

伊丹東

伊丹西

伊丹南

伊丹北

天王寺川

松崎

伊丹養護

岡山県

神島外

金浦

北木

笠岡西

成羽

吹屋

富家

湯野

赤坂

御北

勝田

広島県

己斐

船越

和庄

日比崎

栗原

長江

城北

中央

大成館

芦田

済美

幸千

向丘

誠之

広瀬

湯来

能美

廿日市

砂谷

芸北

熊野

倉橋東

切串

鹿島

東野

大崎

御調

木野山第4

元町第2

常金

神石

塩町

八幡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
ハ
づ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

轡
熊
灘
欝
骸
灘
灘
灘
鰭
旭
繭
鰯
甥
騨

県
　
　
　
　
　
　
　
万
　
　
　
島
　
　
　
　
　
　
　
東
川

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

田
屋

　

　

　

　

　

国
陸
積
南
々
須
穂
陽
津
田
陽
道
華
田
川
陽

口

津

河

下

山
通
藤
川
灘
岩
伊
日
鼓
須
中
長
岐
大
桜
周
向
太
和
福
華
串
豊
木

香川県

山田

坂出東部

善通寺西

白鳥

津田

池田

香川

香川第1

塩江

国分寺

綾歌

高見

仲南

高瀬

仁尾

豊浜

詫間

三豊

櫃石

観音寺

｛



愛媛県

御幸

日吉

立花

生名

玉川

高知県

明治

福岡県

金川

稲築東

穂波西

比良松

吉井

江南

諏訪

田隈

右京

松原

福岡大付属小倉

永
丘
櫃
谷
徳
根
峰
松
尾

思

霧
板
東
志
曽
高
則
花

勾金

鎮西

足立

水巻西

後藤寺

長崎県

長崎

桜馬場

長崎大付属

山里

小島

早岐

大野

相浦

花園

佐世保ろう

愛宕

山澄

三会

島原第1

島原第2

島原第3

加津佐

国見

瑞穂

小浜

西諌早

玖島

大島

10年連続特別表彰校

小学校

志佐

今福

鹿町

田平

佐須奈

有喜

大分県

上野ケ丘

判田

王子

戸次

賀来

明野

吉野

城東

鶴崎

滝尾

植田

植田西

城南

坂ノ市養護

東山

朝日

浜脇

別府北部

別府中部

山の手

別府養護・鶴見

鶴谷

　

北

南
　
　
　
部
部
　
部
護

　

津

津
　
田
　
北
南
　
東
養
江

田
水
水
明
有
山
田
田
隈
田
田
津
生
見
房
内
玉
浦
岐
香
山
野
田
峰
生
入
浦

堅

米
米
大
東
戸
日
日
三
日
日
中
鯛
深
津
河
真
来
安
山
米
大
竹
祖
菅
直
山

熊本県

出水

白川

錦ケ丘

有明・大豊

玉南

玉名

菊水

三加和

腹栄

有明・横島

田底

鹿北

菊鹿

菊池北

菊池南

酒水

旭志

若草養護

菅尾

名連川

白糸

御岳

八代第6

八代第5

二見

千丁

鏡

水俣第3

葛渡

袋

田浦

大野

湯浦

津奈木

相良南

相良北
多良木・

　　　多良学園
槻木

五木第2

五木第1

深田

五和西

湯島

河内

天明

宮崎県

上新田

西岳

西門川

庄内

宮崎北

浦城

本城

向山

田原

南郷

宮崎東

沖縄県

松島

浦添

具志頭

岩手県

御明神

宮城県

田尻

沼部

山形県

櫛引西

静岡県

元城

中学校

愛知県

森岡

野間

知多・八幡

長野県

七二会

滋賀県

木之本

神照

長浜

虎姫

日栄

浅井西

京都府

有済

有隣

清水

稚松

岡山県

吉永

江西

千種

芳野

打穴

庄内

和気

島根県

津和野

山ロ県

藤河

愛宕

香川県

仁尾

松山

林田

白鳥

川東

櫃石

高知県

大津

貝ノ川

三崎

福岡県

不知火

小山田

鞘ケ谷

大里東

愛知県

東浦

長野県

七二会

兵庫県

伊丹南

山ロ県

灘

岩国

香川県

香川

三豊

櫃石

93
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編集後記

年の瀬もせまった31日，会誌39号の編集後記を書きながら，昭和53年度をふりかえってみ

ると，激動と逆転の年であったと思う。

自民党総裁公選で福田政権から大平政権へと交替し，日学歯にかかわり深い文部大臣に内

藤誉三郎氏，厚生大臣に橋本竜太郎氏が就任された。

今後の文部・厚生行政が自民党の近代化とともに，学校歯科保健の推進を国の重要な施策

としてほしい。

本号は「小学校歯の保健指導の手引」についての座談会を中心に編集した。手引の作成協

力者であり，本会の学術委員である先生方に，学校において歯科保健指導に問題点となる

であろうところを話し合ってもらったもので，学校歯科医の先生方の参考になり，歯科保

健指導の担任教師との相互理解に役立ってほしい。

そのほかに京都府をはじめとした日本全国からお寄せいただいた保健教育，保健管理等に

効果をあげた報告，むし歯予防の方法等についての詳細な実践報告等である。

日学歯は年度末を控えて，昭和54年度の事業計画案，歳入歳出予算案の作成に大わらわで，

担当理事，常務は年末も正月もない状態である。

昭和54年は国際児童年にあたり，また心身障害児の就学が義務化されるので，日学歯の事

業計画と予算編成にあたって，これらの点を充分考慮したものとして，日学歯の組織機

構の強化充実を図り，学校歯科保健の前進をつづけたい。会員のみなさま来年もますます

健康でご活躍されることを念願する。　　　　　　　　　　　　　　　（飯田嘉一）
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